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プロローグ　物語は不気味な駅から始まる




　無人島に持っていけるものが一つだけあるとしたら、なにを選ぶか？

　それは永遠の命題だ。

　ある人はナイフを選ぶかもしれないし、ライターを選択する人だっているだろう。寂しさを紛らわすために分厚い本を持っていく、なんて主張も納得できる。

　俺ならどうするかって？　そうだなぁ……、乳が出るメスのヤギを連れていくなんてどうだろう。ヤギ乳は栄養価が高いし、ペットがいれば寂しくない。ユキとか名付けてかわいがるのもいいだろう。

　だけど怪我や病気だって心配だよね……。メディカルキットという選択肢も捨てがたいぞ。でも……。

　本音を言えば一つと言わず、持てるだけのキャンプ道ギ具アを持っていきたいよね。テントに、焚き火台に、椅子に、寝袋。数え上げれば切りがないけど、どうせなら快適なアウトドアライフを満喫したいじゃないか。快眠と美味しい食事で妥協はしたくないんだよ。

　美しい南の島で、美女と二人で悠々自適のキャンプ生活か……。いいな、それ……えへ……えへへ……。




　ガタンッ！　キイイイイイーッ！




　不意に電車が大きくカーブして、俺の妄想は打ち砕かれた。空想のキャンプ生活を楽しんでいたのに、これではせっかくの現実逃避が台無しだ。おかげで忘れかけていた倦怠感がぶり返し、ため息をつくのすら億おっ劫くうになってしまった。

　人生最悪の四週間が過ぎようとしていた。二十四年間生きてきたけど、これほどひどい夏は初めてだ。同僚やパートさんが次々と感染病に侵され、俺は地獄の三十二連れん勤きんをこなしている最中だ。

　明日、いや、もう日付が変わっているはずだから朝に出社すれば三十三連勤か……。気力でなんとか持ちこたえてきたけど俺もそろそろ限界に近づいてきている。今のままでは明日にも過労で倒れてしまいそうだ。

　さっきから体は睡眠を欲しているけど、ここで眠るわけにはいかない。一度眠ってしまえば、きっと終着駅まで起きることはないだろう。

　というわけで、今にもぶっ倒れそうな状態で俺は終電に揺られている。そろそろ降りる駅に到着するはずなのだが……。

　眠気と闘いながら駅に着くのを待っていたのだが、不意に俺は妙な違和感を覚えた。いつもなら五分くらいで次の駅に着くというのに、もうかれこれ二十分以上も電車は走り続けているのだ。

　ぼんやりしていて違う電車に乗ってしまったのか？　窓から見える景色は暗く、この電車がどこを走っているのか見当もつかない。どういうわけか車内に路線案内も見当たらないのだ。

　乗客は俺以外に三人いるけど、全員が青白い顔をして死んだように眠りこけている。わざわざ起こしてこの電車が何線かを尋ねるのも具合が悪い。

　それにしても変だな。いつもより車内が暗く感じるぞ。いつもは蛍光灯が輝いているのに、今日はくすんだようにほの暗い。なんだろう、この不気味な感覚。幽霊列車みたいな……。




　いよいよ不安になって車しゃ掌しょうを探そうとしたら、電車はだんだんとスピードを落とし始めた。するとカーブの向こうにぼんやりと虚うつろに光る駅が見えてくるではないか。うん、やっぱり見たことがない駅だ。

　あれ、なんだろう、この既視感デジャヴ？　俺はこの状況を知っているぞ……。

　……そう、これはネットの記事で読んだ【きさらぎ駅】の状況にそっくりじゃないか！　たしか、アレの投稿者はきさらぎ駅という実在しない駅に降りたまま行方不明になってしまったんだよな……。まさか、俺も不思議空間に迷い込んでしまったのか!?

　車内アナウンスもないまま、電車は駅に停車した。ドキドキしながら俺はホームの看板を探す。もしここが『きさらぎ駅』だったら……。

『ざらき駅』

　違った……。でも、ある意味ではこっちの方が不気味だと思う。ザラキって、ド●ゴンクエストってゲームの即死呪文だぞ！　気のせいかもしれないけど不吉な響きがするなあ……。

　それにしても『ざらき』なんて聞いたこともない駅名だ。やっぱり疲労のせいで乗る電車を間違えてしまったに違いない。ホームに駅員の姿はなく、小さな駅舎があるだけの寂さびれた駅だった。

　さて、俺はどうするべきだろう？　もっと大きな駅に着くまで電車に乗り続けるか、それともここで降車するか……。大きな駅の近くなら一夜を明かすネットカフェなどが見つかるかもしれない。だけど、できることなら家に帰りたいんだよね。

　このまま電車に乗り続ければ、家はどんどん遠ざかってしまうはずだ。ここで降りて折り返しの電車を待つ方がよさそうな気がする。懐ふところには大打撃だけどタクシーに来てもらうという手だってある。……よしっ！

　意を決してホームに降りると、その瞬間を待っていたように電車の扉は閉じてしまった。嵌はめられた？　不吉な気配に後悔が後に立つ。もしかして俺、やっちまったか……？

　不気味な軋きしみを響かせて電車は行ってしまった。この駅で降りたのは俺一人だ。人の気配はまったくない。まあいい、折り返しの電車に乗って、もと来た駅に引き返そう。次の列車はいつ来るだろうか？

　ホームで上り列車の時刻表を探したけど、どこにも見当たらなかった。仕方がないので階段を上り、誰もいない改札口へと向かう。そして気がついた。誰もいないのは当然で、ここは無人駅だったのだ。

　改札の横には小さな待合室がついていて、蛍光灯の灯りが寒々しく光を落としている。困ったことに待合室にも時刻表はない。タクシーはおろか、自動販売機すら見当たらない駅だった。

　しばらく待ったが、電車が訪れる気配は微塵もなかった。どういうわけかスマートフォンは圏外になっていて路線図を調べることはおろか、地図アプリすら開けない。

　時刻は〇時四〇分。最終電車はもう行ってしまったと考えた方がいいだろう。こうなったら電波の圏内まで歩くしかないか。

「なんでこんな目に遭わなきゃならないんだよっ！」

　大声を上げたところで助けは来ない。どうしようもない虚きょ無む感を覚えながら、俺は足を引きずるようにして『ざらき駅』を後にした。




　駅前のロータリーから続く一本道を歩きながら、またもや自分の判断を後悔しだした。道の先はすぐ森になっていて、暗く、非常に不気味だったのだ。それでも俺は街がい灯とうもない暗闇をスマートフォンのか細い灯りだけを頼りに進んだ。

　自分が特別怖がりだとは思わないけど、この森は反則すぎる。どこまで歩けば幹線道路に出られるだろう？　スマートフォンのアンテナもまだ圏外のままである。一日の仕事で体は疲れ切っているというのに、足は自然と速くなる。

　始発まで駅のベンチで待つという考えも浮かんだけど、用事があって明日は早くに出社しなければならない。しかも必要な書類が家にあるのだ。泣き言は言っていられなかった。だがしかしだ、俺は目の前の光景に絶望する。

「こんな試練があっていいのか？　それとも、これを乗り越えれば、その先にパラダイスが待っているとでもいうのかよ？」

　現れたのは自動車がギリギリ一台通れそうなくらいの、細いトンネルだった。ランプは一つも灯ってなく、中は真っ暗で出口は見えず、不気味なことこの上ない。

　今からでも駅に引き返そうか？

　そんな考えが頭をよぎったけど、俺は腹を決めた。こうなったらとことんまでやってやる！　このトンネルを抜けて俺は家に帰って寝るんだ！

　バッテリーが三十七％になったスマートフォンをかざし、俺は軽い駆け足でトンネルに潜り込んだ。










一話　キャンパー




　目を覚ますと森の中だった。あちらこちらをやぶ蚊に刺されたようで全身が痒かゆい。まったく昨日からひどい目に遭い続けである。それでもよく寝たせいか、ショート寸前だった思考回路は正常に戻っていた。

　昨夜入ったトンネルは中でいくつも分岐していた。しかも、途中から未舗装になってしまい、トンネルというよりは洞窟と呼んだ方が正しい代しろ物ものに変化していたのだ。暗くて気がつかなかっただけで、実は鉱山かなにかだったのだろうか？

　すぐに引き返そうとしたのだけど、どういうわけか道がわからなくなってしまった。けっきょく、何時間もさまよって、なんとか外に出られたという次第だ。

　トンネルから出たはいいけど、そこはやっぱり森で、散々歩いた挙句、帰ることを諦め、俺は道端で眠りこけて今に至っている。頭はすっきりしているが腹が減った。どこかにコンビニでもないだろうか？

　周囲を見回すが木や草ばかりで道すら見えない。我ながら、よくもまあこんなところを歩いてきたものだ。もし転んで足をくじいていたら取り返しのつかないことになってしまっただろうに。もう少し慎重に行動しないといけないな。

　おや、波の音が聞こえるぞ！　海が近いのだろう。だとしたら家とは正反対の方角に来てしまっているな。ここがどこだか確かめるためにも、とりあえずそちらの方へ行ってみるとしよう。




　数分も歩くと森が切れて砂浜が見えた。

「うわあ……」

　感嘆詞以外の言葉が続かなかった。目の前には白い砂浜が広がり、太陽の光を受けてエメラルドグリーンの海が輝いている。俺が描く楽園のイメージそのものだ。あまりの美しさに言葉を失った俺はその場に座り込んでしばらく海を眺めた。

「きれいだな……」

　透き通る水が凪なぐ海は遠浅で、魚が泳いでいる姿がよく見えた。海の底では色とりどりのサンゴが揺れている。こんな海は家の近所にはないはずだ。いったい俺はどこまでやってきたのだろう？

「そろそろ始業の時間だよな……」

　スマートフォンの充電はとっくに切れていて正確な時間はわからない。ただ太陽は高い位置にあるので、出社予定だった七時半を越えているのは確実だ。

「もう、どうしようもないか……」

　今からではどう頑張っても家にたどり着けるのは昼前だろう。上司からお叱りを受けるかもしれないが、ときには諦めも肝心だ。腹をくくるとスッと気持ちが楽になり、すべてがどうでもよくなった。

「んーっ！」

　大きく伸びをして軽く肩を回す。なんだか晴れ晴れとした気持ちになってきたぞ。腹も減ったし、とりあえず食べ物を探すとしよう。海岸沿いを歩いていけば、そのうち集落にぶつかるはずだ。

　立ち上がると、岩の上にいる三羽の鳥と目が合った。白い身体で羽の先が黒くなっている鳥だ。

「え……？」

　ちょっと待て。あいつら、服を着ていないか!?　うん、体にベストのようなものを纏まとっているぞ。それに鳥にしてはサイズが大きすぎる。立ち姿は一五〇センチくらい、広げた翼は二メートルほどありそうだ。

　やけに人間臭い顔をしているけど太い眉毛があるからだな。目つきは意地悪そうで、性格の悪さがにじみ出ている気がする。そいつが俺を見つめながらくちばしを開いた。

「ザーコ！　ザーコ！」

　バカにされた!?　嫌な鳴き方をする鳥だなあ。恐怖もあって、その場を動けずに眺めていると、巨大な鳥はまたくちばしを開いた。
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「ザーコ！　童どう貞てい野郎がなにを見ていやがる？」

　今度は喋しゃべった!?　しかもディスられた!!

「えっ？　えっ？　あれ？　どう……なって……」

　今、目の前の鳥が喋ったよな？　でも日本語じゃなかったぞ。それなのに俺、理解している！　混乱に拍車がかかった俺は思わず鳥に話しかけていた。

「あ、あの、教えてほしいんですけど、ここはどこですか？」

「…………」

　鳥たちは無言で俺を睨にらみ返してきた。他人を拒否する圧力がすごいけど、俺も必死だ。

「教えてください！　ここはどこなんですか？」

「自分で調べろ、ザーコ！」

　吐き捨てるように言って、鳥たちは翼を広げて飛んでいってしまった。青い空に消えていく飛影を目で追いながら、なんとなく理解した。たぶん……ここは日本じゃない。ひょっとしたら異世界かも……、と。

「もし……」

　不意に後ろから声をかけられ、俺は大きく飛びのいた。さっきの鳥が戻ってきたのか？　だが、慌てて振り向いた俺の視界に入ってきたのは、予想もしなかったものだった。

「ピンクのドリル!?」

　いや、違う。これはドリルヘアー。つまり縦ロールの髪の毛だ。全体は金髪なのだが、先端だけピンク色のドリルが二本、俺の目の前で揺れている。その真ん中にあるのは……美少女の困惑した顔だった。

「ドリルとはなんでしょうか？」

　眉間にしわを寄せた美少女が質問してくる。年齢は十八歳くらいだろうか？　簡素ながら品のよい白いワンピースがよく似合っている。

「し、失礼！　まさか人がいるとは思わず、気が動転してわけのわからないことを口走りました」

　慌てて取り繕つくろうと目の前の少女はにっこりと微笑んだ。

「あんなことがあった後ですもの、少々変になっていてもおかしくはありませんわね。わたくしも他の生存者がいてホッとしておりますわ」

「あんなこと……？」

「覚えていらっしゃらないの？　嵐で船が難破しましてよ。あなたも乗っていらしたのでしょう？　それともこの島の方？」

「…………」

「わたくしはなんとか走ってここまで来たのです。あなたもそうではなくって？」

　走って？　海の上をか？　言っていることがよくわからない。

「いえ、俺は洞窟を通ってここに来たんです」

　事情を説明したけど、目の前の女の子はよく呑み込めていないようだった。まあ仕方がない、俺だってよくわからないのだ。

　美少女は一つ息をつくと、気を取り直したように笑顔になった。

「そういえば自己紹介がまだでしたね。わたくしはオリヴィア・ハッフルパイモン。ハッフルパイモン侯爵家の長女ですわ」

「町まち田だ秋あき人とです」

「聞きなれない響きのお名前ですわね。見た感じからして外国の方なのでしょう。お国はどちらですか？」

「に、日本といいます……」

「ごめんなさい。浅せん学がくにして存じ上げませんわ」

　オリヴィアさんは申し訳なさそうに頭を下げた。侯爵令嬢というからには相当なお嬢様だろうけど優しい性格をしているようだ。

「それにしても困ったことになりましたね」

　困ったどころの話じゃないだろう。うら若い娘さんが遭難しているのだ。平静でいられる方がおかしいくらいだぞ。

「オリヴィアさん、この島がどこら辺にあるのかご存じですか？」

「現在地はわかりませんわ。わたくしはキャピタル王国から、レングマン王国のニッサル王子へ嫁ぐ旅の途中でしたの」

　うん、ぜんぜん知らない名前のオンパレードである。これはもう異世界へ来たことで間違いなさそうだ。って、待てよ。お約束のあれはどうなった!?

「そ、そんなバカな！　異世界名物、神様にチートスキルをもらうシーンなんてなかったぞ！」

　あたふたとしだした俺をオリヴィアさんは哀れな民でも見るように宥なだめた。

「マチダさん、少し落ち着きになって。漂流したとはいえ命は助かったのです。とにかく他の生存者を探しましょう」

「そ、そうですね。失礼しました」

　自分より年下の女の子が冷静でいる姿を見て少し恥ずかしくなった。

「ところでマチダさん、あなたのジョブは？」

「え？　業務用スーパーを展開している会社に勤めています」

「業務用スーパー？」

「あ～……いろんなものを売っているお店ですよ」

「そういうことではなく固有ジョブとスキルを教えていただきたいのです。ご自分のスキルを他人に教えるのは気が進まないかもしれませんが、このような事態ですもの」

　ジョブ？　スキル？　なんだかゲームみたいな単語が出てきたぞ。ますます異世界っぽい。

「あなたのジョブを聞くだけでは不平等ですから、わたくしもお教えいたしますわ。わたくしのジョブは聖戦士ですの。ご存じのとおり肉体強化系のスキルが中心ですわ。ただ淑女レディーのたしなみとしてダンスや歌、楽器などのスキルも持っておりますわ」

「はあ……」

　つまり目の前にいるのは脳筋ドリルレディー……、そういう認識でいいのだろうか？　嫌いじゃない……。

「それで、あなたは？」

「ジョブとかスキルを教えろと言われましても……」

「恥ずかしがらずにおっしゃってくださいませ。わたくし、ジョブで人間を差別したりなどいたしませんことよ」

「そう言われてもよくわからないです」

「ステータスを見ればご自分の職業やスキルを調べることができますでしょう？」

「どうやって？」

　そう質問するとたいそう驚かれた。

「ひょっとしてステータスをご存じない？」

「外国人なので……」

　苦しい言い訳かと思ったけど、オリヴィアさんは納得したようだ。

「そうでしたか。きっとお国ではジョブとスキルの知識が広まっていないのですね。ステータスを調べるのは簡単ですのよ。マチダさんもぜひやってみてくださいませ」

　ステータスを確認するには人差し指と中指で額を押さえ、『ステータス・オープン』と唱えるだけでよいそうだ。

　異世界人の俺にもジョブやスキルなんてものがあるのかな？　いやいや、きっとチート級のジョブやスキルがあるんじゃないのか？　だとしたらウハウハなんだけど……。期待と不安に揺られながら、俺は額に指をつける。そして――。

「ステータス・オープン」

　突如として光るボードが俺の眼前に現れた。





　名前　町田秋人（24）

　固有ジョブ　キャンパー（レベル１）

　保有ポイント　５

　個人スキル　天賦の才：毎日４ポイントをプレゼント

キャンプの申し子：二日間キャンプをすればレベルが上がる。

キャンプアイテムの交換




　スキルツリー【キャンパー・ベーシック】カッコ内の数字は習得に必要なポイント




　基礎体力向上（１）：基礎体力が向上する。

↓

　ベースキャンプの祝福（２）：効果の低い結界。魔物の侵入をわずかに防ぐ。蚊などの有毒害虫の侵入も許さない。

↓

　キャンプ飯（３）：料理の知識が得られる。

↓

　キャンプ道具の応用（４）：斧、山刀マチェット、ハンマーから選ぶ。上手に使えるようになる。

↓

　免疫力向上（６）：ウイルスや病原菌に強い身体になる。

↓

　移動魔法・初歩（８）：半径五キロ以内であれば、ベースキャンプに戻れる。

↓

　次元収納（12）：荷物を次元の狭間に収納できる。四〇リットル。






　なんじゃこりゃ!?

　突然のことに声も上げられない。俺はしばらくのあいだ物も言えずに、ひたすら自分のステータスを詳細に眺めた。

　なんというか……キャンパーとはふざけたジョブだ。そもそもキャンプって仕事なのか？　限りなく趣味の領域にあるものだと思うんだけど……。

　それに異世界転移といえば、勇者とか魔法使いなどがスタンダードなジョブだろう？　ちょっと変わったところでも錬金術師とか鍛冶師だぞ。しいていえばゲームには遊び人という職業があったけど、キャンパーもそのカテゴリーだろうか？　いまのところはわからない。

　だが、そんなことを嘆いている場合じゃないか。勝負ゲームっていうのはいつだって配られた手札カードでやるしかないものだ。それによく見ればキャンパーというジョブも悪いものとは思えないぞ。

　まず注目すべきはポイントだ。いま保有しているのは５ポイント。これを利用してスキルを習得していくようだ。スキルはツリー形式になっていて、順番に覚えていかなければならない。

　しかもスキルツリーはキャンパー・ベーシックにとどまらない。習得すればツリーはさらに伸びるのだ。これは夢が広がる。

　そしてポイントの利用法はそれだけじゃなかった。なんとポイントは自分の欲しいキャンプギアと交換もできるようだ。どれどれ……。

「おおぅ……」

　ステータスボードのページをめくった俺は思わず喜びの声を上げてしまった。そこには数十ページにわたりキャンプギアの紹介が並んでいたのだ。まるでギアを特集しているカタログのようである。

　お、これはずっと欲しかったツインバーナーじゃないか！　こっちにはいろいろなテントの特集があるぞ。うはっ、タープやナイフの特集もある！　これは見ているだけで楽しくなってくるな。

　表示方法はカテゴリーごとじゃなく、交換可能ポイント順の切り替えもできるのか。ずいぶんと便利なステータスボードだ。どれ、切り替えてアイテムを見てみるか。





１ポイントアイテム

食料ガチャ

二〇リットルポリタンク（飲料水入り）

百円ライター

懐中電灯

軍手

薪

ポケットナイフ（小）　折り畳み

ヤカン（小）

シェラカップ

鍋

焼き網

ブルーシート

コンパス

コットンＴシャツ

下着

タオルセット







２ポイントアイテム

食料ガチャ・ゴールド

アウトドアクッカー

パラコード五〇メートル

釣りセット

ＬＥＤソーラーパネル充電式ランタン

折り込みノコギリ

シャツ

パンツ

クーラーボックス（小）保冷剤付き

毛布







３ポイントアイテム

シングルコンロ

エアマット







４ポイントアイテム

ソロテント（防虫ネット付き）

精霊ラジオ







５ポイントアイテム

二人用テント

コット

ワンタッチタープ

アウトドアウォッチ

手斧






　これはほんの一部で、ポイント交換できるものはまだまだある。こうしてみると当面生活には困らないような気もしてくるな。こんな場所で生きていくには当たりジョブを引き当てたのかもしれない。

「マチダさん、ご自分のジョブがわかりまして？」

　顔を上げるとオリヴィアさんが屈託のない笑顔で俺を見つめていた。面と向かって言うには恥ずかしいジョブだが嘘をついても仕方がない。ここは正直に打ち明けてしまおう。

「私はキャンパーのようです」

「キャンパー？　聞いたことのないジョブですわ。どういったものなのですか？」

　キャンパーが仕事だなんて、ふざけていると思われないかな？　それっぽく言い繕つくろえればいいんだけど……。

「え～、キャンプっていうのは野外活動を楽しもうっていう行為でして……」

「野外活動？」

「外で料理をしたり宿泊したりして、自然と触れ合うという行為なのです。そういうことをわざわざやる人をキャンパーといいます」

「まあ、野や趣しゅに溢れる娯楽ですのね。聞いているだけでワクワクしますわ。わたくしはお外で寝たことなんてございませんもの！」

　オリヴィアさんは胸の前で指を組み、感心したような表情で頷うなづいている。

「キャンパーというのは雅みやびな遊び人でございますのね」

「そこまで立派なモノじゃ……」

「謙遜なさらなくてもいいのです。遊び人は究きわめれば賢者になれると聞いたことがございますわ。マチダさんも一ひと角かどの人物になられますわよ」

　この世界にも遊び人っていうジョブがあるのか！　いや、そんなことはどうでもいい。それよりも、聖戦士の笑顔が俺のハートにクリティカルヒットだ！　クッ、かわいいじゃないか、惚れてしまいそうだぜ……。

　いやいや、彼女は貴族のお嬢さんで、どこぞの王子へ嫁ぐと言っていたな。下手に恋愛感情を持つべきじゃない。そこら辺のところは弁わきまえておこう……。

「それで、キャンパーはどういったスキルをお持ちなの？」

「まだスキルにポイントは振っていないのです。自分がキャンパーであることも知ったばかりですので……」

「これは失礼しました！　そうですわね。ポイントの割り振りは人生を左右するとまで言われていますわ。慎重になさらないといけませんわね。スキルツリーは比較的簡単に手に入りますが、ポイントを得られるのはレベルが上がるときだけですもの」

　そうなのか？　俺の場合は『天賦の才』とやらで毎日ポイントが４入るらしい。それに、二日間キャンプをすればレベルが上がるみたいだぞ。これはひょっとしてチートってやつじゃないのか？

「それでは、そろそろ参りましょうか」

「え？」

「他の生存者を探すのですよ」

「ああ、そうでした」

　ここが島なのか大陸なのかもわからない。とりあえずは歩いてみるしかなかった。











オリヴィアの日記　１




　おかしな漂流者を見つけました。どうやら外国の方のようで「長いトンネルを抜けるとそこは異世界だった」などとおっしゃっていました。違う船で漂着されたのかしら？　わたくしにはよくわかりません。

　言動におぼつかないところがございますが、身なりはきちんとしていらっしゃいますし、礼儀正しい人でもありますので、しばらく行動を共にすることにいたしました。

　ジョブをお尋ねしたところキャンパーとのことでした。自然の中で生活する自由人のことを指すようです。これまでお目にかかったことのない珍しいジョブです。なんとなく自由な響きがして、ほのかな憧れのようなものを感じました。












二話　スキルとアイテム




　島の探索にあたり、とりあえずスキルツリーの『基礎体力向上』にポイントを振ることにした。デスクワークが続いていたので自分の体力にまったく自信がなかったからだ。

　この世界がどういうところであれ体が資本であることは変わらないだろう。取っておいて不利になるということはないはずだ。

　それにオリヴィアさんに情けない姿は見せたくないんだよね。人のお嫁さんになる人とわかっていても格好はつけたかったのだ。だって好みのど真ん中だから……。

　あのドリルに貫かれたい！　へんな性癖をこじらせてしまったけど、密かに想うくらいならいいよね？

　ステータスボードを操作して『基礎体力向上』を取得すると、スキルツリーが広がりを見せた。体力系の枝が伸び、新たなスキルが取得可能になっている。

『基礎体力向上』の次は、持久力アップ（２）→パワーアップ（３）→瞬発力アップ（４）→レンジャークラス（５）となっている。

　ベーシックスキルに固執せず、こちらのスキルを先に伸ばしていくという手もあるか……。

　残りポイントは４あるから「持久力アップ」は習得可能だけど、焦りは禁物だ。ソーシャルゲームでポイントの振り方を間違えて、何度泣いたことがあるか。

　とりあえずポイントを使うのはここまでにして、残りはじっくりと様子を見てからだ。

「あら、この岩はなんでしょう？」

　ステータスボードから顔を上げると、オリヴィアさんが大きな石柱をつついていた。象ぞう牙げみたいに白くて、表面がツルツルの岩である。下の方は砂に埋まっているのだけど、見えている部分だけでも五〇センチくらいの高さがある。

「自然物にしては目立ちますよね。ひょっとして人工物かな？」

「だとしたらどこかに現地の方がいらっしゃいますわね。その人たちも探しましょう！」

　住んでいる人がいるのなら助けてくれるかもしれない。俺たちは頷き合って出発した。




　海岸を一時間ほど歩いたけど遭難者も住民も見当たらなかった。海岸線は同方向の曲線を描き続けていることからみて、どうやらここは島で間違いない気がする。

「誰もいませんね……」

　ぽつりと呟つぶやいたらオリヴィアさんに睨まれてしまった。

「マチダさん、簡単に諦めてはいけませんよ。捜索はまだ始まったばかりでございますわ！」

　ドリルお嬢は熱い心をお持ちのようだ。

「諦めたわけじゃないですよ……」

　そうは言ったものの、視界の果てまで続く白い砂浜に文明の気配はない。海の家でかき氷でも、という雰囲気ではなさそうだ。

　日差しの強さに閉口したけど『基礎体力向上』のスキルを習得したおかげで疲労はなかった。むしろ日本にいたときの数倍は元気である。これでレンジャークラスでも取得したら、マラソンで砂浜を一周でも余裕な気がする。

　こんなに便利ならどんどんスキルを習得していきたいけど、アイテムも必要になってくるだろうな。特に飲食関係は重要だ。ポイントはバランスを考えながら慎重に使っていくことにしよう。




　けっきょく三時間くらい歩いて、俺たちは元の場所まで戻ってきてしまった。目の前にはさっき見た白い石柱がある。ぐるりと島を一周してしまったのだ。

　歩いた時間から考えて島は一周十五キロくらいだろうか？　川や人の痕跡は発見できなかった。

「疲れていませんか？　体力を温存するために木陰に入って休みましょう」

　あきらかに気落ちしているオリヴィアさんを誘った。

「でも、せめて今日中に水を探さないと日干しになってしまいますわ。雨が降る気配もありませんし……」

　空を見上げたオリヴィアさんがまぶしそうに眼を細めた。青い空にピンクのドリルが揺れている。空は快晴で雨雲はどこにもない。

　水の重要性は言われるまでもなく俺も理解している。水なしだと、人間は四～五日で命を落としてしまうこともあるそうだ。

　逆にじゅうぶんな水と睡眠を確保できれば、食べ物がなくても二～三週間は生きていられるとも聞いた。

　生きていくのに清潔な水は非常に大切である。そして俺はそれを用意することができるキャンパーなのだ。

「水は俺がなんとかしますよ」

「マチダさんは水魔法が使えるのですか？」

「いえ、スキルに『キャンプアイテムの交換』っていうのがありましてね」

　ずっと歩いていたので俺も喉がカラカラだ。ステータスボードを呼び出すと、ポイントを１消費して『二〇リットルポリタンク（飲料水入り）』と交換した。

「まあ、これがキャンパーのお力！」

　砂地に現れたポリタンクにドリルお嬢が目を丸くしている。

「悪くない力でしょう？　そこのコックをひねれば水が出ます。どうぞ遠慮なく飲んでください」

　彼女が飲みやすいように、俺はポリタンクを両手で持ち上げた。

「ありがたく頂ちょう戴だいいたしますわ。ところで……グラスかカップはございませんの？」

「え……」

　ポイントの残りは３あるけど、なるべく浪費はしたくない。ここは手か口で受け止めてもらうとしよう。

「申し訳ないけど、今は直じか飲みでお願いします」

「しょ、承知しましたわ。こんな状況ですものね、わがままは言っていられませんわ……。初めての経験ですが頑張ってみます」

　物わかりのいいお嬢様で本当に助かるよ。

「それでは……」

　オリヴィアさんは恐る恐るといった感じでコックをひねった。と同時に水が流れ落ちる。

「あ、貴重なお水が！」

　叫びながら顔を下げ、口で受け止めるまではよかった。だが、慣れないことをしたせいだろう、彼女はすぐにむせてしまった。

「コホッ、コホッ！」

「大丈夫？」

「グエホッ、ゲエッホ！　ウオッホ！」

　うむ、お嬢様らしからぬすごいむせ方だ。

「お、お恥ずかしい。ゲホッ！　み、見ないでくださいましっ、グエゴッホッ！　こ、こんな醜しゅう態たいを晒さらすだなんて、ウゲッホッ！　お嫁に行けなくなってしまいます！」

　まあそれは俺が黙っていればいいだけのことだ。問題はどうやってこの島を脱出するかだと思う。そうでなければお嫁もなにもあったもんじゃない。

「俺は忘れっぽい質たちなんです。オリヴィアさんのせき込む姿なんて一晩寝れば忘れてしまいますよ」

「本当に？　グエッ！」

　悪いことをしたな。こんなことならポイントをもう一つ消費してシェラカップを出してあげればよかったと反省した。シェラカップっていうのは金属製のカップで、直火にかけて鍋としても使える便利な器具だ。

　オリヴィアさんが飲み終わったので俺も水を飲んだ。うん、悪くない。ペットボトルに入っている普通の飲料水と同じ味がする。しかもこのポリタンクのすごいところは水が自動で補給されることだ。

　一リットル当たり十五分が必要なんだけど、それでもすごいと思わない？　さすがは魔法の世界だけある。

　喉を潤うるおした俺たちは、日陰になった砂地に座ってぼんやりと海を眺めた。満足のため息をつきながらオリヴィアさんが話しかけてくる。

「でもびっくりしましたわ。なにもないところから突然お水の入った容器が現れるんですもの。わたくしはてっきり次元収納のスキルをお持ちかと勘違いしてしまいました」

　次元の狭間に物を置いておける力のことだな。

「これは違いますよ。あ、でも、キャンパーのスキルを究めていくと次元収納のスキルも習得できるみたいです。まあ、先の話ですけど」

「はあっ!?　な、なにを言ってらっしゃるの？　次元収納のスキルを持つ人なんて三万人に一人ですよ。我が騎士団だってわざわざ外国から次元収納のスキル持ちをスカウトしてきたくらいで……」

「え、オリヴィアさんは騎士団に所属しているんですか？」

　そう質問すると、途端にオリヴィアさんの表情が曇った。ドリルも心なしか力なく垂れ下がってしまった気がする。

「い、いえ、わたくしはもう……」

　あまり触れてほしくない話題なのかな？　オリヴィアさんは辛そうに視線を逸そらしてしまったので、俺はあえて違う話題を振った。

「そうそう、キャンプアイテムの交換は水だけじゃないですよ」

「え？」

「食料や様々な道ギ具アとも交換が可能なんです。まあ、交換にはスキルポイントが必要なのでホイホイと手に入れられるわけじゃないんですけどね」

　俺を見つめるオリヴィアさんの目が大きく見開かれている。

「どうしたんですか？」

「キャンパーはすごい能力をお持ちなのですね。わたくしは世間知らずではございますが、ジョブに関しては書物で勉強しましたの。でも、そんな能力は聞いたことがございませんわ！」

　それを聞いて俄が然ぜんやる気になってきた。特別な能力ってやっぱりうれしいよね！

「ポイントが貯まらないとなにもできませんが、二人で協力してこの難局を乗り切りましょう！」

「ええ！　そうだ、マチダさん、わたくしとお友だちになっていただけませんか？」

「もちろんですよ。俺のことはアキトと呼んでください」

　魔物がいるような島だけど、俺の心はやる気に満ちていた。




　そうこうするうちに日が暮れてきた。周囲はまだ明るいけど、暗くなる前にベースキャンプの場所を決めておいた方がいいだろう。暗闇の中ではなにもできないということを俺は昨晩学んでいる。

「オリヴィアさん、寝る場所を決めておきませんか？」

「今夜は野宿ですわね……」

　ピンクのドリルが小さく震えている。深窓の令嬢だから野外で寝た経験なんてないのだ。不安に駆られても仕方がないか……。ここは俺がしっかりしないとな。

「必要なら俺がキャンプグッズを――」

「クククッ、武者震いがいたしますわ。嫁入り前にこんな経験ができますなんて……」

　あれ、俺の予想していた反応とは違うぞ。振り向いたドリル令嬢の瞳が爛らん々らんと燃えていた。

「旅人は火を焚いて夜を過ごすそうですわね。わたくしたちも焚き火とやらをいたしましょう。今夜は盛大な明かりを灯しますわよ！　オーホッホッホッ！」

　どうしてそんなに嬉しそうなのだろう？　ひょっとして遭難をエンジョイしているのか!?　このお嬢、予想外に大物かもしれない……。

「そ、それじゃあ焚きつけになる枝を拾おうか」

「枝？　なるほど、焚き火とは枝を燃やすのですね。ちっとも知りませんでしたわ。それでは山ほど集めるといたしましょう！」

　知識はないけど、やる気はあるみたいだ。ドリル令嬢はずんずんと森へ向かって歩き出した。




　森に入ると薪になりそうな枝はすぐに見つかった。

「見てくださいまし、アキトさん。よさそうな枝を見つけましたわよ！　とっても立派ですわ」

　ドリル令嬢はぶっとい枯れ枝を片手でブンブンと振り回している。水分が抜けているとはいえかなりの重量がありそうだ。あの細い腕のどこにそんな力があるというのだ？　これが聖戦士の力なのか……。

「いかがでして？　これなら立派な薪になるとお思いになりませんこと？」

「うん、大きくていいね。だけど、もう少し短くないと燃やしにくいかな」

　オリヴィアさんの持つ枝は三メートルを優に超えている。

「あら、そういうものですの？」

「これくらいじゃないと」

　俺は手で四〇センチくらいの長さを作ってみせた。

「う～ん、これくらいかしら？　エイ！」

　オリヴィアさんが気軽な感じでチョップをすると、太い枝がスパッと切れていた。

　素手で枝を切った!?

「いまのはいったい……？」

「聖戦士の初期スキル『斬ざん手しゅ刀とう』ですわ。超近接戦闘の際に使いますの。もっとも戦場の華は槍ですので、あまり活躍の場はございませんわね」

「はあ……」

　ドリル令嬢、超つええええええっ！　異世界のお嬢様ってみんなこんな感じなの!?　嫌いじゃないけど……。
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「どうなさいまして？」

「な、なんでもないよ……」

　内心の動どう揺ようを悟られないようにして枝拾いを続けた。そのときである。

「ギュウウウウウウ……」

　低い唸り声を立てながら俺を威嚇する獣が現れた。なんだこれは？　目の前にいるのは体長一メートルを超える巨大な……ネズミ？

　見た目はネズミに似ているのだけど、げっ歯類とは思えない凶悪な牙が突き出ている。

「あら、デビルラットですわね」

　クリーチャーに動揺することもなく、お嬢は落ち着いたものである。

「ま、魔物？」

「低位の存在とはいえお気を付けなさって。デビルラットに噛まれると傷口が膿んでしまいますから」

　オリヴィアさんは手に持っていた枝を構えて俺と魔物の間に入った。

「人に仇あだなす魔性のものよ、死の国へと旅立ちなさい。フンスッ！」

　高速で振り下ろされた枝が巨大ネズミの脳天にヒットする。お嬢の一撃で魔物は塵ちりのようになってしまった。彼女が持っていた枝も粉々に砕けている。

「申し訳ございません」

　不意にオリヴィアさんが頭を下げてきた。

「どうしたの？　おかげで助かったんだけど……」

「いえ、せっかくの枝をだめにしてしまいましたもの。スキル『武器強化』をかけていたのですが衝撃に耐えきれなかったようでございます。これもわたくしの未熟さゆえ……」

　木片になった枝を見つめて令嬢が肩を落としている。

「あ～、ちょうどいい焚きつけになるから、結果的によかったんじゃないかな」

「焚きつけと申しますと？」

「火がつきやすいように細い枝や枯草が必要なんだよ」

　雲が晴れるようにオリヴィアさんの顔に笑顔が広がった。

「さすがはキャンパー、様々な知識をお持ちなのですね。浅学な聖戦士とは大違いですわ！」

　お、俺をバカにしている？　どう考えてもアンタの方がすごいだろう。いや、彼女は本当に感心しているようだ。これが世間知らずのお嬢というものか……。

　それにしても魔物がいるとは驚いた。ここは本当に剣と魔法の世界のようだ。となると早急に護身術を身につけなければならないな。

　スキル『キャンプ道具の応用』を習得すれば、斧、山刀マチェット、ハンマーのどれかが上手に使えるようになるみたいだ。ひょっとしたら戦闘でも役立つかもしれない。習得には４ポイント必要だからまだ先だけど、なるべく早く手に入れたいと思った。




　白い石柱のあるところまで戻ってきた俺たちは石を使って炉を作り、その中に拾ってきた枝を置いた。

「どうやって火をつけましょうか？　あいにく聖戦士のスキルに火炎魔法はございませんの」

「それなら任せてよ」

　俺はポイントを１消費して百円ライターと交換した。これで残りは２ポイントになってしまったけど、暗闇の中でのキャンプは怖すぎる。今さっき魔物をこの目で確認したばかりだ。

　コントロールパネルでライター入手ボタンを押すと、目の前の砂地にオレンジ色の百円ライターが現れた。コンビニなどで売っているものとほとんど同じだ。ただし、こちらもマジックアイテムなのでガスの補充は要らない。つくづくチートである。

「それはなんでございますか？」

　オリヴィアさんが興味津々といった具合に手元のライターを覗き込んでいる。こうしてみると、かなり好奇心が強いようだ。

「これはライターといって火をつける道具なんだ」

　シュボッ！

「まあっ！　マジックアイテムでしたのね」

　うん、それほど間違っていないから、それでいいや。

「それでは焚き火の準備をしよう。オリヴィアさん、先ほどの斬手刀で枝を薄く切りだせる？　最初は細い方がよく燃えると思うんだ。薄ければ薄いほどありがたいけど」

「お安い御用ですわ。うりゃりゃりゃりゃりゃあっ！」

　鉛筆削りよりも早く枝が削りだされていく。できあがった焚きつけは鰹節みたいだ。これならナイフを手に入れる必要はまだないな……。

「次にこちらの枝を半分に切ってください」

「お任せあれ。ヌオオオオオオッですわあぁ！」

　掛け声がお嬢様と猛たけ々だけしさのハイブリッドでございますな。オリヴィアさんは手を鉈なたのように使い、次々と燃えやすい枝を作っていった。

　すべての準備が整うと、緊張しながら枯草に火をつけた。小さな焔ほのおが燃え上がり、続いて細い小枝に火が移る。小さな火は中くらいの枝を温め、やがて大きく育っていった。

「やりましたわ、アキトさん！　わたくしたち、焚き火を完成させましたわ！」

「ええ、こんなに上手くいくとは思いませんでしたよ！」

　事前に動画を何本も見ておいてよかったぜ。おかげで失敗することなく火をつけることができた。実をいうと俺もこの手で焚き火をするのは初めてだったのだ。

　これまでの俺は、言うなればペーパーキャンパーだった。キャンプに憧れ、雑誌や動画は見まくっていた。だけど実際に野外活動をするのは初めてなのだ。だが、もう状況が違う。これからは名実ともに本物のキャンパーにならなくてはならない。

　興奮のあまり二人で手を握り合ってしまったが、オリヴィアさんはすぐにパッと身を引いた。

「い、いけませんわ！　わたくしはニッサル殿下へ嫁ぐ身……」

「ごめんっ！　感動してつい……」

「いえ、わたくしも悪いのです……」

　気まずい沈黙の中で夕日が海を染めていく。

「と、とりあえず座ろうよ……」

「そうですわね……」

　あ～、びっくりした。でも、女の子の手を握ったくらいで動揺してしまうなんて、俺も年甲斐がないというものだ。もう少し落ち着いた態度で接しないと呆れられてしまうかもな。気持ちを切り替えるためにステータスボードを確認することにした。




　交換アイテムとスキルツリーを眺めながら、ポイントの使い方を考えた。東？の空は暗くなり、今や日は落ちつつある。水しか飲んでいないので腹が減って仕方がない。そういえば朝からなにも食べていなかったな。

　ここはひとつ食料ガチャとやらを試してみるべきか？　食料ガチャはポイントを１消費すればランダムで食品が一つ手に入るという便利スキルだ。残りポイントは２あるので、オリヴィアさんの分を入れても二回引ける。

　だけど、安易に食べ物を手に入れるだけでよいのだろうか？　今夜生き延びることを優先させるなら、先に『ベースキャンプの祝福』を習得した方がいい気もする。

『ベースキャンプの祝福』は防御シールドを展開するスキルだ。カバー範囲は半径四メートルほどで、登録者のみ出入りが自由となる。強力なシールドではないようだが、あるとないとでは安心の度合いが違うだろう。

　少なくとも、いきなり魔物に寝首を掻かかれる心配はなくなる。無敵のドリルお嬢がそばにいるとしても、初撃を防げなければ意味はない。それに蚊や蛇に襲われないというのもポイントが高い。

　空腹はひどいけど耐えられないほどじゃなかったので、ポイントを２消費して『ベースキャンプの祝福』を覚えた。

　スキル取得と同時にツリーの枝が伸びていく。『ベースキャンプの祝福』の先は、




　マジックシールド小（３）→　マジックシールド大（４）→　マジックウォール（６）




　となっている。これを究めていけば防御は完璧になりそうだ。

「オリヴィアさん、ここに魔物避よけのシールドを張るよ。今晩はその中で寝よう」

「まあ、キャンパーというのは多才ですのね。お水を出すだけではなく、そんなこともできますの？」

「あまり強力なシールドではないけど、足止めくらいにはなるはずだから」

　期待値は上げすぎないのが人生を上手く渡るコツだ。少し謙けん遜そんしてみせてから『ベースキャンプの祝福』を使った。

　両手を大地につき念じると目の前に細い杭が生えてきた。杭には旗がかかっている。

【ここをキャンプ地と定める！】

　誰に宣言しているのかよくわからないが、この杭から半径四メートルに淡く光る円陣が現れており、俺とオリヴィアさん以外は気軽に跨またげないようになっているのだ。

「どれくらいの強度があるかは自分でもわかりませんが……」

「そうですわね。先ほどのデビルラットの体当たりなら何発かは防いでくれるでしょう」

　シールドを確認したオリヴィアさんが保証してくれたので安心することができた。




　やがて日が暮れて、辺りは真っ暗になってしまった。気温も下がってきたけど寒いと感じるほどじゃない。むしろ暑くなくてホッとしているくらいだ。でも困ったことも起きている。月が新月で予想以上に真っ暗なのだ。

　焚き火ってそれほど明るいものじゃないんだね。ベースキャンプの周囲は暗闇に包まれている。

「うはっ！　また火の粉が飛びましたわ。エイッ、エイッ！」

　ビクビクしている俺とは対照的に、お嬢様は初めての焚き火が嬉しくてしょうがないようだ。さっきから火をいじくりまわし、どんどん、どんどん大きくしている。枝は山ほど拾ってあるので尽きることはないとは思うけど……。

　それにしてもお腹が空いたな。けっきょく水しか飲んでいない。ポイントが復活したら食料ガチャを回してみるか。

　それと早い段階で『免疫力向上』を習得してしまいたい。今日は一日中歩き回ったけど住人を見つけることはできなかった。まだ未確定だけど、ここが無人島であるという公算は大きくなっている。当然ながら医者なんていやしないだろう。

　ということは、ちょっとした怪我や風邪などが原因で死んでしまうことだって考えられる。生存率を上げるには『免疫力向上』は必須のスキルといえよう。

　そういう意味では歯ブラシだって手に入れないとな。こんなところに歯医者はいないだろうし。だいたい歯を磨かないでいるのは気持ちが悪い。

　でも『免疫力向上』（６）を習得するには、『キャンプ飯』（３）と『キャンプ道具の応用』（４）を先に覚えなきゃならない。つまり最低でも13ポイントは必要になる。道のりはまだまだ遠そうだ。

「キャー！　煙でございますわ。目をやられましたわ！」

　俺があれこれと心配しているのにお嬢様は無邪気なものだ。半ば呆れながら見ていたら、不意にオリヴィアさんが不審そうに俺を見つめ返してきた。手には煙を上げる棒が固く握りしめられている。

「どうしたの？」

「アキトさんは紳士でいらっしゃいますが、いちおう念のために……。わたくしはニッサル王子へ嫁ぐ身。なにかあればお友だちとはいえ容赦なくハイパーオーラ斬ざんを使わなくてはなりません」

「はっ？」

「緊急事態ですので今夜は近くで休みますが……」

「ああ、そういうことか。疚やましいことなんてぜんぜん考えてないよ。信じてほしいな」

　ほんの少しだけしか……。かわいいなとか、スタイルがいいなぁとか思うくらいはいいよね？

「ごめんなさい。お友だちを疑うなんて、わたくしはなんてひどい人間なのでしょう」

「いやいや、そんな気にしないで」

　謝りたいのは俺の方だ。ちょっとだけだけどエッチな目で見たこともある。

「でも安心いたしましたわ。やはりアキトさんは立派な方ですわ」

　微笑むドリル令嬢はかわいかったけど、寝込みを襲うような卑怯な真似はしないぞ。そもそも、やったとしても返り討ちだろうしね。ハイパーオーラ斬とやらで真っ二つだろう。

　そうかぁ、オリヴィアさんは嫁入りの途中だったんだよなぁ……。強くて、優しくて、おもしろくて、彼女になってくれたら、楽しそうなのになぁ……。

　まあ、縁がなかったということだな。彼女が島を脱出できるよう、俺もなるべく協力するとしよう。

　それから俺自身の問題もあるな。元いた世界に帰るかどうかだ。通ってきた洞窟を抜ければ帰れる気もする。するけどなぁ……、いまひとつ帰る気が起こらない！

　苦労して地獄へ戻ることもないだろう。ここでオリヴィアさんを助けながらキャンプして、今後のことはゆっくり決めるとしよう。

　目の前には幾億もの星がきらめく夜空が広がっている。この光景に飽きるにはもう少し時間がかかりそうだ。空腹を紛らわすためにチビチビと水を飲みながら、眠気が訪れるのを静かに待った。











オリヴィアの日記　２




　喉が渇いて死にそうになっていたらアキトさんが水を出してくださいました。水魔法とは違い、ポイントを消費することによって様々なグッズを召しょう喚かんできるそうです。

　それだけではございません。まるで結界師のようにシールドを張ることまでなさっていました。張られたシールドは強固なものではございませんでしたが、多彩なスキルに驚かされます。

　単なる雅なジョブかと思っておりましたが、キャンパーの力というのは侮あなどれません。

　本日も人の集落は見つけられず、アキトさんと夜を明かすことになりました。初めての野宿でございます！　火を起こして焚き火をいたしました。自分で火をつけたのは初めての経験です。こんなに楽しいものだったのですね。

　わたくしはあの事件以来、暗闇がすっかり苦手になってしまいました。でも、焚き火のおかげで今夜は恐怖に襲われずに済みそうです。アキトさんには感謝しかございません。本当によい方とお友だちになりましたわ。

　少し心配しましたが、アキトさんは紳士でした。おかげでニッサル殿下に対して疚しい気持ちにならずにいられそうです。












三話　ミニャン




　夜明け前に目が覚めた。まだ周囲は暗かったけど、たくさん寝たから頭ははっきりしている。海は少しだけ明るく、白く泡立っている潮が見えた。

「スー……、スー……」

　オリヴィアさんはこちらに背を向けてまだ寝ている。昨晩は遅くまで起きていたみたいだからこのまま寝かせておこう。

「お夕飯を食べずに寝るなんて初めての経験ですわ！」

「お風呂も入らずに寝るなんて許されるのでしょうか!?」

「着替えもしないで寝るなんて不良になったみたいですわ！」

「こうなったら夜のお祈りもしませんわよ。ああ、背はい徳とく的てきっ！」

　初めてづくしでかなり興奮していたようだ。普段はどんなに縛られた生活をしているんだろうね？

　侯爵の家は躾しつけとかにも厳しいのだろうなあ。話し方や歩き方、テーブルマナーにお勉強、こまごまとしたことまで指導されるのかな？　そう考えると、はしゃいでいるオリヴィアさんの気持ちもなんとなくわかる気がした。

　そういえば気になることが一つあった。寝る前に焚き火を消そうとしたらオリヴィアさんが嫌がったんだよね。ちょっと怯おびえた感じでさ。嘘みたいに強い聖戦士も暗闇は怖いのかな？

　案外お化けが苦手だったりしてね。といっても魔物が相手でも平気な顔をしていたからそんなことないか。

　物音を立てないようにステータスボードを開いた。お、『天賦の才』のおかげでポイントが４に増えているぞ。とにかく腹が減ってかなわない。スキルは後回しにして今日こそ食料ガチャを引いてみよう。

「おはようございます……」

　寝ぼけまなこのオリヴィアさんが起き出してきた。まだ、髪を結んでいないので全体がふんわりと海風にたなびいている。これはこれでかわいいけど、ドリルがないのはやっぱり寂しい。

　これじゃあ生クリームの載っていないウィンナコーヒーだ。つまり、ブラックでも美味しいけど、アイデンティティーとしては間違っているというか、なんというか……。

「身支度をする前の女をじっと見るのはマナー違反ですよ」

　ぼんやりとくだらないことを考えていたらたしなめられてしまった。

「ごめん。タンクの水は補充されているから自由に使ってね。俺はその辺を見回ってくるから」

　挨拶もそこそこに、その場を立ち去った。




　食べられる貝でも見つからないかと波打ち際に行ってみたけど、そのようなものは落ちていなかった。俺が知っているゲームではホタテやアサリなどがこういう場所で採れたのだが、現実は甘くないようだ。

　砂の上に打ち上げられているのは名前も知らない海藻ばかりである。これは食べられるのだろうか？　『ベースキャンプの祝福』を習得したので、次に会え得とくできるスキルは『キャンプ飯』（３）だ。

　このスキルがあれば、これらの海藻も美味しく料理できるのかな？　でも、いきなり３ポイントを消費するのも考え物だ。もう少しよく考えないと。

　けっきょく手ぶらのままでベースキャンプへと戻ってくると、オリヴィアさんのドリルができあがっていた。どうしてだろう、ピンクのドリルを見てホッとするなんて……。

　見ればドリルお嬢様の手にブラシが握られている。

「それをどこで？」

「脱出するときに小さな旅行鞄だけは持ち出しましたの。海岸に隠しておいたのを先ほど取ってきましたのよ」

「よく鞄を持ったまま海上を走れたね」

　聖戦士のパワーがなければ不可能だっただろう。

「淑女レディーのたしなみですわ」

　そう言って自慢した令嬢のお腹が大きく鳴った。

「グルルルッルル……キュッキュルキュグウウウウウウウ！」

　オリヴィアさんのお腹は自己主張が強めなようだ。

「ゲフンッ、ゲフンッ！　今のはなんでもありませんわ！　少し喉が痛くて……」

　まったくといっていいほどごまかしきれていなかったけど、なにも聞かなかったことにするのが紳士のたしなみというものだろう。俺は話題をぶった切った。

「さて、どうしよう？　ここで救助を待つというのが基本方針だとは思うけど、漫まん然ぜんと待つのは性に合わないな」

「どうするおつもりですの？」

「狼煙のろしを上げようと考えているんだ」

　要は火を焚いて煙を上げ、近くを通る船に俺たちがいることをアピールするのだ。

「それはすばらしいアイデアですわ。それでは燃やすものを集めなくてはなりませんわね！」

　お嬢様の瞳が爛々と輝きだした。

「焚き火のことならお任せあれ。わたくし、もうすっかり慣れましてよ！」

　よほど焚き火が気に入ったんだな。

「それから食料も探そう。水だけじゃ力が出ないからね」

「ええ、わたくしたちには食料や食べ物が必要ですわ。すぐに出かけましょう！」

　お腹の音が主張するとおり限界が近いらしい。食料と食べ物って同義語を無意識に繰り返しているぞ。このままではちょっとかわいそうすぎる。

　いそいそと出かけようとするお嬢様を呼び止めた。

「待って。その前に朝食にしよう」

「朝食でございますか！」

　嬉しそうな顔になったオリヴィアさんだったが、その顔はすぐに悲しみに沈んでしまった。

「そうは言いましても、食べ物はなにもないのです」

「安心して、俺がなんとかするから」

「アキトさんが？」

「一晩経ってステータスポイントが貯まりました。これを使って食料を調達します」

　ステータスボードを操作して食料ガチャのボタンを押した。ポイントを１消費すると、たちまち目の前にクリーム色の箱が現れるではないか。見た感じはプラスチック製のコンテナみたいだ。

「これは……？」

「この中に食料が入っています。開けてみるまでなにが入っているかはわかりませんが……」

　サンドイッチみたいにすぐに食べられるものならありがたいな。ジャガイモとか魚の切り身みたいな原材料だと料理が面倒だ。

「グギュルグゴオアアギュウウウウウ！　ゲフン、ゲフン！」

　ひときわ大きくオリヴィアさんのお腹が鳴った。もう悲鳴といってもいいくらいの音量だ。俺も限界が近い。さっさと開けてしまおう。

　箱から出てきたのは二個のコンビニおにぎりだった。具は鮭とツナマヨである。

「な、なんですの、これは？　まさか、爆裂岩!?」

　棒切れを構える聖戦士を慌てて止めた。

「待つんだドリル！」

「ドリル？」

　やべっ、慌てて心の声がダダ洩もれだ。

「それは危険なものではありません。食べ物です」

「これが食べ物？　小型の爆裂岩に似ているのですが……」

　なにやら危険生物と間違えているようだな。

「違います。ほら、こうやってパッケージを外して……。見てください」

　海の苔りを巻いたおにぎりをドリル令嬢の眼前に突き出した。

「スンスン……不思議な匂いがいたしますわ。嗅いだことはございませんが、食欲をそそる香り……ギュルルルルルーン、ギュオーーンンンンッ！」

　スロットル全開の腹音ですな……。

「量が少なくて申し訳ないが、キャンパーの力で用意しました。分けて食べるとしましょう」

「え、ええ……。それではありがたく……」

　オリヴィアさんはおずおずとツナマヨに手を出した。ツナマヨは好き嫌いが分かれるけど大丈夫かな？

「それでは……ハムッ！」

「いかがですか、苦手なようならこちらの鮭と替えますけど？」

「とってもおいしゅうございますわ！　不思議、お米にはこのような食べ方もあるのですね」

　よかった、日本食でも忌き避ひはないようだ。お上品にではあるが、オリヴィアさんは夢中でおにぎりを食べている。

「普段はどんなふうに米を食べるんです？」

「食卓に上ることは少ないですわね。たまにスープに入っていたり、炒め物やサラダに入っていたりするくらいですわ」

　オリヴィアさんの国ではメジャーな穀物は小麦で、主食はパンだそうだ。

　お腹が空いていた俺たちはあっという間におにぎりを完食してしまった。

「おにぎり……ぜひまた食べてみたいですわ」

　かなり気に入ってくれたようだ。だけど、俺が使うのは食料ガチャである。次になにが出るかはわからない。俺としてはもう少し食いでのあるものが出てきてほしい。

　おにぎり一個ではぜんぜん足りなかったけど、腹ごしらえをした俺たちは今日の活動を開始した。




　森から焚き木を集めて、海岸で火を焚いた。運がよければ近くを通る船が煙に気づいて来てくれるかもしれない。

「さて、次は島の内陸部を調査しよう」

「承知いたしましたわ。ひょっとしたら原住民がいらっしゃるかもしれませんものね」

「うん、それに水や食料も探さなきゃ」

「あら、お水ならたくさんあるじゃないですか」

　ポリタンクの水は夜のうちに補充され、ほぼ満タン状態だ。

「そうだけど、服を洗ったり、体を洗うとしたらぜんぜん足りないだろう？」

「ああ、お洗濯ですわね。経験はございませんが、水が必要ということはわかります」

　洗濯物を手洗いした経験はないけど、二〇リットルでは到底足らないことくらいは想像できる。それに、もう二日は風呂に入っていない。そろそろ水浴びくらいはしたいものだ。臭におったりしないよね？

「というわけで、目標は三つ。人、水源、食料を探すことだ」

「承知いたしました。それでは参りましょう」

　俺たちは元気に出発した。といっても道なんてどこにもない。本来なら茂った藪やぶの中を歩くなんて無理なのだが、ツインドリルに不可能はなかった。

「フンスッ！」

　侯爵令嬢らしからぬ気合と共に枝が振り下ろされると道が開けていく。魔法強化された棒切れを振り回しているだけなんだけど、まるで名刀で斬ったみたいに藪が開拓されていくぞ。

「オリヴィアさんの武器強化はすごいなあ」

「オホホッ、これくらい淑女レディーなら当然ですわ」

　異世界の文化を否定するつもりはない。ここではきっとそうなのだろう……。

「あら……？」

　急に立ち止まったオリヴィアさんが耳に手を当てた。

「どうしたんですか？」

「身体強化で聴力を上げていますの。あちらからせせらぎの音が……」

　ドリルイヤーは地獄耳!?　お嬢に任せて進むと、やがてチョロチョロと流れる小川を発見した。

「本当にあった。すごいや、オリヴィアさん！」

「うふふ、言ったとおりでしたでしょう？　わたくし、耳には自信がありますの」

　お嬢はしゃがんで小川に手を伸ばした。

「川が見つかったのはいいですが、これでは使えませんわね」

　小川は細く、水量はほとんどない。川幅は手のひらくらいで、深さは指の第一関節くらいまでしかなかった。ここで行水ができるのはスズメくらいのものだろう。海沿いを歩いたときに発見できなかったのだから、どこか途中で涸れているにちがいない。

「落胆することはないさ。もう少し上流へ行けば水の量は増えるかもしれないよ。水質だってよくなるしね」

　お嬢の顔が明るくなった。

「きっとそうですわ！　さすがはキャンパーですね。本当に知識が豊富でいらっしゃいますこと」

　オリヴィアさんは素直で純真だ。髪の毛は曲がりくねっているけど、心は真っ直ぐで猪ちょ突とつ猛もう進しんだった。

「いきますわよ、アキトさん。いざ、川の上流へ！」

　ずんずんと前を歩くドリルの後を一生懸命ついていった。




　小川を上流へとさかのぼった。最初は草や木が通行を邪魔していたけど、そのうち障害物が少なくなった。水量も徐々に増えている。

「これ、明らかに人の手がはいっているね」

　目の前にはノコギリで切ったような切り株がある。

「きっと誰かが住んでいるのですわ！」

　喜ぶオリヴィアさんに注意した。

「気を付けて。善人ばかりとは限らないからね」

　敵意むき出しの原住民ばかりとは思わないけど、排他的な人種や、海賊の隠れ家なんてことだって考えられるのだ。

「そうですわね。用心してまいりましょう」

　しばらく行くと川沿いに小さな道が現れた。これはもう人が住んでいるとみて間違いないだろう。俺とオリヴィアさんはゆっくりとその道を進んだ。




　森を抜けると小さな集落があった。赤や黄色や緑に塗られた小さな家々が並んでいる。その様子はまるでおとぎの国って感じでとてもかわいらしい。

　でもちょっと待て。この家は小さすぎないか？　平屋だと高さは二メートルくらい、二階建ての家でも四メートルもないほどだ。

「妖精が住んでいるのでしょうか？」

　この世界の住人であるオリヴィアさんも首をかしげているぞ。

「妖精なんているの？」

「書物でしか読んだことはございませんが、ノームという大地の精の背は、人間の腰丈くらいだそうですわ」

　白雪姫に出てくる七人の小人みたいな感じかな？　だったらこのサイズもわかるけど、本当に妖精なんているのか？　そのとき、一軒の扉が開いて住人が姿を現した。

　俺たちも驚いたけど、向こうも目を見開いてこちらを見つめている。その姿は二足歩行をする猫そのものだ。身長は百二〇センチくらいで、体毛は茶トラ。シャツやズボンなどをきちんと身につけ、ブーツまで履いている。

　こんな珍しい生き物は見たことがない。はたして言語は通じるのだろうか？

「ち、珍獣ニャ！」

　先に言われた！　俺に言わせればそっちが珍獣なんだけどなあ……。ここは愛想よく接してみよう。

「こんにちは。自分たちは人間という種族でして……」

「ああ、君たちは人間だったニャか。タマは取り引きには行かないから初めて見るニャ。人間のお顔はツルツルだニャ」

　この猫はタマさんという名前のようだ。

「取り引きというと？」

「ふた月に一度くらいの割合で人間の船が来るニャ。島の石と食べ物を交換してくれるニャ。人間が持ってくる食べ物はウマウマだニャ」
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　それを聞いて安心した。ここは人間社会とは断絶された完全なる孤島というわけではないようだ。

「君たちも取り引きに来たニャか？」

「そうじゃないんだ。俺たちは船が遭難してしまって、ここに流れ着いたんだよ」

　俺はトンネルを通って来たけど、説明すると長いから今は省略だ。

「ははーん、そういうことニャか。それは大変だったニャ」

　タマという猫はウンウンと頷いている。いい人……猫そうだからいろいろと質問してみよう。

「この島はなんというところなの？」

「マーベル島ニャ。聖獣の集う島なんだニャ」

「つまり、タマさんは聖獣なんだね？」

「そうニャ！　我々ミニャン族は聖獣なんだニャ。この島で喋れる種族は大たい抵てい聖獣だと考えていいニャ」

　タマさんはグッと胸を張った。

「そういえば海岸で喋る鳥を見たけど、あれも聖獣？」

　俺のことをザコ呼ばわりした意地悪な鳥のことだ。

「あ、あれは微妙ニャ。まあ、あいつらアルバト族も聖獣の端くれと言えば端くれニャ。意地悪で嘘つきだけどニャ……」

　聖獣にもいろいろあるらしい。

「この島に俺たち以外の人間はいるのかな？」

「いまはいないニャ。さっきも言ったけど、たまに船がやってくるくらいニャンよ」

　とりあえず待てば人が来ると聞いて安心だ。

「船が来れば乗せてもらえるかもしれないね」

「ええ。きっとキャピタル王国まで帰りつけるでしょう」

　オリヴィアさんもホッと胸をなでおろしていた。だけど、船がやってくるのはしばらく先のことらしい。それまではなんとか生き延びなければならない。

「タマさん、どこかに水浴びができるような場所はないかな？」

「それならこの集落の北に青の滝があるニャ。きれいな滝つぼで水浴びができるニャよ。お水パシャパシャだニャン」

「滝までは遠い？」

「お鍋のお湯が沸くくらいの時間で行けるニャ」

　五分から十分くらいってことだろう。

「あと、どこへ行けば食べ物が手に入るかな？」

「島では物々交換が基本ニャ。海で魚を獲ったり、森で果物や獲物を獲ったりして交換するニャンよ。それと、洞窟で光る石を持ってくれば人間が食料と交換してくれるニャンね」

「宝石かな？」

「人間は魔光石って呼んでたニャ。洞窟では珍しい食材も取れるニャ。ただし、洞窟には恐ろしい魔物が出没するから気を付けるニャ」

　詳しい場所を聞くと、洞窟とは俺が通ってきたあのトンネルのことらしい。俺が魔物に遭遇しなかったのはそうとう運がよかったようだ。

「島には果物もたくさんなっているニャンよ。場所を教えてやるから、自分で採って食べるニャ」

　タマさんが去ってしまうとオリヴィアさんと少し話し合った。

「会話ができる相手がいてよかったよね。ミニャン族の家は小さすぎて泊めてもらうわけにはいかなさそうだけど」

「贅沢は言えませんわ。とにかく次の貿易船が来るまで生き延びなければなりませんわね。わたくしが帰らなければレングマン王国に対するハッフルパイモン家のメンツは丸つぶれですから……」

「そんな、嵐による海難事故だろう？　仕方がないじゃないか」

　俺がそう言うとオリヴィアさんは少し悲しそうに笑った。

「貴族の世界ではそう簡単にはいかないのでございます。ニッサル王子はわたくしが逃げたと考えているかもしれません。そのような誤解を与えるわけにはいかないのです」

　ひょっとして、オリヴィアさんはあまり結婚に乗り気じゃないのかな、そんな気がした。




　タマさんが教えてくれた方向に進み、ゴツゴツした岩場を越えると、やがて巨大な岩が見えてきた。

「どうやらあそこが青の滝のようですわね」

「うん、水音が大きくなってきた」

　期待に胸がふくらみ、知らず知らずのうちに足が速くなっていく。こういう自然を探検するのもいい経験だ。向こうの世界では仕事が忙しすぎて、それどころじゃなかったもんな。

　そこは美しい場所だった。巨大な岩からはチョロチョロと水が幾筋もしみだして、シャワーのように流れ落ちている。小さな淵に溜まった水は青く澄み、水底の白い砂が見えていた。

「とりあえず身体と髪を洗いたいなあ」

　そう呟いたら、ドリルが大きく跳ね上がった。

「ここで水浴びをなさるんですの!?」

「そのつもりだけど？」

「た、太陽の下で裸に……。なんて新鮮な……」

　戸惑っているようだけど、お嬢はどうするのだろう？

「水浴びをされるのならお先にどうぞ」

「わ、わたくし!?　それは……その……」

　お嬢のドリルが恥じらうように揺れている。

「抵抗はあると思うけど、こんな状況だよ。清潔にしといた方が病気にもかかりにくいと思うんだ」

「アキトさんのおっしゃることもわかるのですが……」

　さすがに外で裸になるのは無理かな？

「あの……、アキトさんのことは信じておりますが念のために……」

　ああ、そういうことか。

「覗いたりしないよ。オリヴィアさんはニッサル王子に嫁ぐ身なんだろう？」

　みなまで言うな。

「もし裸を見られたら、舌を噛ませて自害させますわよ」

　噛むのは俺かい!?　それはもう自害じゃなくて他殺だぞ。

「見ないってば。そんなに心配？」

「だって……、お母さまが殿方はそういうものだと……」

　やれやれ、それは男の一面でしかないぞ。俺は覗きなんて卑劣な真似はしないのだ（ラッキースケベは除外する）。オリヴィアさんが持っている棒を指さした。

「君の剣に誓うよ。もし俺がオリヴィアさんの裸を覗いたら、その剣で目を潰されても後悔しません」

「そこまでおっしゃってくださるのなら信じましょう」

　俺だって目ん玉をハイパーオーラ突きされたくないもん。

「ちょっと待ってね、いいものをあげるから」

　ポイントは３残っていたので、１ポイントアイテムのタオルセットと交換した。





　タオルセット

フェイスタオル×２、歯ブラシ×２、髭剃り×２

必要ポイント１






　二人分のセットなのでお得だった。これは感覚的なものだけど、１ポイントアイテムは千円くらいまでの品物、２ポイントアイテムは千円～三千円くらい。同様に、３ポイントは三千円～五千円、４ポイントだと五千円～一万円、５ポイントだと一万円～二万円くらいって感じだ。

「これを使って」

　タオルセットを受け取りながらドリルお嬢は目を見開いて驚いている。

「キャンパーというのはどんなアイテムでも手に入れることができるのですか？」

「そんなことはないよ。キャンプに関係あるグッズだけなんだ」

　まあ、かなり広範囲ではあるけどね。

「ありがたく頂戴いたしますわ」

「俺は岩場の下で見張りをしているから、終わったら声をかけてね」

　オリヴィアさんと別れて岩の下へ戻った。




　木陰で岩に腰かけていると、お嬢様の唄声が聞こえてきた。気分よく水浴びをしているようだ。今頃、裸にドリルなんだろうなぁ……。イケナイ妄想が脳裏をよぎるが俺はその場を動かない。理性はちゃんと働いていた。




　小一時間ほど経ってスッキリした顔のお嬢に声をかけられた。

「お待たせいたしました。どうぞ水場をお使いください」

　水浴びのおかげでお嬢の肌は透明感を増し、輝くばかりに美しい。俺は直視するのが恥ずかしくて、なんとなく視線を逸らしてしまった。

「アキトさんが水浴びをしている間、わたくしは狩りをしてまいりますわ」

　生気を取り戻したようにお嬢が意気込んでいる。

「狩猟？」

「アキトさんにばかり頼っては申し訳ありませんもの。体力がなくなる前に勝負に出ることにいたしました。晩ばん餐さんのメインディッシュは焙あぶり肉ですわ！」

　それは俺にとっても歓迎すべきことだ。

「そちらはオリヴィアさんに任せるよ。自分は焚き木を拾いながら帰るから、ベースキャンプで合流しよう」

「お任せあれ！」

　力強くドリルを揺らしながらオリヴィアさんは去っていった。

　彼女がいなくなったところで服を脱いだのだが、そこで気がついた。

　魔物が出たらどうしよう……。

　これまでは聖戦士が近くにいたからよかったけど、今は俺一人で、しかも素っ裸……。ただ、魔物の生息数は多くないようで、今日はまだ一度も見かけていない。

　タマさんも洞窟の外に魔物は少ないと言っていた。とはいってもなんか戦闘系のスキルを身につけた方がいいよな。せめて武器だけでも手に入れておくか？

　冷たい淵につかりながらステータスボードのアイテム一覧を眺める。使えそうなのは２ポイントアイテムのブッシュクラフト用ナイフだけど、これでは刀身が短すぎてデビルラット相手でも遅れを取りそうだ。棒にくくりつければ槍として使えるかな？

　もう少し長めの武器となると、薪割り用の斧とか山刀マチェットなんていうのもある。だけどこれらは５ポイントアイテムだ。今の俺にそんな余裕はない。残っているスキルポイントは２だけだもんな。

　ドリルお嬢が獲物を捕らえてくれればいいけど、だめなら今夜も食料ガチャを回さなければならない。タマさんがマンゴーの生えている場所を教えてくれたから、それでなんとかなるだろうか？

　ポイントの使い方は保留にして、体と下着を洗った。俺はこうしてゴシゴシやっているけど、オリヴィアさんはどうしたのだろうか？　あのお嬢様にそんな知識はないだろう。かといって、代わりにしてあげるわけにもいかないからなあ……。

　ポイントが増えれば替えの服を進呈することもできるけど、そんな余裕はまだない。今は洗濯の仕方を教えてあげるしかないか。フェイスタオルを使って講習すればいいだろう。さっぱりした後はマンゴー採集へ向かった。




　教わった場所まで来ると、すぐにマンゴーの木を発見した。想像していたよりずっと大きく、三〇メートルくらいはありそうな大木だ。見上げると俺の拳くらいはある実が鈴なりになっていた。

　それにしても困ったぞ。熟れた実はどれも高いところにあるのだ。手を伸ばしたところで届くような場所じゃない。

　基礎体力向上のスキルで疲れ知らずにはなっているけど、木登りが得意になるわけじゃない。スキルを究めてレンジャークラスを取得すればいけるのか？

　高枝切りバサミでもあればよかったのだけど、さすがに交換アイテムのカタログにも記載はなかった。残存スキルポイントは２あるのだが、さてどうするか……？

　最初に思いついたのはロープを引っかけて取るという方法だった。カタログを見ると五〇メートルのパラコードがすぐに見つかった。

　パラコードはナイロン製のロープで耐荷重が二百五〇キロもある。テントロープとしても使えるので便利だ。これの先に石や枝をくくり付けて、マンゴーに引っかけて取ろうと考えたのだ。

　だけど、パラコードを得るための必要ポイントは２だ。残存ポイントは２あるから交換はできるけど、これでマンゴーが取れなかったらどうしよう？　危険を冒すよりは素直に食料ガチャを二回回した方がよっぽどいい気もする。

　それにスキルだって取得したい。次のスキルは『キャンプ飯』でポイントは３必要になる。今日はポイントを貯めて、明日に回したいという打算もあった。

　しばらく悩んでいたら頭上に羽音が響いた。見ると例の意地悪鳥がマンゴーの枝にとまっているではないか。たしかアルバト族という名前だったはずだ。

「ザーコ、ザーコ！」

　相変わらず嫌な鳴き方をするなあ……。アルバトは大きくくちばしを開けてこちらに見せつけるようにマンゴーを食べだした。絶対にわかっていてやっているな。

「あ～、美味い！」

　チッ、見せつけやがって。

「おい人間、なにを見ている？」

　クチャクチャと咀そ嚼しゃく音をさせながらアルバトが訊いてくる。ダメもとで頼んでみるか。

「俺もマンゴーが欲しくてさ。よかったら少し取ってくれないか？」

「へっ……、見返りは？」

　そうきたか。

「いまはなんにもないけど、いつかお礼をするよ」

「ふ～ん……。そこに這いつくばって頼めば考えてやるぞ。フフン」

　本当に性格が悪いな！　まだまだ切せっ羽ぱ詰まった状態じゃないから土下座なんてしたくない。食料ガチャを使えば飢え死にすることはないのだ。

　それに、こいつは『考えてやる』と言ったのだ。取ってやるとは言ってない。どうせ土下座をして頼んでも、やっぱりや～めた、とか言うのだろう。こういった手合いは相手にしないのがいちばんだ。

「だったらいいよ」

　そっけなく答えると、アルバトは枝の上で地団太を踏んで悔しがっていた。

「ザーコ、ザーコ！　飢え死にして死んじまえ！　せっかく取ってやろうと思ったのにさ。ザーコ、ザーコ！」

　捨て台詞ぜりふを残してアルバトは飛んでいってしまった。後には俺と高いところで風に揺れるマンゴーが残された。

　プライドなんて捨てて頼んだ方がよかったかな？　揺れるマンゴーを見ていると心細くなったけどまだ大丈夫だ。命の危険を感じるところまではいっていない。

　さてどうしようかと思案していたら、細い砂利道の向こうから鼻唄が聞こえて、一匹のミニャンが姿を現した。先ほどのタマさんとは別の人である。タマさんは茶トラだったけど、今度のミニャンは黒と白のブチ模様だ。大きな手提げカゴを持っているから、このミニャンもマンゴーを取りに来たのだろう。

「タマが言ってた漂流者だニャ。なにをしているニャ？」

　ミニャンは人懐っこく話しかけてきた。

「マンゴーを取りに来たんだけど、木登りは苦手なんだ。それで困っていたんだよ」

「しょうがないニャ～、ブチが取ってやるニャ」

　ブチさんはブーツを脱ぐとスルスルと木に登っていった。そして、慣れた手つきでカゴにマンゴーを集めるとすぐに戻ってきた。

「カゴか袋を持っているかニャ？」

「あ、これの上に置いてください」

　ポイントを使いたくなかった俺は、さっき滝つぼで洗ったばかりのＴシャツを草の上に広げた。まだ濡れているけどまあいいだろう。ブチさんはシャツの上にマンゴーを十二個も置いてくれた。意地悪なアルバトとは大違いだ。

「これくらいあれば足りるかニャ？」

「じゅうぶんだよ、本当にありがとう。このお礼は必ずするからね」

「ニャッハッハッ、お礼なら食べ物がいいニャ。脂の乗った大きな魚だったらなおうれしいニャ」

「道具とかよりも食べ物の方がいいの？」

　ギアだったらポイントで出せるんだけどなぁ。

「ミニャンは食べることを生きがいにしているニャ。だからウマウマな美味しいものや珍しい食べ物が大好きニャ」

　これはミニャン族の特性らしい。

「わかったよ。手に入れたら持っていくからね」

「オレンジ色の家がブチの家ニャ。期待しないで待っているからニャ！」

　ブチさんと別れてベースキャンプの方へ歩き出した。




　ベースキャンプにマンゴーを置いてから、今度は海辺にやってきた。引き続き食料を探すためだ。岩場に小さなカニがいるとタマさんが言っていた。カニくらいなら俺でも捕まえられるだろう。

　それから、ここでは美味しいマテン貝が採れるそうだ。話を聞いた感じでは日本の潮干狩りで獲れるマテ貝によく似ている感じである。砂浜の穴に塩を入れると細長い貝がピュッと頭を出すらしい。でも、塩は持っていないからなあ……。

　１ポイントで二キロ入りと交換できるんだけど、なるべくポイントは使いたくない。ここは自作するべきかな。綺麗な海が目の前に広がっているのだから、海水で塩を作ればいいか。

　オリヴィアさんが獲物を獲ってきても塩は必要になる。肉を焙っただけじゃ美味しくない。塩味は大切だ。それに貝やカニを茹ゆでる鍋も必要だ。だったら鍋を手に入れて、海水を沸かして塩を作ってみるとしよう。

　カタログで確かめると１ポイントでも交換可能な鍋があった。アルミ製の行ゆき平ひら鍋で、木の取っ手がついている。鍋の直径は二〇センチで二・一リットルの容量がある。少し小さいけれどこれにするか。

　鍋を手に入れると残りは１ポイントになってしまった。今日はこれ以上ポイントを消費せず、明日になったらスキルを取得しよう。

　さっそく手に入れた鍋に海水をなみなみと汲んだ。海水の塩分濃度って三パーセントくらいだったよな？　たしか理科でそう習った記憶があるぞ。ということは、二リットルの鍋いっぱいに海水を蒸発させれば、およそ六〇グラムの塩が取れるわけだ。




　朝に焚いた海岸のかがり火はまだ燃えている。石を積んで簡単なカマドを作り、海水の入った鍋をかけた。

　よしよし、後は海水が蒸発するのを待つばかりだ。ん、少し火が弱いな。

「ゲホゲホッ！」

　火力を強くしようと思って息を吹きかけたら煙で咽むせてしまった。ああ、火吹き棒が欲しい。伸縮自在の火吹き棒があれば、焚き火はもっとおもしろくなるだろうに。焚き火好きのオリヴィアさんも絶対に喜んでくれると思う。１ポイントで交換できるんだけどなぁ……。

「ザーコ、ザーコ！」

　遠くの方でアルバトが鳴いている。煙に咽ている俺をあざ笑っているようだ。みじめな気持ちになりかけたけど俺は思い直した。

　負けるもんか！　ステータスによれば俺はキャンプの申し子で、二日キャンプをすればレベルが上がるのだ。そう、つまり明日になれば自動的にレベルが２になる。

　オリヴィアさんはレベルが上がるときにスキルポイントももらえると言っていた。明日になれば通常の４ポイントに加えて、さらにポイントが得られるはずだ。そうなったらスキル『キャンプ飯』を習得して、さらに美味しい朝ご飯だって食べられる。今はいろいろ我慢しなければいけないけど、未来は遠からず拓ひらけるはずだ。

　海水が蒸発するにはかなりの時間が必要だった。新しい焚き木を取りに森へ何往復もしたけど、やがて海水の中の食塩が結晶化して、白くドロッとしたものが鍋の中に現れた。手近な棒でかき混ぜながらさらに煮詰めていく。

　不純物とかあるんだろうけど今は我慢だ。完全に水気をなくそうとすれば焦げてしまうかもしれない。適当なところでタオルの上にしっとりとした塩を広げた。まだ湿っているけど日差しは強い。このまま天日で乾燥させれば、そのうちいい感じになるだろう。

「しょっぺっ！」

　できあがった塩を舐なめてみたけど美味しかった。全部で六〇グラムもなさそうだ。理屈どおりにはいかないのだろう。

　塩を作るのは大変だったから、ポイントに余裕があるなら製品と交換する方がいいかもしれない。この塩は今夜の焙り肉に振って、余ったら潮干狩りに使うとしよう。











オリヴィアの日記　３




　猫ですわ！　いえ、正確にはミニャン族という聖獣とのことでした。口に出しては言えませんでしたが、コロコロしていてかわいいのでございます。本当は抱きしめたかったのですが、そんなことをしては失礼ですわね。自重いたしました。

　ミニャンたちに教えていただいた滝で水浴びをしました。生まれて初めて太陽の下で裸になりましたわ。なんて開放的なのでしょう……。体を縛っていた鎖がほどけて地上に落ちたかのような心持ちになりましたもの。

　はじめは誰かが（もっと言えばアキトさんが）覗きに来ないかとビクビクしていましたが、そのうちにそんなことは気にならなくなってしまいました。それくらい滝での水浴びは気持ちよかったのです。

　裸で泳ぐなんて、屋敷にいたら一生経験できなかったでしょうね。肌を伝う水流がますますわたくしを開放的にしていきます。

　誰もいないのを確認して、裸で大きく手足を伸ばしてしまいましたわ。はしたないことなのですが、衝動を抑えることができませんでした。

　わたくしはいま、これまででは想像もつかなかったような生活をしています。でも、それが案外わたくしには向いているような気がするのです。このままここで暮らすのも悪くない、なんて考えまで頭をよぎります。

　わかっています。そんなことは許されません。わたくしはハッフルパイモン家の長女です。ニッサル王子に嫁ぐことだって、わたくし自身が決めたこと。今さら取り消せば家に迷惑がかかります。

　次の船を待ってこのマーベル島を出ていくつもりです。でもそれまではもう少しだけ、この島でいろいろな体験をしたいのです。それさえも本来は許されないことなのでしょうか？












四話　島での生活




　晩ご飯は焙り肉だなんて言っていたけど、オリヴィアさんの狩りは失敗してしまったそうだ。

「大きな鹿の足跡を見つけて追跡しましたの」

「ふんふん、それで？」

「夕方前に池のほとりで水を飲む鹿の姿を見つけましたわ。すぐさま石を握って投げつけようと思ったのですが、なんとその鹿が水上を歩きましたの」

「水の上を歩いた!?」

「しかも、よく見れば人間とも猿ともつかない顔で、わたくしに微笑みかけるんですのよ」

　それ神様的なやつ！　狩ったら祟たたりを引き起こす系だね。

「つまり聖獣だったってこと？」

「間違いありませんわ。いくら見た目が鹿でも、聖獣を殺あやめることはできませんので……」

　それで時間を無駄にしてしまったというわけか。ドリルまでしょんぼりさせて、令嬢はしょげている。

「相手が聖獣じゃ仕方ないよ。そう気落ちしないで、夕飯にはマンゴーを食べよう」

「はい……」

　十二個もらったマンゴーを五個ずつ食べた。残りの二個は明日の朝食用だ。どれもナイフがなくても皮がむけるくらいよく熟れていた。

「美味しい！　こんなに美味しいマンゴーは初めてだよ。樹の上で完熟させるからかな？」

「わたくしも初めて食べましたが、濃厚な香りとさっぱりとした甘みがたまりませんわ」

　よほど美味しかったのだろう、ドリルの巻きが戻っている。ただ、いくら美味しくてもマンゴーだけじゃちょっと物足りなかった。

　やっぱり肉や魚などのタンパク質が欲しいんだよね。明日になったら食料ガチャで美味しいものを出すとして、今夜は早めに寝ることにした。

「それじゃあ、眠る準備をしよう」

「焚き火はそのままにしておいてくださいね」

　先ほどオリヴィアさんが枝を大量に投入したので、火はごうごうと燃えている。

「ちょっと勢いがありすぎない？　もう少し火力を落とした方がいいと思うけど」

「魔物が出てきたときなど、火があった方がいいですから……」

　そういうものかもしれないけど、燃え上がる火炎のせいで暑いくらいだ。それでも魔物避けになるのなら、と疑問に思うこともなくそのまま寝た。




　夜になって突然雨が降り出した。スコールのように激しい雨だ。

「すごいな、こんな大雨は初めてだ」

　肌にあたる部分が痛いくらい激しいぞ。土砂降りの雨に焚き火はシューシュー音を立てて消えてしまった。月も星も雲に隠れているから辺りは真っ暗である。

　このまま濡れていたら風邪をひいてしまうかもしれないな。この近所に雨を凌げる手ごろな場所はない。あるのは魔物が跋ばっ扈こする恐ろしい洞窟だけだ。

　幸いポイントは１残っているので役に立つものと交換しよう。

「ちょっと待ってね。いまブルーシートというものを出すから。これさえあれば……うえっ!?」

　暗闇の中でいきなりオリヴィアさんが抱き着いてきた。まさか、いきなり愛の告白!?　一瞬だけ勘違いしたけど、違うのはすぐわかった。オリヴィアさんはブルブルと震えていたのだ。

　痛いくらいに俺の腕を掴つかみながら歯の根をカチカチ言わせている。まさか、悪性の風邪をひいてしまったのか？

「オリヴィアさん、具合が悪いの？」

「わ、わたくし、暗いところが……」

　怯おびえている？　無敵のドリルが闇を恐れて震えているというのか？　でも、この怯え方は尋常じゃないぞ。過去になにかあったのだろうか？

　俺の腕を掴むオリヴィアさんの手に、そっと自分の手を重ねた。

「落ち着いてね。とりあえず雨をやり過ごそう。大丈夫、そばにいるからね」

　腕を締め付ける力がいくぶん弱まったのでステータスボードを呼び出し、ブルーシートを手に入れた。

　拾っておいた枝を砂地に挿して、その上にブルーシートを広げれば簡易のモノポールテントの完成だ。シートの端に岩を置いて風に飛ばされないようにしておく。

「ふう、これでよしと……」

　タオルでびしょびしょになった体を拭いて一息入れた。オリヴィアさんは震えたままで髪を拭こうともしない。

「そばにいるからね。怖くないよ」

「…………」

　遠慮がちだけど、やっぱり体をくっつけてくるな。そうとう暗いところが怖いようだ。婚約者のニッサル王子とやらには悪いけど、緊急事態だからね。今はこのままにしておこう。

　ブルーシートを張ったので、とりあえず雨の直撃を受けることだけはなくなった。やはり予備のポイントを残しておいて正解だったな。今後もできる限り使い切らないようにしておこう。安全マージンって大切だと思う。




　一時間くらいバタバタと雨がブルーシートを叩く音だけが響いていた。濡れた服が体温を奪って寒いくらいだ。オリヴィアさんは相変わらず怯えたままで、体を固くして震えている。なんとかしてあげたいと考えていたら、急に魔力が満ちるのを感じた。





　名前　町田秋人（24）

　固有ジョブ　キャンパー（レベル２）

　保有ポイント　５

　個人スキル　天賦の才：毎日５ポイントをプレゼント

キャンプの申し子：二日間キャンプをすればレベルが上がる。

キャンプアイテムの交換

　＊レベルアップしました。スキルポイントルーレットが回せます。






　ステータスボードを確認するとレベルが上がっていた。そうか、日付が変わったんだな。俺は二日間キャンプをすればレベルが上がるのだ。おかげで保有ポイントが５に増えているぞ。

　あれ、ちょっと待てよ。もらえるポイントは４じゃなかったっけ？　レベルが上がったからもらえるポイントが増えたってことか！

　お、これはなんだ。文字が点滅しているけど……スキルポイントルーレット？

　ステータスボードを操作すると、円形のルーレットが現れた。ルーレットには各部分に数字が振られ、０～36までの数字が振られている。スタートボタンとストップボタンで得られるポイント数が決まる仕組みのようだ。

　０ポイントというのは怖いけど、ルーレットには夢がある。大きな数字を引き当てたら高級食材がもらえる食料ガチャ・ゴールドだって回せるぞ。美味しそうなものが出たらブチさんにマンゴーのお礼をプレゼントできるかもしれない。

　さっそくスタートボタンを押すとルーレットが回転しだした。

（36、36、36、36……）

　頭の中でリズムを刻んでタイミングを計る。

（36、36、36、ここっ！）

　引き当てた数字は……19だった。36ポイントからはずれてしまったけど、なかなかの高得点だ。保有ポイントはトータルで24。これならいろいろなギアを用意できるだろう。

「オリヴィアさん、もう大丈夫だよ。いま明るくしてあげるからね」





　ランタン

最高一五〇〇ルーメンの明るさ。最大連続点灯時間二十六時間。

日光でパワーを自動充填。

必要ポイント２






　ランタンが光るとオリヴィアさんはゆっくりと俺から離れ、泣きそうな顔で頭を下げた。

「はしたない真似をいたしました……。どうぞお許しください」

　その顔はやつれて痛々しいくらいだ。

「気にしなくていいよ。でも意外だったな」

「なにがでしょうか？」

「無敵だと思っていたオリヴィアさんが暗闇に弱いだなんて」

「……理由があるのです」

　ボソリと呟つぶやいてからオリヴィアさんは背中を向けてしまった。理由というのは話したくないことなのだろう。そこに踏み込めるほど俺たちはまだ親しくない。

　雨の音がピタリと止んだ。降るときも突然だったけど、止むときもあっという間だ。

「少し眠ろうよ。ランタンは朝までついているから」

「ええ……」

　オリヴィアさんには悪いけど、俺はもう眠さの限界だった。これ以上目を開けているのは辛すぎる。たくさん手に入れたポイントだけど、使い方は明日考えるとしよう。

　その場で横になると目をつぶった。

「アキトさん……」

「ん？」

「ありがとう、あなたがいてくれてよかった」

　うん、それでも俺たちの距離はまた少し縮まったのかもしれない。ただ、それが俺にとって幸福なことかどうかは判断できなかった。だって、オリヴィアさんはニッサル王子に嫁ぐ人だ。そして俺はそれがかなうように手伝うと決めたのだから……。










　ワクワクした気分で目が覚めた。それはそうだ、俺は22もポイントを所有しているのだから！　オリヴィアさんはまだ寝ているけど仕方がないか。昨晩はなかなか寝付けなかったようだ。音を立てないようにランタンのスイッチをオフにした。

　さて、有効にスキルポイントを使っていくとしますか！　とりあえずということで『キャンプ飯』のスキルを取得した。３ポイントも消費したけど、これで料理の知識と技術が手に入ると考えれば安いものだ。

『キャンプ飯』を取得するとツリーがこんな感じで伸びた。




　下処理のプロ（２）→　可食判定（３）→　発酵魔法（４）→　野生のシェフ（７）




「下処理のプロ」は動物や魚類の解体などの知識と技術が身につくスキルだ。普段の料理の包丁さばきにも影響を与えるらしい。今後、オリヴィアさんが獲物を獲ってきたときには必ず役に立つスキルだといえる。

「可食判定」は目の前の物質が食べられるかどうかを判定するスキルのようで、今回現れたスキルの中でいちばん身につけたいものだった。

　海で貝や海藻を拾っても、食べられるかどうか今はわからないからね。これさえあれば、食用かどうか、どう調理すれば毒が抜けるかなどまでわかるようだ。

　また「発酵魔法」は微生物を活性化させたり、増やしたりできる特殊魔法とのことだ。これがあれば短時間で熟成、発酵させることができるぞ。パンを作ったり、お酒を造ったりにも便利だろう。

「野生のシェフ」は自然の中から手に入れた食材を使い、この世のものとは思えないほど美味しい料理を作り出すスキルである。まあ、そこまで高望みはしていないから、とりあえずは保留でいいかな。

　スキルを獲得したので残りポイントは19になった。さて、次はどうしよう？　スキルツリーを進めるのもいいけど、キャンプのベースをしっかりとさせたいからなぁ……。まずはタープとテントだな。

　オリヴィアさんのプライベートを守るためにもテントは絶対に必要だろう。彼女の身み繕づくろいのたびに気まずい思いをするのも嫌である。

　シングル用テントなら４ポイントで交換が可能だ。この機会にぜひ手に入れてしまおう。

　それからタープ。タープとは日差しや雨風を避けるための布状の屋根だ。テントだけだと雨漏りが心配だけど、タープがあればその心配はぐっと軽減される。少々の雨ならタープの下で焚き火だってできるのだ。なにかいいものはないかな？





　ヘキサタープ


初めてでも扱いやすいタープ。

ポール二本、ガイライン、ペグが付属。

魔力を流すと布地が淡く発光します（三段階調整）。

必要ポイント５








　カタログで調べるとこんなのが見つかった。暗闇が怖いオリヴィアさんでもこれがあれば安心なんじゃないかな。テントと合わせて９ポイントか……。テントはもっといいものと交換した方がいいかもしれないけど、とりあえずはこれでいいだろう。

　あれこれとしているうちにオリヴィアさんが起き出してきた。

「お、おはようございます……」

　ちょっとやつれた顔を赤く染めてオリヴィアさんは目を伏せている。

「おはよう。体調はどう？」

「ええ……。その……昨晩はお見苦しい姿を見せてしまいました。どうぞお許しください！」

　オリヴィアさん的にはあり得ないほど恥ずかしいことなのだろう。くちびるを噛みしめる姿は悲壮感まで漂っている。抱き着かれて嬉しかったことは内緒にしておこう。

　俺は努めて明るい声で話題を変えた。

「そんなことよりこれを見てよ。テントとタープを用意したんだ」

「テントと……タープ？」

　テントは知っていてもタープのことはよくわからないようだ。俺はオリヴィアさんにアイテムの説明をした。

「これとランタンさえあれば夜も暗くなることはないよ」

「でもよろしいのですか、テントをわたくしが使っても？」

「自分用もそのうち用意するから平気さ。とりあえずこのブルーシートを簡易テントにするしね」

　気温は夜でも暖かい。雨に濡れなければ寒いということはないし、『ベースキャンプの祝福』があるから虫に悩まされることもないのだ。焦ることはない。今はブルーシートで満足して、先にスキルを獲得していこう。

「とにかく朝ご飯を食べよう。いま食料ガチャを引くからさ」

　前回と同じように出てきたクリーム色の箱を開けると、今朝はインスタントスープが一箱入っていた。俺も知っているメーカーのちょっと高級なクラムチャウダーである。

「これはなんでしょうか？　箱にはスープの絵が描いてありますが……」

　異世界人は粉末状のスープを知らないか。

「これはお湯に溶かすとスープになるんだよ。でも困ったな」

　スープを飲むにはお湯を沸かさなくてはならない。行平鍋はあるけど、お皿やカップはまだ持っていないのだ。いい機会だから適当なものを見み繕つくろうか……。

　カタログでよさそうなものを見つけたから、これを手に入れてしまおう。





　アウトドアクッカーセット


収納袋付きで二～三人対応。鍋、蓋、フライパン、ケトル、お椀×３、スポンジ、フライ返し、おたま、ナイフ・スプーン、フォーク各三本のセット。

必要ポイント３








　本当はガスバーナーも欲しいけど、残りポイントは６になってしまった。焚き火にケトルをかけると煤すすで真っ黒になってしまうけど我慢して使うしかない。

　22ポイントもあったから余裕とか思っていたけど、使いだすとあっという間だな……。そういえば道ギ具アってお金がかかるものだった。しかも使いだすと長所だけじゃなく欠点もわかってきて、同じ種類でも新しいのが欲しくなるそうだ。

「さて、新しいケトルでお湯を沸かしてスープを作ろう！」

「は、はい。でも、本当にスープができるのですか？」

　オリヴィアさんは粉末スープという存在がまだ信じられないようだ。

「大丈夫だって。とにかくやってみようよ」

　ケトルの熱伝導率は高いらしく、二人分のお湯はすぐに沸いた。予想どおりケトルの底は煤で汚れてしまったけどこればっかりは仕方がない。新品のお椀に粉末を入れてお湯を注いだ。

「スプーンでゆっくりよく混ぜるんだよ」

　きちんと混ぜないととろみが出ないのだ。底の方に塊が残ると味だって薄くなってしまう。

「まあ、どんどんスープらしくなってきましたわ！　いい匂い……」

　オリヴィアさんの顔がほころんでいる。ポイントは一気になくなってしまったけど、こんな笑顔を見られるのなら使ってよかった。

「それくらいでいいかな。さあ、飲んでみてよ」

「それでは遠慮なく……」

　緊張した様子でオリヴィアさんがスープをすくっている。よく伸びた背筋にスプーンの上げ下ろし、所しょ作さの一つひとつがお上品だよなぁ……。こういうところを見るとお嬢様であるということがよくわかる。

「思っていたよりずっと美味しいですわ！　本当にクラムチャウダーの味がするなんて……」

　知らなければびっくりするよね。でもスープなんて序の口で、世の中にはカツ丼や牛丼のドライフードだってあるのだ。俺も食べたことはないけどさ。食料ガチャで引き当てることができるかな？

　マンゴーとクラムチャウダーで朝ご飯を済ませた。

「さて、ご飯も食べたし、タープとテントの組み立てをしてしまおうよ」

「承知しました。力仕事ならお任せくださいませ！」

　よし、ドリルに元気がみなぎってきたぞ。顔色もよくなっている。

　まず二人掛かりでタープを張ることにした。

「最初に布地を広げるよ」

「これほど大きな布を扱うのは騎士団の旗を持ったとき以来ですわね」

　そういえばドリル令嬢はもともと騎士団員だったらしい。言われてみればこのドリルに甲かっ冑ちゅうはよく似合いそうだ。事情があって辞めてしまったみたいだけど……。

「次は布地にラインを結んでね。こんな風にやるんだよ」

「こうかしら？」

「そうそう、上手だよ」

「紐を結ぶなんて滅多にしたことがないから新鮮ですわ」

「やったことがないの？」

「普段は侍女がしていたので……。やってみたいと言ってもやらせてはもらえませんでしたの。侯爵家の令嬢がそんなことをするものじゃない、と叱られましたわ。靴紐だってこの島に来て初めて自分で結んだくらいですから」

　オリヴィアさんは編み込みのブーツを履いているのだけど、よく見れば蝶結びが歪んでいる。きっとやり方を知らないのだな。後で教えてあげるとしよう。

「他にも禁止されていることはたくさんございましたのよ」

　オリヴィアさんは特別な秘密を打ち明けるといった具合に左右を確認してから声を潜めた。

「これは秘密なのですが、わたくし、どうしても雑巾をしぼってみたくて、隠れてやったことがございますの。不良だと思わないでくださいましね」

　不良は喜んで雑巾をしぼらないと思うけど、偏見か？

「どうでしたか？」

「楽しかったですわ、水が滝のように流れて！　でも、力を入れすぎて雑巾が裂けてしまいましたの」

　不良としてのスケールは小さいが、パワーは聖戦士か！

「いろいろと不自由があったんだね。せめてこの島にいる間くらいは気ままに暮らしてみたら？」

　そう提案するとオリヴィアさんは雷に打たれたように硬直していた。

「じ、自由に……気……まま……？」

「う、うん。どうせここに人間は俺しかいないし、俺は誰にも喋らないし」

　オリヴィアさんが国に帰ることになっても、俺は島に残るつもりだ。

「……よろしいのでしょうか？」

「なにが？」

「自分のやりたいことを好きにやっても……」

「いいんじゃない？　そりゃあ人に迷惑をかける行為はだめだろうけど、そうじゃなければ遠慮することないよ」

「たとえば、裸足で砂浜を歩いても？」

　そういえばオリヴィアさんが靴を脱いでいるのを一度も見たことがない。俺は平気で海岸を裸足で歩いていたし、波打ち際で遊んだけどね。

「ぜんぜん問題ナッシング！　好きにやればいいって」

「じゃあ、自分でお掃除なんかも？」

「当然です。自分のことは自分でしましょう」

「それでは、大きな声で笑ったり、お腹いっぱい食べたりもしてよろしいのですか？」

　オリヴィアさんはこれまでどれくらい制約された生活をしてきたのだろう？　うれしいことがあったら大きな声で笑ったっていいじゃないか！

「大いに笑い、大いに食べようよ。この島ならなんでも自由だ」

「は、はい！」

　よしよし、オリヴィアさんが晴れ晴れとした笑顔になっているぞ。

「それじゃあ作業を再開するよ。さっさとタープとテントを張ってしまおう」

　二人で協力してタープとテントを張った。

「これがわたくしたちの家になるのですね。素晴らしいわ！」

「そうだね、しばらくはここが俺たちの住まいだ」

「ええ……」

　頷きかけたオリヴィアさんが真っ赤になった。

「あ、か、か、勘違いなさらないでくださいませ！　わたくしたちの家と言ったのはその、なんというか言葉のあやみたいなものでして、二人が特別な関係という意味ではなく……」

「わかっているってば。オリヴィアさんはニッサル王子に嫁ぐんだろう？」

「そ、そうですわ。ハッフルパイモン家のためにもわたくしは……」

「心配しなくても、もう少しポイントが貯まったら俺も自分用のタープとテントを用意するから。同じタープの下で寝るのはそれまで我慢してね」

　そう告げるとオリヴィアさんはなんとも言えない微妙な顔をしていた。

　タープとテントの準備が整うとオリヴィアさんは狩りへ行った。

「今日こそ獲物を捕まえてみせますわ。期待していてくださいましね！」

　ずいぶんと気合が入っていたから本当に獲ってくるかもしれない。そうなるとスキル「下処理のプロ」を獲得しておいた方がいいと思うけど、これ以上ポイントを使うのも不安だった。いったん保留にしておこう。




　オリヴィアさんを見送ってから俺も出かけることにした。手に入れたクラムチャウダーは三食入りだったので一袋余っている。昨日のお礼にこれをブチさんへプレゼントすることにしたのだ。

　教えてもらったオレンジ色の家をノックするとブチさんがあくびをしながら出てきた。

「お、アキトじゃニャいか。よく来たニャ。中に入って……サイズ的に無理かニャ？」

　ミニャンの家は小さいのでちょっと窮きゅう屈くつそうである。

「いいよ、今日はこれを届けに来ただけだから」

「ん～、その袋はなにニャ？」

「インスタントスープっていうんだ。お湯をかけるとクラムチャウダーになるんだよ」

「クラムチャウダー!?　ウマウマだからブチの大好物ニャ。さっそく作ってみるニャ」

　ブチさんは大急ぎでお湯を沸かしてくるとスープボウルを持って外に出てきた。

　玄関前はポーチになっていて、テーブルと椅子が置かれている。俺はすぐ横の地面に腰かけて様子を見守った。

「どうやって作るかニャ？」

「まずは粉末をお皿に入れるんだけど……ずいぶんと小さいな」

　ミニャンのお皿は人間のよりも小さめだった。まるで子どものおままごとセットみたいである。

「このサイズなら二杯くらい作れるかも……」

「それなら友だちのタマを呼んでくるニャン！」

　ブチさんはコロコロとした体型に似合わない俊敏さで駆けていくと、タマさんを連れてすぐに戻ってきた。

「あ、タマさんこんにちは」

　タマさんはこの島で初めて会ったミニャン族だ。

「お、昨日の人間ニャ。なんだかおもしろい食べ物を持ってきてくれたって？」

　さっそく二人分のクラムチャウダーを作ると二匹のミニャンはクンクンと匂いを嗅ぎながら踊りだした。

「粉がスープ♪　粉がスープ♪」

「あっという間にできあがり、ニャン！」

　本当に食べることが好きなんだなぁ。

「はい、もういいよ。食べてみて」

　ところが二匹のミニャンは微動だにしない。かき混ぜ終わったスープを真剣な目つきで睨むのみだ。なにか問題でもあるのかな？　ひょっとして毒が入っていないかとか疑っているのだろうか！

「ど、どうしたの？」

「……ミニャンは猫舌ニャ」

　見たまんまなんですね。

「食べたくて仕方ニャイのだけど、くちびるの構造的にフーフーはできないニャよ」

「シャーッ！　ならできるニャンけどね……」

　ブチさんはソワソワした感じでスープを見ている。タマさんは早く冷めるようにとスープをかき回し続けた。しばらくすると熱が取れ、ちょうどいい温度になったようだ。

「美味しいニャ。こんなに簡単にクラムチャウダーができるなんて不思議ニャ」

「う～ん、美味しいけど、もっと実がゴロゴロしている方がタマは好きニャ。食べ応えはそっちの方がある。でも、すぐに食べられるからこれも好きニャ。むしろ大好きニャ。具がもっといっぱいだったら大大好きニャ！」

　タマさんの方がブチさんより食いしん坊って感じだな。具がたくさん入ったのがいいのなら、レトルトパウチに入ったシチューがお勧めだ。あれはなかなか食べ応えがある。

「ありがとニャン。美味しくて珍しいものを食べたと仲間に自慢できるニャン」

「それはよかったね。またなにか手に入れたら持ってくるよ」

「人間の友だちもいいものニャンね。船で来る人間は強欲そうなのばっかりだけど、アキトは違うようニャ。ブチはこれからバナナを採りに行くけど一緒に来るかニャ？」

「いいの？」

「アキトはもう友だちニャから遠慮することはないニャ。タマはどうするニャ？」

「タマはお昼寝ニャ。食べたら眠くなったニャン」

「やれやれ……。それじゃあアキト、怠け者はここへ置いて行くニャン」

　毛繕いを始めたタマさんを置いて、俺はブチさんと一緒にバナナ園へと向かった。

「タマはいつもああニャン。張り切るのは食べるときだけニャ」

　ブチさんがブツブツと文句を言っている。

「たしか、人間の船が珍しい食べ物を運んでくるんだったね？」

「そうニャ、さすがのタマも砂糖が手に入ると踊るニャよ」

　サトウキビの栽培はしていないようで、砂糖は主に人間が持ってくるものだそうだ。

「次に船が来るのはいつくらい？」

「そうだニャ～、あと二十日くらいかニャ。アキトたちは漂流したと言ってたけど、船が来たら乗せてもらって帰るのかニャ？」

「オリヴィアさんはね……」

「アキトは？」

「俺はさ、ちょっと複雑なんだよ。信じてもらえるかどうかはわからないけど――」

　ブチさんに、自分が洞窟を通ってこの島にやってきたことを説明した。

「というわけで、俺は漂流者じゃないんだ」

「ニャるほどニャ。キラキラの石や食材を取りに洞窟には入るけど、奥の方がどうなっているかはミニャンにもわからないニャ。アキトの言うとおり異世界に繋つながっているかもしれないニャ」

「ああ……」

「でも、洞窟の奥には恐ろしい魔物が住んでいるニャ。帰るときは気を付けるニャよ」

「そうだな……」

　日本に帰ったところで待っているのはあの地獄のような日々だけどね。仕事が忙しくて友だちとも疎遠になっているし、恋人だっていやしない。両親も事故でもう亡くなっているもんなぁ……。

　そんな会話をしながら十分ほど歩くとバナナ園に到着した。グラウンド一つ分くらいのスペースにバナナが何本も植えてある。

　一般的に日本で売られているものより小さく、モンキーバナナくらいのサイズだ。ここではニャンキーバナナかな？

「ここを管理しているのはミニャンたちなんだろう。俺がもらってもいいの？」

「かまわないニャ。ミニャンはおおらかニャ」

「ありがとう、ブチさん」

「いいニャ、いいニャ。また珍しい食べ物を手に入れたら分けてくれニャ」

　ブチさんにバナナを六房も分けてもらってから帰宅した。




　お昼前になってオリヴィアさんが帰ってきた。ドリルがどんよりと垂れ下がり、顔に生気がない。その様子から見て今日も狩りは失敗だとわかった。

「木の幹にウサギの毛がついていましたの。これは巣穴が近いと思って追跡しました」

「追跡って、ウサギの足跡なんてわかるの？」

「身体強化魔法で嗅覚を高めましたの」

　ドリルノーズですか……。

「それでついに見つけたのですが……」

　もしかしてまた聖獣？

「そのウサギは懐中時計を見ながら『遅刻だ、遅刻だ！』と慌てて穴に飛び込んでしまいましたの」

　ワオッ！　アリス　イン　ワンダランッ！

「人語を操る聖獣じゃあ狩れませんよね……」

「はい……」

　ここには聖獣以外の動物はいないのか？　今度ブチさんに聞いてみるとしよう。

　お昼ご飯は俺が採ってきたバナナのみで済ませた。




　午後は海岸で潮干狩りをした。塩は以前作ったものがあったので困らなかった。

「よ～し、たくさん捕まえるよ！」

「潮干狩りなんて初めての経験ですわ！　とっても楽しみです」

　靴と靴下を脱いで準備しているとオリヴィアさんに驚かれた。

「本当に素足になるのですか？」

「靴に砂が入るのは嫌だし、汚れてしまうよ。無理にとは言わないけど」

　深窓の令嬢にとって、人前で、特に男の前で裸足になるのは抵抗があるようだ。だけどオリヴィアさんは意を決したように編み込みブーツの紐に手をかけた。

　するりと靴を脱ぐと絹の靴下が姿を現した。一瞬の躊ちゅう躇ちょのあと、オリヴィアさんは顔を赤らめながら靴下も脱ぎ去った。

「そんなに見ないでいただけますか？」

「ご、ごめん」

　それまでは意識していなかったのに、そんな風に恥ずかしがられるとこちらまで照れくさくなる。特にオリヴィアさんの足の爪は桜貝みたいに綺麗だから……。

「それじゃあ、潮干狩りを始めよう」

「はい。砂浜の穴に塩を入れるのでしたね？」

「そうだよ。そうすると貝がヒョコッと顔を出すから、そこをサッと捕まえるんだ」

「承知しました。不ふつ束つか者ものではございますが、拳と剣の速度にはいささかの自信がございます。お任せください」

　頼もしい限りだ。

「お、さっそく穴を見つけたぞ」

　砂の上に鉛筆くらいの太さの穴が開いている。きっとここにマテン貝が生息しているに違いない。俺は鍋から少し多めの塩を取り、穴の中へと投入した。

「どうだろう……、あっ！」

　それは一瞬のことだった。貝は穴からたしかに顔を出したのに、一瞬のうちに消えてしまったのだ。もしかして目の錯覚だったのか？

「捕まえましたわ。この長細いのが貝なのですね。おもしろい！　初めて見ましたわ！」

　令嬢がマテン貝を掴んでぴょんぴょんと飛び跳ねている。

「え、いつ採ったの!?」

「顔を出した瞬間ですわ。アキトさんがサッと採れと指示なさったでしょう？　だからササッと」

　いや、これはもう神速の域だぞ！　速すぎて手が見えなかったもん。

「うん、その調子で頼むよ」

「ええ、どんどん捕まえましょう。潮干狩りってこんなに楽しいのですね！」

　俺たちは潮干狩りを続け二十匹以上のマテン貝を捕まえた。

「さあ次ですよ、アキトさん！」

　オリヴィアさんはそうとう楽しいらしく、もっと採ろうとせがんでいる。

「ごめん、俺ももっと採りたいけど、残念ながら塩がもうないんだよ。今日はこれでお終いだ」

「まあ……」

　できあがった塩は五〇グラムに満たないくらいだったのであっという間になくなってしまったのだ。

「残念、夕飯のおかずにはちょっと足りないくらいだね」

　帰り支度をしようと思ったのだが、オリヴィアさんは動かなかった。

「どうしたの？」

「アキトさん……塩がないなら手で掘ればいいのですわ！」

「はっ？」

「はぁあああああああっ！」

　気き魄はく一いっ閃せん、オーラを纏った聖戦士の手が砂浜の穴を深くえぐった。飛び散る砂は俺の背を軽く越えて周囲にばらまかれる。そして島の海岸に静寂が戻った。

「……捕まえましたわ！」

　残ざん心しんの構えから放たれる会心の笑顔が俺の胸に突き刺さる。これほどマテン貝が似合う侯爵令嬢を俺は知らない。そもそも貴族の令嬢に知り合いなんていないけど。

「す、すごいね」

「うふふ、アキトさん、これは発見ですね。マテン貝は塩がなくても捕まえられるのですよ」

　それができるのは君だけだ……。

　オリヴィア嬢の頑張りで百匹以上のマテン貝を捕まえることができた。

「大量ですわ。でも、もう少しだけ……」

「いやいや、今日はこれくらいにしておこうよ。食べきれないほど採っても仕方がないだろう？」

　ほどほどがいちばんなのだ。

「それもそうですわね。ではこれくらいに」

「二人で食べるにはちょっと多いから、ブチさんに分けてあげてもいいかな？」

「もちろんですわ。隣人は大切にせよという教えもございますから」

　俺とオリヴィアさんは連れ立ってブチさんの家を目指した。




　ブチさんに貝を分けてあげたら、お礼にとバターを少しもらった。

「これがあればマテン貝のバター炒めができますよ」

　俺は大喜びだ。さっそくベースキャンプに戻って料理を開始した。

　まず塩水で砂抜きをしなければならないので、俺は「下処理のプロ」を獲得した。このスキルがあれば魔法で砂を吐かせることだってできるのだ。本来なら一晩くらいかかるのだけど、俺の指先から放たれる魔力を受けてマテン貝はどんどん砂を吐きだし、一分もかからないで砂抜きは終わった。

「さっそく貝を炒めていきますよ」

「料理をするところを近くで見るのは初めてですわ！」

　オリヴィアさんは目をキラキラさせている。

「見たことがないの？」

「厨ちゅう房ぼうに入ることは禁止されていましたの。食堂で給仕されるのを待つだけでしたわ」

「そうなんだ……。じゃあさ、料理をしてみる？」

「えええええええっ！」

　そこまで驚くことじゃないだろうに。ドリルを逆立ててオリヴィアさんはのけぞっている。

「わ、わたくしにできますでしょうか？」

「簡単だよ。炒めるだけだもん」

　オリヴィアさんは左右に目を配り、人がいないことを確かめた。誰も見ていないのに心配性だなぁ。侯爵家の御令嬢が料理をするのはそんなに外がい聞ぶんが悪いかね？

「実はわたくし、ずっと料理に憧れていましたの。やらせてもらってもよろしいでしょうか？」

「どうぞどうぞ」

　俺はクッカーセットに入っていたフライ返しを渡した。

「じゃあ、まずフライパンを火にかけて温めて」

「フライパンとはどれですか？」

　そこからわからないのね。

「これです」

　ゴクリ……。オリヴィアさんの喉が大きく鳴った。そしておもむろに手を伸ばしフライパンの柄を掴む。

「肩の力を抜いて、あまり力みすぎないように」

　じゃないと柄が潰れてしまいそうなんだよ。聖戦士の怪力は侮れない。

「承知しました。剣を振るときと一緒ですね」

「ま、まあそんなとこかな……」

　ぎこちないながらもオリヴィアさんはフライパンを炉の上に置いた。

「フライパンが温まってきたらマテン貝を入れよう」

　さらに美味しくするためには少量のオリーブオイル、ニンニク、タカノツメが欲しいところだ。それから忘れてならないのが白ワインである。

　残念ながらそれらの品は手元にない。食料ガチャでは任意の製品を手に入れられたら便利なんだけど、出てくるものはランダムだ。今日はバターだけで我慢するとしよう。

「きゃっ、貝が動いていますわ！　うはっ、これ、本当に食べられるんですの？」

「見た目はアレだけど、美味しい貝なんだよ。あ、フライ返しだけじゃなくて、フライパンの方も細かく揺すって均一に火が通るようにしてね」

「均一に火でございますね。フンッ！」

　ぎこちないながらもオリヴィアさんは炒め物をこなしている。

「うん、とっても上手だよ」

「あ、貝の殻が開いてまいりました！」

「殻が開いたのなら火が通った証拠だよ。ここでバターを投入しよう」

「承知！　いざ!!」

　気合と共に大匙のバターがフライパンに入った。溶け出す脂が貝と合わさって芳醇な香りを放つ。

「ほぉおおおおっ！　アキトさん、いい匂いがいたしますわ。とてもいい匂い！」

「うん、これで完成だ」

　半分ずつに分けて、お椀に盛り付けた。

「じゃあ、さっそく食べようよ。いただきます！」

「いただきます……」

　緊張した面持ちで貝を口に運んだオリヴィアさんが頬を押さえて涙ぐんでいる。

「美味しい……」

「自分で作ると感動もひとしおだろ？」

「はい。わたくしに料理ができるなんて思ってもみませんでした」

「でも、泣くのは大袈裟だよ」

「だって感動で涙が……。アキトさんはわたくしに数えきれないほどの初めてをくださいますね……」

「それは、こんな状況だからね……」

　こんな場所で出会わなかったら俺たちに接点なんてなかっただろう。街ですれ違っても視線を合わせることさえなかったかもしれない。それが一緒に火を焚き、料理までしているのだ。運命の不思議というものを感じずにはいられない。

　彼女が漂流して、俺が異世界転移して、聖獣の集う島で出会って……。偶然と呼ぶにはドラマチックすぎるとは思う。

　でもさ、オリヴィアさんには婚約者がいるんだよなあ……。運命なんてしょせん巧妙に仕掛けられた罠なのか？

　島の夜は早い。夕飯を食べて歯を磨けば、もうやることはなかった。

「おやすみなさいませ」

　テントに潜り込むオリヴィアさんを見送ると、俺はタープの明るさを最低にした。光量は減ったけど、地面の様子はなんとか判別がつく。これくらい明るければオリヴィアさんが怖がることもないだろう。

　視線を浜の方へ向けると海上の星が揺らめいて見えた。水蒸気のせいだろうか、細かく動く光の粒は落ち着きがない。滲にじむ光が自分の心と重なって見えた。

　これ以上オリヴィアさんとの距離が縮まるのは危険かもしれないな。別れが辛くなってしまうだろう。でも……。寄せては返す冷静と情熱の波に漂いながら、俺は漫まん然ぜんと星を眺め続けた。











オリヴィアの日記　４




　今思い返しても顔から火が出そうです。いくら闇が怖いからといってアキトさんの腕にしがみついていたなんて……。婚姻を間近に控えたわたくしが、あんなはしたない真似をするとは、つくづく自分が嫌になります。この島にゾンビやアンデッドがいないことは確認したというのに……。

　アキトさんはなにもなかったふりをしてくださっていますけど、心の中では呆れているかもしれません。そのせいか、少しだけよそよそしくなった気がします。いえ、以前と変わらず優しいのですが……。

　キャンパーの力は本当に不思議です。昨晩はランタンを出してくれましたし、今日はタープとテントをご用意くださいました。

　これで安心して着替えができますわ。わたくしも狩りをしてなんとか役立とうと思うのですが、出会う獣がすべて聖獣です。さすがにあれは狩れませんものね……。




　本日は潮干狩りというものへ行ってまいりました。塩をかけると砂浜の穴から貝が頭を出すのがおもしろかったです。

　途中で塩が尽きてしまいましたが、手刀で砂をつくことで貝を掴み取ることができましたわ！　これは大発見ですね。

　わたくしは貝獲りの才能に恵まれているのかもしれません。アキトさんも「オリヴィアさんは特別だ」とおっしゃってくださいました。張り切って山ほど貝を集めてしまいましたわ。

　少し褒ほめられたくらいで調子に乗って、今思い返すと恥ずかしいです。でも、誰かが喜んでくれるというのはうれしいものです。それが大切な人ならなおさら……。

　ベースキャンプに戻って、生まれて初めて、このわたくしが料理をしましたの！　自分にお料理ができるなんて想像もしてみませんでした。

　アキトさんもわたくしが作ったバターソテーを「美味しい、美味しい」と言ってたくさん食べてくださいました。その姿を見ているだけで心が温かくなって、不思議な気持ちになりました。












五話　アシカン




　周囲の物音で目が覚めた。オリヴィアさんはとっくに身支度ができていて、ケトルを火にかけている最中だ。

「おはようございます、アキトさん。もうすぐお湯が沸きますよ。お茶代わりにお飲みになって」

　今朝も笑顔とドリルがまぶしい。身支度を整え、勧められた白湯を飲みながら俺はポイントの振り方について考えた。

　昨日は節約して４ポイント残したので累積ポイントは今朝の時点で９に増えている。まずは当初の予定どおりベーシックスキルを伸ばしていくとしよう。




『キャンプ飯』の次は『キャンプ道具の応用』だ。これを獲得すれば、斧、山刀マチェット、ハンマーのいずれかを上手に使えるようになる。どのアイテムを得意にするかはスキル獲得時に選ばなければならないけど、どれがいちばん便利だろうか？

　斧は薪割りの必須アイテムだし、山刀マチェットは藪を切り開くときに便利だ。ハンマーはペグを打ち込むときくらいしか思いつかないから要らないか……。斧と山刀マチェットで悩んだ俺はオリヴィアさんに助言を求めた。

「そうですわねぇ……、剣はわたくしが使えますので、アキトさんは戦斧をお究めあそばしたらいかがかしら？」

「剣と戦斧じゃなくて、山刀マチェットと斧ね。でも、お嬢の言うことにも一理あるな」

　次の船が来るまで俺たちはここで協力しなければならないのだ。互いを補い合うという意味でも斧が使えるようになった方がいいかもしれない。

「わかった、スキルは斧を選択するよ」

　ポイントを４消費して『キャンプ道具の応用』を獲得した。と、同時に『キャンプ道具の応用』からスキルツリーが伸びていく。




　バトルアックスの基礎（２）→　パワーショット（３）→　アックスファイター（５）




　今回のスキルツリーは初めての戦闘系だ。「バトルアックスの基礎」は斧を使った基本的な戦闘動作を覚えられる。これで弱い魔物くらいなら撃退できるだろうか？　わざわざ試したいとは思わないけどね。

　また「パワーショット」は魔力を用いた強力な一撃が繰り出せるようになるようだ。魔力を体や武器に流して使う技だな。ドリル令嬢が使っている身体強化魔法や武器強化なんかに近い感じだろう。

　最後に「アックスファイター」だけど、これを習得すれば一人前の斧戦士アックスファイターになれるようだ。一人前がどの程度かはわからないけど、いまのところ必要ないかな？

　ただ、なにかのきっかけで洞窟に入らなければならない事態が勃発するかもしれない。必要があれば習得してもいいだろう。

　残っているポイントは５なので、今日中に『免疫力向上』を獲得することはできなくなってしまった。でも、明日はレベルが上がるし、その影響でポイントルーレットも回せる。とりあえずは安心していいだろう。今日を無事に過ごすことを心掛けて頑張るとしよう。




　バナナだけではエネルギー不足だったので朝食用に食料ガチャを回した。手に入れたのは生のジャガイモだ。

　こぶし大のものが十個もあったのは嬉しかったけど、これは調理しなければならない。食料ガチャってすぐに食べられるものだけじゃなくて、こういった食材も出てくるのか。

　昨晩のことですっかり料理が好きになったオリヴィアさんが調理してみたいと言ってきた。

「調理っていっても洗って茹でるくらいですよ？」

「洗って、茹でる！　どちらも未経験です！」

　土のついたジャガイモが綺麗になるだけでオリヴィアさんは感動していた。ジャガイモは水から茹でるとホックリと、お湯から茹でるとネットリとした食感になると聞いたことがある。今日は水から茹でてみようか。

「大きいと火の通りが遅いから切ってから茹でようね。斬手刀で四つに切って」

「お任せあれ。ジャガイモを切るのも初めてですわね」

　オリヴィアさんは嬉々として素手でジャガイモを両断していた。

　わずかに残っていた塩をつけ、昨日もらったバターを落とせば、ジャガイモは立派な一品になった。ただ、不満がないわけじゃない。

「バナナとジャガイモでお腹いっぱいになったけど、やっぱり肉や魚が食べたいよね」

「ええ、今日こそは獲物を捕らえたいと考えています」

　二度あることは三度あるという。今日も追跡したら聖獣だったなんてことにならないかな？




　いつものように狩りへ出かけるオリヴィアさんを見送った。先に水浴びをしてから狩りに行くと言っていたので、俺も時間差で滝へ行くとしよう。

　出かける前にステータスボードの確認だ。使えるポイントは４残っている。『キャンプ道具の応用』を獲得したのだから斧が欲しいけど、先にナイフかな？

　カタログをパラパラとフリックしていたらいいアイテムが見つかった。





　アックス


薪割り、木割り、戦闘までこなす汎用性の高い斧。

グラスファイバー製の柄は八六五ミリ、頭部の重量二・二キロ。

刃先が食い込みやすい羽根付き型。

必要ポイント３








　衝動買いみたいな感じで、つい手に入れてしまった。アックスは全体的に黒く、青の差し色が入っていてカッコいい。道具としては安い部類に入るので耐久性に疑問が残るけど、気に入らなかったら新しいものを手に入れるとしよう。

　森に入って試し切りをしたけど、気持ちいいほどすっぱりと薪が二つに割れた。スキルのおかげで筋肉の使い方が手に取るようにわかるのだ。

　これなら焚き火の材料も簡単に作れそうだ。スキル補正のおかげで俺自身のパワーも上がっている。今ならネズミの魔物くらいであれば撃退できるかもしれない。




　水浴びや果物採集のルーティンを終えると磯へとやってきた。ここは岩がゴツゴツしていて潮だまりに小魚が泳いでいるのが見える。手を伸ばせば簡単に捕まえられそうだ。あの魚は食べられるのだろうか？

「可食判定」があったらなぁ……。『免疫力向上』を取りたくてまだ獲得していないけど、あればあの魚が食べられるかどうかわかっただろう。魚だけじゃない。岩場をちょこちょこと歩くカニだってそうだ。俺はタンパク質に飢えている。

　少し整理しておくと、俺が取得しているスキルは以下の五つだ。

『基礎体力向上』『ベースキャンプの祝福』『キャンプ飯』『キャンプ道具の応用』「下処理のプロ」である。

　まあまあ充実していると思うけど、ここで生きていくにはまだ足りない。明日こそ『免疫力向上』と「可食判定」をゲットしよう。

　日差しは強かったけど海風が気持ちよかった。でも、こうして魚を眺めているだけではお腹は膨れないのだ。はぁ……今日は諦めて帰るとするか。

　立ち上がってベースキャンプに戻ろうとしたら、岩場の上でこちらを見つめている生物に気がついた。

　あれは……アシカ？　うん、水族館で見たアシカによく似ている。ホタテの貝殻を頭にかぶっているけど、あれはアシカだろう。ただここは聖獣の集うマーベル島だ。ひょっとするとあれも聖獣かもしれない。

　ミニャン族のような聖獣なら言葉が通じるかな？　海で生きているのなら魚にも詳しいはずだ。だったら、潮だまりにいる魚が食べられるかどうか教えてくれるかもしれない。みんながみんなアルバトのように意地悪ではないだろう。
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「おーい！」

　大きく手を振って呼びかけると、向こうはビクリと体を震わせた。驚かせてしまったようだ。警戒心が強いのかな？

「こんにちは、最近マーベル島へ漂流してきた人間の町田秋人です。ちょっと教えてもらいたいんだけど、いいですか？」

　声をかけるとアシカは少しだけこちらへ寄ってきた。

「なに……？」

　喋り方はぶっきらぼうで、あまり愛想のいいタイプではないようだ。

「ここにいる魚って食べられるかな？　教えてほしいんだけど」

　アシカはちらりと潮だまりを見て、不機嫌な声を出した。

「それはサディール。小さいから美味しくないけど食べられる」

「そうなんだ！　じゃあ、この辺でちょこちょこしているカニはどう？　毒はない？」

「うん……これも小さいから美味しくないけど食べられる」

　よしよし、食べられるのなら獲っていこう。今夜はサディールとカニの潮汁だ！　さっそく獲ろうとしていると、今度はアシカが話しかけてきた。

「人間、なにをやっているんだ？」

「うん？　魚を獲って食べようと思って。ここのところ食事が少ないから少しでも晩飯の足しにするんだ」

　実際、ちょっとだけ痩せてきているんだよね。ベルトの穴一つ分くらいウエストが細くなっている。

「ふーん……」

　それだけ言ってアシカは海に飛び込んでしまった。友好的とまではいかなかったけどアルバト族みたいに嫌味じゃなくてよかった。そのうちもう少し仲良くなれるかな？　そんなことを考えながら潮だまりの中の小魚を捕まえにかかった。

　十分くらいかかってようやく小さなサディールを一匹だけ捕まえた。泳ぐのが速すぎなんだよね。網でもあればいいんだけど、魚を捕まえるタモ網は安いものでも３ポイントが必要になる。

　そもそも釣竿を手に入れればこんな苦労はしなくて済むのかな？　カタログにはタックルセットという商品もあったはずだ。竿とリールと仕掛けのセットである。もう少しポイントに余裕が出たら考えてみよう。

　残っているのは１ポイントだけだし、これは緊急の場合に備えて残しておきたい。魚は諦めてカニ獲りに専念しようかな？　こちらの方が捕まえられそうな気がする。

　まあ、最悪食料ガチャは引けるので、もう少し魚獲りを楽しんでみるか。そんなことを考えていたらさっきのアシカが再び岩の上に上がってきた。そして、俺の方に海藻で一ひと括くくりにした魚を投げてくるではないか。

「これは……？」

「やるよ」

　それだけ言ってアシカはまた海に飛び込んでしまった。

「ちょっと待って！」

　呼び止めたけど返事はない。名前を訊くどころかお礼すら言えなかったぞ。魚を確認すると三〇センチくらいのアジみたいなのが五匹と、四〇センチ以上のスズキっぽいのが一匹だった。

「ありがとおっ！」

　大きな声で叫んだけど届いたかな？　次に会ったらちゃんとお礼を言うことにしよう。「下処理のプロ」の力を利用して、新鮮さが残るように活いけ〆じめしておいた。

　それにしても立派な魚だな。俺とオリヴィアさんだけじゃ食べきれない気がする。冷蔵庫なんてないから早く食べないと傷んでしまうなあ。

　せっかくだからタマさんとブチさんにお裾分けしてあげようか。きっと二人も喜んでくれるだろう。そう決めて、俺はミニャンたちの集落に急いだ。




　ブチさんの家を訪ねると、ちょうどポーチのところでタマさんとくつろいでいるところだった。

「おお、アキト、よく来たニャ」

「ん、魚を持っているのか？」

　食いしん坊のタマさんが目ざとく見つけた。

「たくさんもらったからお裾分けに来たんだよ」

「ピチピチの魚ニャ。美味そうニャ！」

　俺は魚を手に入れた経緯を説明した。

「それはアシカン族だニャ」

　アシカン族もまたこの島に集う聖獣の一種とのことだ。

「ふーん、ホタテの貝殻をかぶっていたから普通のアシカじゃないとは思ったけど、やっぱり聖獣だったんだね」

「ホタテの貝殻か。だとしたらそいつは半人前のアシカンだニャ」

「どういうこと？」

「アシカン族は帽子を大事にするニャ。いかに素敵な帽子をかぶるかがアシカン族にとっては非常に大切ニャんだニャ。だけど若い半人前は帽子を手に入れる機会が少ないから貝殻なんかで代用するニャンね」

　聖獣にもいろいろあるんだな。

「アシカンって気難しいの？　親切に魚をくれたけど、あんまり交流を望んでいるって感じじゃなかったんだ」

　俺がそう言うとタマさんは小さく笑った。

「アシカンは矛盾と葛藤を抱えた種族ニャ」

　矛盾と葛藤？　なんだか難しい言葉が並んだぞ。

「どういうこと？」

「アシカンは恥ずかしがり屋だけど情に厚い奴が多いニャン。ただ、仲良くなりたいけど話すのが苦手だったり、火が怖いけど焼き魚が大好きだったりするニャ」

　なるほど、葛藤を抱えていそうだなあ……。

「肩がなさそうな体型に見えて肩こりに悩まされているのがほとんどらしいニャ。かわいそうだから、アキトも優しくするニャンよ」

「わ、わかった」

　タマさんとブチさんにアジを一匹ずつ渡してベースキャンプに戻った。




　ベースキャンプに帰るとすぐ魚を焼くことにした。昼食にはまだ時間があるけど、気温が高いので腐敗が心配だったのだ。ポイントが貯まったらクーラーボックスも必要だな。保冷剤と合わせて手に入れれば食品も長持ちするだろう。

　魔法で魚の神経締めと血抜きはしてあるけど、捌さばくためにはナイフが要る。残りポイントは１しかないけど、今夜は食料ガチャを引く必要はなさそうだ。安物でいいのでナイフを手に入れてしまおう。





　料理用包丁


三徳包丁（百五十六ミリ）ステンレス製。

必要ポイント１








　１ポイントの包丁ということで期待はしていなかったけど、切れ味は悪くなかった。比較的大きな薪をまな板にして俺は魚を捌いていく。ここでも『キャンプ飯』と「下処理のプロ」の力がいかんなく発揮され、簡単に料理の準備ができた。

「アジは鱗を落として塩焼きだな。スズキはおろしてスープにしておくか……」

　魚のお礼にブチさんたちから玉ねぎをもらったので、スズキと一緒にスープにした。味付けは塩のみだけど、燠おきで焼いたスズキが香ばしく、濃厚な出だ汁しが出ている。

　アジも脂がのっていてとても美味しそうだ。そういえばアシカンは焼き魚が好きってタマさんが言っていたよな。

　お礼にアジの塩焼きをプレゼントしたら喜んでくれるだろうか？　ひょっとしたらさっきのアシカンが磯で見つかるかもしれないからもう一度行ってみよう。




　先ほどの場所へ戻ってくると、岩の上で昼寝をしているアシカンを見つけた。あのホタテ貝はさっきのアシカンに間違いない。

「やあ、また会ったね」

　声をかけるとアシカンはビクリと体を震わせて海へ逃げようとした。

「待って、焼き魚を持ってきたんだ！」

　背中を向けたままアシカンの動きが止まった。そして首だけを回して俺を見る。つぶらな瞳がかわいらしい。

「焼き魚？」

「そう、さっきの魚のお礼に焼いてきたんだよ。アジの塩焼きは嫌い？」

「べ、別に……」

　別にと言って顔を背けながらも尻尾は機嫌がよさそうにペタンペタンと岩を叩いている。よく見ると尾びれの他に足もあった。きっと二足歩行も可能なのだろう。

「よかったらこれを食べてよ」

　塩焼きの入ったお皿を岩の上に置いた。

「う、うん……」

「俺はアキト。君は？」

「トビー……」

　トビーはアジに手を付けようとしない。俺がいると食べづらいかな？

「アジは食べてもらってもいいけど、お皿は返してね。まだまだ俺にとっては貴重なものだからさ。その辺に置いといてくれれば明日取りに来るよ。じゃあね」

「ああ……」

　けっきょくトビーは視線を合わせてくれなかったけど、アジの塩焼きを要らないとは言わなかった。きっと難しい性格をしているのだろう。それでもかまわないと俺は思う。だってトビーは優しさを行動で示してくれたから。

　所しょ詮せんなにを言っても行動が伴わなければ意味はない。トビーは困っている俺のために魚を獲ってきてくれた。それだけでじゅうぶんだ。俺もトビーの恩に報いることができるようにしようと思った。




　ベースキャンプに戻るとオリヴィアさんがいた。項うな垂だれた様子から本日の狩りも失敗したことがわかった。

「安心してください。今日は焼き魚がありますから」

「ごめんなさい、アキトさん。今日は大きなキジを見つけたのですが……」

　キジか、それは残念だな。焼き鳥にしたり、釜めしにしたり、お蕎麦に入れる地域もあると聞いたこともあるぞ。肉はしまりがあってかなり美味しいらしい。

「投げた石が外れたのですか？」

「いえ、そうではありません。たまたま素手で捕まえることに成功したのですが、命いのち乞ごいをされました」

「また聖獣!?」

　そういえばタマさんたちに聖獣以外の動物がいるかどうか訊くのを忘れたな。

「キジが言うには、拙者、キビダンゴの御恩がありますゆえ主のもとへ戻らなければなりません、後生ですからお見逃しください。と、こうです」

　桃太郎的なやつ!?

「聞けば食べ物の恩でオーガの討伐に参加したそうですが、偵察任務の途中で本隊とはぐれてしまったそうでして……」

「そ、それは食べられないね」

「はい」

「とにかくお昼ご飯にしよう。シンプルな魚の塩焼きだけど、新鮮で美味しいよ」

「ありがとうございます。アキトさんにばかり迷惑をかけてしまって申し訳ございません」

　ドリルがしょんぼりと垂れ下がっているぞ。元気のいいドリルも好きだけど、しぼんだドリルにもまた趣おもむきがある。

「気にすることはないって」

　新鮮なアジはびっくりするほど美味しかった。臭みなどまったくないのだ。獲れたてってこんなに違うんだね。

　オリヴィアさんの国では料理の魚に頭と尻尾が付いていることはないそうだ。姿焼きのアジにびっくりしていたけどオリヴィアさんは果敢に挑戦していた。アジの塩焼きをナイフとフォークを使って上品に食べる人を俺は初めて見た。

「食べてみるととってもおいしゅうございますわ」

　侯爵令嬢のバイタリティーは人一倍優れていた。











オリヴィアの日記　５




　なんと不運なのでしょう。狩りをしたいというのに、出会う動物、出会う動物、すべてが聖獣でございます。

　アキトさんに焙り肉を食べていただきたいのですが、なかなか上手くいきません。わたくしだけが足を引っ張っていて心苦しゅうございます……。なんとかしなければなりませんね。

　それはともかく、今日は『じゃがバター』というお料理を習得しました。ジャガイモを洗い、切り、茹でて、塩とバターで調味した料理でございます。シンプルながら滋じ味み深く、ほっこりとした気持ちにさせる味でございました。

　今日もアキトさんはわたくしが作った料理を「美味しい、美味しい」とたくさん召し上がってくださいました。これまでだってわたくしを褒めてくださる人はたくさんいましたが、それはわたくしが侯爵家の長女だったからでしょう。それくらいはわかります。

　でもアキトさんは外国の方なので、わたくしの身分を重視していらっしゃらないようです。それがわたくしには心地よく感じます。だからこそアキトさんの言葉を信じられるのです。

　彼が「美味しい」と言えば、それは事実美味しいのでしょう。彼が「オリヴィアさん、ありがとう」と言えば、本当にわたくしに感謝してくださっているのです。社交界というのは心の休まらない場所でしたが、ここはまるで違います。

　今朝気がついたのですが、わたくしはマーベル島へ来てから愛想笑いを一度もしていないのです。それまでは笑顔の張り付いた仮面をずっとかぶってきたというのに、もういびつな笑い方すら忘れてしまった気分です。きっと心の底から解放されているのでしょう。

　今朝、アキトさんが「今日はずいぶんと顔色がいいね。なにかあったの？」と、おっしゃってくださいました。口には出せませんでしたが、お肌の調子がいいのはアキトさんのおかげです……。

　でも、この生活も長くは続かないのですね。わたくしの自由は船が来るまでの期間限定です。ひょっとすると、これこそがわたくしに与えられた罰なのかもしれません。騎士として、大勢の仲間を失う原因を作ってしまったわたくしへの、神が与えたもうた罰に相違ありません。












六話　急成長




　事件は早朝に起きた。今日はレベルアップの日なのでポイントルーレットを回すことができる。俺は寝ぼけ眼を擦こすりながらステータスボードを操作している最中だった。

（36、36、36、36……）

　座った状態でタイミングを計りながらストップボタンを押そうとしていると、タープのラインに足を引っかけたオリヴィアさんが俺の上に倒れこんでしまったのだ。

「きゃあっ」

「うえっ？」

　オリヴィアさんを受け止めたので、二人で折り重なって地面に倒れこんでしまった。頬をくすぐるドリルと、すぐ目の前にある薄桃色をしたくちびるに頭がくらくらとしてしまう。聖戦士はあんなにパワフルなのに体はどうしてこんなに柔らかくて華奢なのだろう？

「い、いけませんわ、アキトさん……」

　動けずに固まっている俺を凝視しながらオリヴィアさんが掠かすれる声で呟いた。

「ごめん、でもオリヴィアさんが乗っているから動けないんだ」

「動けない……？　あっ！」

　遮断されていた回路が繋がったみたいに、オリヴィアさんは俺の上から飛びのいた。

「失礼いたしました！」

「いえいえ、怪我はない？」

「はい……体はなんともございません。し、失礼しますっ！」

　顔を真っ赤にしてオリヴィアさんは走り去ってしまった。ご令嬢は男に触れるなんて経験はなかったのかな？　社交ダンスとかしてそうだけど、それとは別物か……。

　そっとしておいた方がいいだろうと思い、俺は再びステータスボードに意識を戻した。

「えっ!?」

　ルーレットはすでに止まっていた。きっとオリヴィアさんとぶつかった拍子にストップボタンを押してしまったのだろう。そして、ルーレットの数字はなんと最大の36で止まっていた。

「いよっしゃあああっ！」

　思わずガッツポーズをとってしまった。スキルポイントはレベルアップ分と合わせて41もある。これで念願だった『免疫力向上』のスキルを獲得できるぞ。もう病気に怯える日々ともおさらばだ！

　ポイントを６消費して『免疫力向上』を取得した。少しだけ体が元気になっている気がする。気のせいかもしれないけど、精神が上向きになるのはいいことだ。これでさらにゆったりとキャンプライフを楽しむことができるだろう。

　スキルを獲得すると、いつものようにスキルツリーが枝を伸ばした。




『免疫力向上』→　応急手当の知識（２）→　自己治癒力アップ（３）→　回復魔法基礎（７）




　このツリーを究めれば回復魔法まで学べるのか！　そこに到達するには12ポイントも必要だけど、幸いポイントは35も残っている。せっかくだからぜんぶ取得してしまおう。

　ワクワクしながらスキル獲得のボタンを連打して「回復魔法基礎」まで取得した。これで少々の怪我や病気なら対応できるようになったぞ。ただ回復魔法といっても基礎なので、絶大な効果は期待できない。

　包丁で指先を切ってしまったくらいならすぐに治るようだけど、戦闘による大きな裂傷なんかを治すには手間がかかるようだ。

　それに病気に対しても、解熱効果とかウイルスの排出を促すくらいの効果らしい。それでも、あるとないとじゃ大違いだ。

　それに、「回復魔法基礎」から伸びるスキルツリーは新たな可能性を示している。




　レベル10より習得可能

　解毒（８）→　活性化付与（12）　回復魔法中級（14）




　レベルが足りないのでまだ習得はできないけど、どれも必要なスキルばかりだ。可能になったらぜひ修めてみようと思う。

　さて、残りのポイントは23ある。まずは、ずっと必要を感じていたナイフを手に入れてしまうか。『キャンプ飯』と「下処理のプロ」のスキルを持つ者としては必携のアイテムだからね。

　カタログを調べるとナイフというのはピンからキリまであるのだとわかった。とりあえずは３ポイントくらいのものでいいかな。





　万能ナイフ


ドロップポイント。柄にはフェノール樹脂素材を使用。

必要ポイント３








　本当はもっと高級なナイフもあったけど、それはもっと余裕が出てきたら手に入れるとしよう。

　ドロップポイントとはナイフの形状を表している。これは切ることと、皮を剥はぐことに適した形のようだ。

　他にも汎用性の高いユーティリティー、細かい作業をするのに適したケーパーなどがあるそうだ。ゲームなどでよく登場するダガーは突き刺すことが目的で両刃になっている。

「あら、ナイフですか？」

　手に入れたばかりのナイフを確認していたらオリヴィアさんが戻ってきた。興味津々といった目つきで俺の手元を眺めている。

　戦士にしてハンターである彼女にとって、こういった道具は欠かせないものなのかもしれない。まあ、チート技である斬手刀があればナイフなんて必要ないか。切れ味は俺のナイフよりはるかに鋭い。

「今日はポイントをたくさんゲットできたからアイテムと交換したんだ。オリヴィアさんも欲しいものがあったら言ってね。可能なら手に入れるからさ」

「わたくしはなにも。アキトさんに頼ってばかりでは申し訳ないですわ。今日こそ獲物を捕まえてきますので期待してくださいましね」

「そんなに遠慮しなくてもいいんだよ」

「いえ、わたくしも役に立ちたいのです」

「わかった。じゃあ、頑張ってね。それじゃあ今朝は食料ガチャを二回引いてしっかりとした朝ご飯を食べよう」

　食材はジャガイモとバナナが残っていたけど、調味料は塩とバターしかない。同じものを食べていると飽きてしまうので、心のゆとりを大切にすることにした。

「それでは一回目……（ゴクリ）……おおっ！」

「まあ、サンドイッチ？」

　出てきたのはクラブハウスサンドだ。ベーコンやターキー、野菜やチーズがトーストにたっぷりと挟んであり、大きなお皿にはフレンチフライも添えてある。

「これは当たりが出たな。うまい具合に二切れあるから半分に分けて食べられるよ」

「ええ、とっても美味しそうですわ」

　さすがアメリカ生まれの料理だけあってボリューミーだ。諸説あるけど、アメリカのカジノクラブとか将校クラブで生まれたメニューらしい。

「それじゃあ、もう一回」

　今日の俺はついている。次のガチャもいいものが引けるはず！

「あら、なんでしょうこの……樽？」

　出てきたのは円柱状をした紙パックに入ったアイスクリームだった。容量はなんと五リットルもある。本物のバニラビーンズが入った高級アイスクリームのようだけど、二人では到底食べきれる量じゃない。

「まあ、これにはアイスクリームが入っていますの？　甘いものは大好きですが……」

　さすがの聖戦士もこの量には手を出しあぐねるか。きっと業務用の商品なのだろう。

「そうだ、ミニャンたちは食べることが大好きだから、タマさんたちに分けてあげよう」

「それはいい考えでございますわ。でしたら急がないとなりませんわね。この天気ではすぐにとけてしまいそうですもの」

　朝とはいえ季節は夏だ。太陽の下はもうかなり暑い。

「今から行って数十人分を盛り付けていたら完全にとけてしまうかもしれないなあ」

「ごめんなさい。わたくしが氷冷魔法を使えれば……」

「大丈夫、なんとかするよ」

　アイスクリームをご馳走したら、きっとタマさんたちは喜んでくれるだろう。ミニャンたちの笑顔が見られるのならポイントなんて惜しくない。

　俺はカタログをめくってすぐに目当ての物を探し出した。





　クーラーボックス


四十五リットル。保冷力は約三日。

必要ポイント４









　保冷剤（サイズＸＬ）


魔力を流し込むことで急速冷凍。マイナス十五度を七時間キープ。

必要ポイント：１








　どちらもキャンプには欠かせない道具である。ここで取得しておいても損はないだろう。

「オリヴィアさん、これに魔力を注いでもらえる？　保有魔力量は君の方がずっと多いから」

「お任せあれ！」

　お願いするとオリヴィアさんはすぐに保冷剤を凍らせてくれた。キンキンに冷えた保冷材にはもう霜がついている。保冷剤にアイスクリームを挟んで、クーラーボックスに入れた。

「これで一安心だ。先にクラブハウスサンドを食べてからミニャンたちのところへ行こう」

「うふふ、タマさんたちもきっと喜んでくださるでしょうね」

　バナナとクラブハウスサンドで朝食にした。久しぶりにコーヒーが飲みたいな。食料ガチャで引き当てられればいいんだけどね。




　朝ご飯が終わると、すぐにブチさんの家へ行った。ブチさんはデッキの上でくつろいでいて、俺たちを見るとのんびり手と尻尾を振って出迎えてくれた。ゴロゴロと喉を鳴らしているところをみると上機嫌のようだ。きっと美味しい朝ご飯でも食べたのだろう。

「どうした、アキト？　なんだか大きな箱を持ってきたけど」

「これはクーラーボックス。保冷庫みたいなものさ」

「ほほう、中を冷たく保てるニャンね」

「へへへ、これを見てよ。じゃーん！」

　クーラーボックスを開けてアイスクリームの中身を見せたけど、ブチさんの反応は薄い。

「ニャンだ、白い塊のようだけど……」

　ふむ、この島にはアイスクリームがないのか。

「ん～、ミニャン族はアイスクリームが嫌いかな？　ほら、一口味見をしてみて」

　スプーンですくってブチさんに手渡した。

「ん～、これが食べ物ニャのか？　どれどれ……」

　一口食べたブチさんが固まっている。熱いものが苦手なのは知っているけど、冷たいものもだめだったか？

「ブチさん？」

「………………うまいニャあああああああああっ！」

　よかった、やっぱり喜んでくれたか。俺はオリヴィアさんと視線を交わして頷き合った。

「たくさんあるから、ミニャン族のみんなに分けてあげようと思ってきたんだ」

「それはありがたいニャ、さっそくみんなを呼んでくるニャ！」

　ブチさんはいつもの俊敏さで駆けだしていった。

「喜んでもらえたようでよかったですわね」

「ああ、これから忙しくなるぞ」

　ミニャン族は全部で十八人いた。全員が自分の家からお椀とスプーンを持ってきている。

「一列に並ぶニャ。アキトとオリヴィアがアイスクリームを分けてくれるニャ！」

　俺たちはずらりと並んだミニャンたちに手分けしてアイスクリームを盛り付けてやった。ぎこちない手つきながら、オリヴィアさんも頑張ってアイスクリームの盛り付けを楽しんでいる。

「さあどうぞ、とけないうちに召し上がれ」

　笑顔がはじけているなぁ……。きっとこんなことをするのも初めてなのだろう。

「アキト、オリヴィアに見とれてないで早くアイスクリームを盛り付けるニャ！　早くしないととけてしまうニャ！　でも、このとけかけがうまいニャー」

「見とれてなんてないぞ！」

　ぼんやりしていたらブチさんに急かされてしまった。危ない、危ない。誤解を招く行動は慎まないとね……。

　アイスクリームを手に入れるとミニャンたちはみな無言になり、夢中になってスプーンを動かし始めた。

「オリヴィアさん、みんなに行き渡ったようだから俺たちも食べようよ」

　高い位置までのぼった太陽が容赦なく地上に紫外線を降り注いでいる。今日も厳しい暑さになりそうだ。だけど、アイスクリームを食べる俺たちの口元からは幸せの笑みがこぼれていた。

「美味いニャ！　こんなにうまいものは初めてニャ。アキト、お前を見直したニャ」

　タマさんがお代わりを要求しながら褒めてくれた。他のミニャンたちの評判も最上である。

「美味すぎるニャ。夏は毎日食べたいニャ」

「ごめんよ、たまたま手に入れて持ってきたから、同じものは作れないんだ」

「それでも、うれしいニャ。夏バテした体に力が湧いてくるニャ」

「そうニャ、アキトはミニャンの救いの神ニャ！」

「英雄ニャ！」

「アキトの銅像を村の真ん中に建てるニャ！」

　アイスクリームくらいでそこまで？

「恥ずかしいから止めてよね。そんなことをしてくれなくても、美味しいものがたくさん手に入ったらまた持ってくるよ。それと、砂糖と牛乳と卵があればアイスクリームは作れるからね」

「本当かニャ!?」

　ブチさんが異様に興奮している。そんなに食べたいんだね。

　ギアカタログの中にアイスクリームボールというものがあったはずだ。一見するとただのゴムボールなんだけど、内部は二重構造になっている。保冷剤に包まれた内部にアイスクリームの材料を入れて転がせば、遊んでいるうちにアイスクリームができてしまうというアイテムだ。

　ポイントは５も必要だけど、ミニャンたちがこんなに喜んでくれるのならプレゼントしてもいいな。それに玉遊びはミニャンたちによく似合う。

「でも、牛乳や卵がないと作れないよ」

「牛はいないけどヤギならいるニャ」

　集落から少し離れた場所に放牧地があるそうだ。

「うん、ヤギの乳でもアイスクリームはできるね」

「問題は卵ニャけど、あいつらの卵をとってくれば……」

「まさかアルバトの卵!?」

　そんなもの食べたくないぞ。

「違うニャ！　いくらなんでもそんなことはしないニャ！」

「それを聞いて安心したよ。じゃあ鶏がいるんだね」

「ニワトリはいないニャ」

「じゃあ、なんの卵さ？」

「ロックだニャ」

　ロック……、嫌な予感がする。

「それはどういった鳥？」

「体長が十二メートルにもなる巨大な怪鳥ニャ。ここから一〇キロほど離れた岩の島に春になると産卵に来るニャ」

「そんな鳥の卵をどうやって取ってくるつもりだよ？」

「もちろん盗むニャ！　見つかったら命はにゃいニャ」

「命を懸けるほどの価値があるのか？」

「アイスクリームのためニャ！　仕方ないニャ！」

　ブチさん以外のミニャンたちも一様にウンウンと頷いている。そこまで気に入っちゃったの？　ひょっとして俺、罪なことをしたか？

　呆れて見ていると、オリヴィアさんが声をかけてきた。

「アキトさん、ロックを捕まえて焼き鳥にしましょう！」

「はっ？」

「ロックの肉は美味しいのですよ」

「そうなの？」

「ロックは草食ですが、穀物を奪うために人間を襲うのです。それで騎士団にいた頃に討伐したことがございますのよ。三体くらいならわたくし一人でも討伐できますわ」

　それってすごすぎない？　しかし、本当にこの世界は弱肉強食なんだなぁ……。
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「偉いぞ、オリヴィア！　見事ロックを討ち取ったら、オリヴィアの銅像も建てるニャン」

「それくらいのことで銅像だなんて大袈裟ですわ。ロックを狩れたら焼き鳥＆アイスクリームパーティーを開きましょうね」

「いいニャ！　いいニャ！」

　なんだか盛り上がっているけど大丈夫か？

　アイスクリームのお礼にとミニャンからヤギ乳をもらった。クーラーボックスで冷やしておいて明日の朝にでも飲むとしよう。

　ところで、ミニャンたちは本当に俺とオリヴィアさんの像を建ててくれた。といっても銅像ではなく粘土でできた胸像だったけどね。

　出来栄えは……微妙だった。俺もオリヴィアさんも猫っぽくなっていたからね。オリヴィアさんの猫耳はかわいかったけど、俺に猫ヒゲは似合わなかったな。それなりにかわいくなっていたからよしとするか。

　雨が降ったら像はぐずぐずにとけて流れてしまったけど、それくらいでちょうどいいのだろう。誇るほどの栄光じゃない。




　午後になるとオリヴィアさんはいつものように狩りへと出かけた。

「期待していてくださいませ」

　と言われたけど、それはどうだろう？　今日も聖獣に出会って終わりじゃないのかな。それでもいいや、ポイントはまだ13も残っている。新しいスキルを習得したって食料ガチャを回す余裕はあるだろう。

　まずはベーシックスキルを進めたいけど「可食判定」も取っておきたいなあ……。ベーシックスキルの残りは『移動魔法・初歩』（８）と『次元収納』（12）だ。

　残りポイントを考慮すれば『移動魔法・初歩』と「可食判定」を覚えるのがいいだろう。これなら必要合計ポイントは11で済む。本当は釣竿も欲しかったけど、それは明日以降にしよう。

　最初に『移動魔法・初歩』を習得した。こちらは半径五キロ以内であれば、『ベースキャンプの祝福』をした地に戻ってこられるというものだ。

　しかもポイントは五つまで登録できるので、ミニャン族の集落、青の滝、狼煙を焚く砂浜などを設定しておくと便利だろう。ただ、使用は屋外のみ、同行者は一名という制限がつく。

　これがあればロックの卵を盗むのも楽になるんじゃないか？　でも、ミニャンとオリヴィアさんは焼き鳥＆アイスクリーム祭りにこだわっているから、俺の提案は却下されそうだな。ドリルレディーはあくまでもロックを狩ることにこだわっている……。

　移動魔法を習得したところでスキルツリーはまた伸びた。




　移動魔法・初級（５）→　移動魔法・中級（10）→　移動魔法・上級（15）→　移動魔法・特級（20）→　移動魔法ＥＸ（80）




　等級が上がるたびに距離が延び、登録ポイントが増える仕様になっている。初級になれば屋外制限が外れ、同行できる人数も増えるのか。これはこれで便利そうだな。

　次は「可食判定」を習得した。これさえあれば食料事情の改善が大いに期待できる。釣った魚だって安心して食べられるぞ。

　これまでも釣りのチャンスはあったけど、フグみたいに毒があると困るからうかつに手を出せなかったのだ。だけどそんな心配はもういらない。




　それに「可食判定」はなにも魚に限ったことじゃない。あらゆる動植物に対して食べられるかどうかがわかるのだ。さっそく使ってみたくなったので、ナイフだけを持って出かけることにした。




　人間が食べられるものは意外と多い。たとえば虫。昔の人はけっこう虫を食べていたらしい。地域によっては今でもイナゴを佃煮にしたり、蜂の子（幼虫）を食べたりするそうだ。きっと美味しいから飽食の時代でも廃すたれることなく残っているのだろう。

　プライベートブランドを扱う大手雑貨店でもコオロギを使ったスナックやチョコレートなんかが売られていたりする。良質なタンパク質が得られるそうだ。

　こうやって自然を観察していると食べられる虫というのはけっこうたくさん存在している。ただ、美味しいかと言われれば微妙だし、やはり虫を食べるのには抵抗があるというのが俺の本音だ。

　でも慣れてしまえば平気になるのだろうか？　オリヴィアさんは案外平気で食べてしまいそうな気がする。ドリルお嬢の適応力には侮れないものがあるのだ。




　浜辺までやってくるとアルバトが三羽いた。俺の方をバカにした目つきで見ながら声をかけてくる。

「ザーコ、なにをやっているんだ？　フナムシでも食べる気か？」

　フナムシを食べてもお腹を壊したりはしないみたいだけど、かなり不味いらしい。とてもじゃないけど食べる気にはならない。

「そんなわけないだろう。貝とかカニを採りに来たんだよ」

「へっ、ここら辺の貝やカニは毒を持っているぞ。せいぜい気を付けな、ザーコ」

　たぶん嘘だと思うけど、そうやって俺を怖がらせようという魂胆だろう。つくづくアルバトは性格が悪い。

「なにが食べられて、なにが食べられないかはスキルでわかるから大きなお世話だよ」

「ケッ、ザーコ！」

　アルバトは悔しそうに大きなくちばしを開いた。

「あれ……、君たち……」

「な、なんだよ、ザーコ……」

　じっと見つめるとアルバトたちはたじろいだ。「可食判定」を使うと、俺の目は緑色に輝くので恐怖を覚えたのだろう。

「君たちの肉は美味しくないみたいだけど、卵は美味なようだねぇ……」

　なるべくねちっこい声を作って言ってやった。

「く、食う気か！　お、俺たちは聖獣だぞ、ザーコ！」

　うん、ビビってる、ビビってる。

「アハハ、冗談だよ。食べるわけないさ」

「クソ、うすらボケ人間が！　ザーコ、ザーコ！」

　悪態をつくとアルバトは逃げるように西の空へと飛んでいってしまった。散々バカにされてきたから一いっ矢し報いた感じだな。あいつら、人のことは平気でおちょくるのに、自分がおちょくられると切れるんだなあ。そういうところは人間と一緒か……。

　海は今日も雄大だった。波も穏やかで、ぺったりとした水面が静かに隆起と沈降を繰り返している。きらめく波間に小魚たちが跳ねているのが見えた。きっと大きな魚に追われているのだろう。

　俺は絶景を楽しみながら、貝やカニを拾って歩いた。




　日が西の空にだいぶ傾いた頃、疲れた顔のオリヴィアさんが帰ってきた。手に獲物はなく、今日の狩りも失敗だったようだ。優しく慰めるべきか、知らないふりをするべきか……。

「面目次第もございません。今日も獲物を捕まえられませんでした」

　オリヴィアさんはまたもやしょんぼりと項垂れている。生真面目な人だから、見ていて痛々しいほど反省してしまうのだ。

「仕方ないよ。狩りは難しいものなんだろう？」

「いえ、今日は邪魔が入ってしまいまして」

「アルバトに意地悪でもされた？」

「そうではございません。変な猿にです」

「猿ぅ？」

「森で大きなムクドリを見つけたのです。聖獣ではございませんでした。やっとまともな獲物がいたと思い、石で狙いをつけていたら横槍を入れられたのでございます」

　オリヴィアさんの邪魔をするとは命知らずな……。

「その猿は聖獣のようで人間の言葉を喋りました。ですが粗暴で、そのムクドリは俺様が先に見つけたのだ、セイテンタイセイ様の獲物を横取りするとはいい度胸だな！　と、こうでした」

　せ、斉天大聖？

「そして、いきなり鉄棒で襲い掛かってきたのです。わたくしもついカッとなって応戦しました。頭に鉄の輪っかをはめた態度の大きな猿でして……」

　それって孫悟空的なやつ！

「わたくしも腕には少々の自信はあったのですが、けっきょく先ほどまで勝負はつかず……」

「それで、どうなったの？」

「和解いたしました。猿はカラカラと笑って、なかなかの腕でござるな、姉上。と言ってきました」

「姉上!?」

「はあ、なんだかよくわからないまま義ぎ姉弟きょうだいにさせられてしまいましたの」

　それは、それは……。

「それで、そのお猿さんは？」

「雲に乗って空の向こうへ飛んでいってしまいましたわ」

　もう間違いないな。

「残念なことをしたね」

「なにがですか？」

「雲に乗せてもらえれば、ご実家に帰れたじゃない」

「あっ、そうでした。あまりのことにあっけにとられてしまって、言い出す機会もなかったものですから。そうですね、残念なことをいたしました……」

　どうしてだろう、オリヴィアさんは残念がっていないような気がしてしまうんだけど……。

　夕飯用に食料ガチャを引くと長いバゲット（フランスパン）が出てきた。かなり大きいから三食分くらいにはなりそうだ。

「ミニャンたちにもらったニンニクとバターが残っているから、ガーリックバゲットを作ろう」

「やりましょう！　なにから切りますか？」

　オリヴィアさんの手が青いオーラを放って、すでに斬手刀の構えである。かなりの意気込みを感じるぞ。

「じゃあ、バゲットをスライスしてよ。厚みはこれくらいで、八切れお願いするね」

　ドリル令嬢がパンをスライスしている間に、俺はニンニクのみじん切りだ。『キャンプ飯』のスキルが利いて、今日もナイフ捌きは絶好調である。

「バゲットが切れましたよ。次はなにをしますか？」

「フライパンを温めて、バターを焦がさないようにとかして」

「承知いたしましたわ」

　オリヴィアさんも料理に慣れてきたな。以前のように恐こわ々ごわ道具を扱っている気配はない。とけたバターにニンニクのみじん切りを入れた。

「ああ、いい匂いがいたしますわ。でも、バターはこれでなくなってしまいましたわね」

「またなにかと交換してもらえばいいさ」

　ミニャンたちはヤギのミルクでバターを作っているそうだ。珍しい食べ物が出たらきっと交換してくれるだろう。

「バターにニンニクの香りが移ったら、その上にバゲットを並べて焼くんだよ」

「こうですか？」

「いいね。火加減に気を付けて、表面がカリッときつね色になるまで焼いてね」

「ああ、待ち遠しいですわね」

　夕飯はカニと貝と野菜のスープにガーリックバゲットとなった。

「このハーブがアクセントになっていますわ。ミニャンにもらいましたの？」

「違うよ。森の中で見つけたんだ。新しく「可食判定」ってスキルを身につけたおかげさ」

「キャンパーというのは本当に生きる力が逞たくましいのですね。それだけに自由な感じがいたします。憧れてしまいますわ……」

「そうかな？」

　ブラブラしているだけで食べられるものを見つけられるんだから、順応力は高いだろうな。オリヴィアさんと美味しい夕飯を楽しんだ。











オリヴィアの日記　６




　新月の時期が終わり、月が大きくなってきました。今夜は明るい月が夜のマーベル島を照らしています。おかげでわたくしの恐怖も薄れていますが、それは月が明るいからだけじゃなく、隣にアキトさんがいてくれるからなのでしょう。

　今夜はアキトさんと月の海岸を散歩しました。白い砂浜が銀色に輝いて幻想的な光景です。波音を聞きながら歩く浜辺のなんと心地のよいことか……。

　本日は久しぶりに全力で体を動かしたので、身も心もスッキリしています。その意味では、あのお猿さんには感謝しなくてはなりませんね。

　でも、わたくしの打ち込みを再三払ってしまうとは、油断のできない相手でございます。あれだけ剛の者は騎士団の中にもいませんでした。

「そろそろ師し父ふのもとに帰らないと緊きん箍こ児じ呪じゅを唱えられてしまう。お別れの時間でござる、怒ド李リ瑠ル公こう主しゅ」

　と怯えていましたが、キンコジジュとはなんだったのでしょうか？　それにドリルコウシュとはわたくしのことでしょうか？　外国の言葉はよくわかりません。

　あれのお師匠様ともなると、わたくしなどでは到底敵かなわないほどの達人なのでしょう。いつか一手御指南を受けたいものでございます。

　隣を歩いていたアキトさんが、わたくしに気を遣ってランタンで足元を照らしてくださいました。アキトさんはとても優しい方です。ニッサル殿下もアキトさんくらい優しい方ならよいのですが……。

　いけませんね。婚約者と他の殿方を比べるなんて、してはならないことです。

　わたくしはここで幸せに浸っている暇はありません。早く戻って婚姻の手続きを再開しなければなりません。さもないと、ニッサル殿下からハッフルパイモン家にいただける結納金の話も流れてしまうかもしれないのです。

　そんなことになれば、お父さまやお母さまはまたもや金策にご苦労なさるでしょう。それだけは避けなければなりません。

　散歩の帰りはアキトさんが新たに習得された移動魔法を使いました。空間系の魔法まで使いこなすとは、キャンパーというのは実に有能なジョブでございます。

　移動魔法を使うに際して、同行者は手を繋がなくてはならないと言われて、心臓の音を聞かれてしまうのではないかと心配するくらいドキドキしました。ダンスなどで殿方に触れることはございましたが、アキトさんと手を繋ぐのは初めてのこと……。

　アキトさんは新しい魔法を試したかっただけのようでしたが、わたくしとしましては本当にびっくりいたしました。手を繋ぐのなら事前に言っておいてほしかったですわ。そうしたら念入りに洗っておきましたのに。突然言われて、本当に焦りました。

　でも……、有あり体ていに言えば、わたくしは浮かれておりました。アキトさんの温かさが指から伝わってきただけで、全身がカッと熱くなって、まともにものを考えられなくなってしまったのです。この気持ちを具体的に書き残すことに躊躇ためらいを覚えます。

　ただ、それもこれも船が来るまでのことです。いずれはアキトさんともお別れしなければなりません。そうなれば、二度とお会いすることもないでしょう。近頃のわたくしはこのように喜びと悲しみの狭間にあって、気がつけば途方に暮れているのです。












七話　洞窟探索




　目覚めると青い顔をしたオリヴィアさんが俺を見つめていた。

「おはよう。え、眠れなかったの？」

　オリヴィアさんの目の下にはくっきりとくまが浮かんでいる。

「はい、来し方行く末を考えていたら、あまり……」

「それは大変だったね」

「他人事みたいにおっしゃるのね……」

「へっ？」

「昨夜、わたくしにあんなことをしておいて」

　少しむくれているみたいだけど、まったく身に覚えがないぞ。昨日もいつも通りに一日が過ぎていったはずだ。大きな変化と言えばアイスクリームと移動魔法くらいか？

「もうけっこうです。それよりも一つお願いがあるのですが……」

　強引に話題を変えると、オリヴィアさんはランタンを貸してほしいと言ってきた。

「かまわないけど、どうするの？　泊まりがけでどこかに行くとか？」

「そうではありません。毎日狩りをしているのに成果が出ないので、洞窟へ行ってみようと考えているのです」

「洞窟へ!?　でも、あそこは暗いから……」

『ざらき駅』から洞窟を通ってここまで歩いてきたけど、光源は一つもなかったぞ。スマートフォンの灯りを頼りにようやく出てこられたのだ。暗闇が苦手なオリヴィアさんでは前に進むこともできないんじゃないか？

「ミニャンたちの話では、ところどころ光の射す場所もあるようです。いつも頼ってばかりですから、わたくしだってアキトさんのお役に立ちたいのです」

「そんなこと気にしなくても」

「気にしますよ！　それに、タマさんはアンデッド系の魔物は見たことがないとおっしゃっていましたから……」

　アンデッド系がどうしたのだろう？

「オリヴィアさんってアンデッド系が苦手なの？　ゾンビとか？」

「ひっ！」

　ゾンビという単語を聞いただけでオリヴィアさんはビクリと体を震わせた。目を見開き、体を硬直させた姿はただ事じゃないぞ。

「うっ……、そ、そうです。聖戦士のくせにおかしいとお思いになるでしょうが……」

「そんなことは思わないよ。誰にだって苦手はあるさ。ちなみに俺はカマキリが苦手なんだ」

「まあ、カマキリが？　あんなに小さいのに」

「あの三角の頭を見ていると震えがくるんだよ。自分でもどうしてかはわからないけどね」

　打ち明け話をしたらオリヴィアさんの表情が少し和らいだ。

「アキトさんはもっと泰たい然ぜん自じ若じゃくとしていらっしゃると思ったら、小さな虫が苦手だなんて」

「そんなもんだよ。だからオリヴィアさんも気にしない方がいいよ」

「いえ、わたくしは罪を犯してしまったのです。ですから気にしないわけにはまいりません」

「罪って、なにを？」

「…………」

　教えてくれないか。オリヴィアさんが犯罪者だとは思えないけど、きっとなにか大変なことがあったのだろう。

「とにかく、洞窟へ行くのなら俺も行くよ」

「アキトさんも？」

　オリヴィアさんは俺なんかよりずっと強いけど、万が一アンデッド系が出てきたときのことを考えれば心配だ。ゾンビに過剰反応していたところをみると、動けなくなってしまう恐れだってある。こんな俺でもいないよりは力になれるだろう。

「ちょっと興味があるから、俺も行ってみたいんだ」

　気を遣わせないようにそう言ったのだが、オリヴィアさんは申し訳なさそうな顔になってしまった。

「これ以上優しくしないでください。そんなにしていただいても、わたくしはアキトさんに報いる術がございません」

「俺が好きでやっているんだから報いる必要なんてないよ。君が家に帰れるまで手伝うって決めたんだ。それに、俺も洞窟には興味があるんだ。ひょっとしたら俺がいた世界へ戻れるかもしれないからさ」

　オリヴィアさんが島を離れたら、俺も日本へ帰るかもしれない……。

「だけど洞窟へ行くのは一日だけ待ってね。いろいろと準備があるから」

　行くとなれば万全の態勢で臨みたい。１ポイント残して日付をまたいだので、ポイントは６ある。だが、アイテムを用意してスキルを強化するには到底足りないだろう。明日はレベルが上がるのでポイントルーレットを引けるから、それに賭けよう。

「では、本日はどういたしましょうか？」

「洞窟へ行く前にミニャンのところに寄っていこうよ。いろいろと情報を教えてもらうんだ」

「そうですわね。タマさんとブチさんに道順などを聞いておくのがいいでしょう」

　朝食を済ませた俺たちはブチさんの家へ向かった。




　玄関前のポーチでブチさんとタマさんがお茶を飲んでいた。この二人はいつものんびりしている。キャンパーとして、この生活態度は見習いたいものだ。

「どうしたアキト、また美味いものでも持ってきてくれたかニャ？」

「違うよ、タマさん。こんど洞窟へ行くから、詳しい話を訊きに来たんだ」

「洞窟か！　あそこに生えているケーブマッシュルームは最高ニャ、ぜひ採ってくるニャ。それからサーベルボアの肉は美味いニャ。強力な魔物だけど命懸けで獲ってくる価値はあるニャ。サーベルボアのソーセージが作れるニャ！　アキトたちにも食べさせてやるから頼むニャ！」

　食べることとなるとタマさんは張り切る。洞窟へ行くと聞いて一気にまくし立ててきた。

「わかった、わかった。そういう情報もありがたいけど、どうせなら道順とかも教えてよ」

「道順？　そんなものは知らないニャ。タマは賢いから迷わないニャ。迷子猫にはならないニャ」

　本当かと疑っていたらブチさんがクックッと笑いを漏らしている。

「よく言うニャ。タマは先日も迷子になったニャ。もう少しで捜索隊が編成されるところだったニャン」

「ニャニャア！　あれは違うニャ。タマは迷子にニャってニャい！　散歩をしていただけニャ！」

「わかったから爪を立てるニャ！」

　ブチさんはタマさんを宥めてから俺たちに向き合った。

「洞窟は迷いやすいからあまり奥には行かないことニャよ。入口から遠くないところでもキノコや魔光石が採れる。どうしても狩りをしたかったら招き猫の先に行くニャ」

「招き猫？」

「洞窟の通路に置いてある目印の像だニャ。ここから先は危険という意味で置いてあるニャ。招き猫には番号が振ってあるから、それを頼りにするといいニャ。番号が大きくなるほど危険度も上がるニャ」

「わかったよ、ブチさん」

　現存する番号は七番までだそうだ。

「それから、魔光石を見つけたら持って帰ってくるニャン。珍しい食べ物や道具と交換してもらえるニャンよ」

　魔光石は無色透明、緑、青、赤、黄などがあり、ブルーがかった無色透明がいちばん珍重されるそうだ。

「そんなに簡単に見つかるものなの？」

「ここの洞窟は特別みたいで結構な確率で落ちているニャ。魔素が結晶化しやすいのかもしれニャいニャンね」

　他所ではそうはならないらしい。だからこそ、こんな絶海の孤島まで人間が船でやってくるのだ。ミニャンたちは食料を得るために魔光石がどこで採れるのかは内緒にしているとのことだった。

「もしサーベルボアの肉が手に入ったら持ってきておくれニャ。ニャンでも好きなものと交換するからニャ」

「うん、見つけたら必ず分けてあげるからね」

　タマさんとブチさんが紅茶を淹れてくれたので、洞窟のことをいろいろ聞きながらご馳走になった。




　洞窟へ向かう日になった。ポイントは持ち越し分の６に加えて天賦の才が５でトータル11になっている。問題はポイントルーレットだったけど、こちらは21を出すことができた。

「トータルで32ポイントか、悪くない」

　まずはカタログを開いて絶対に必要だと思ったこのギアを手に入れた。





　ヘッドランプ


輝度：最大で三万五千ルーメン、照射距離：最大約五〇〇メートル。

連続使用時間はおよそ五時間。完全防水。魔力充填式。

必要ポイント４








　こちらのアイテムは二つ手に入れた。８ポイントも使ってしまったけど、光源を確保したまま両手を自由にするにはこれしかない。

　道具はひとまずこれでよしとして、残りの24ポイントはスキルに振っていくとしよう。ひょっとしたら食材を確保できないかもしれないけど、バゲットの残りと水はある。多少の空腹を心配するより、生き延びられるようにする方が大切だ。

　すぐ役に立ちそうなのは『ベースキャンプの祝福』から派生する防御系と『キャンプ道具の応用』から派生する攻撃系のスキルだ。

　防御系は「マジックシールド（小）」（３）から始まって「マジックシールド（大）」（４）、「マジックウォール」（６）と繋がっていく。

　一方攻撃系は「バトルアックスの基礎」（２）から「パワーショット」（３）、「アックスファイター」（５）となる。

　まずは攻撃系を「アックスファイター」まで究めてしまうか。ぜんぶ習得しても必要ポイントは10だから問題はなさそうだ。

　ステータスボードのボタンを連打して攻撃系をすべて習得した。「アックスファイター」まで究めたところでツリーがまたもや枝を伸ばす。




　トマホークブーメラン（５）→　ダブルトマホークブーメラン（７）→

　斬岩戦斧（12）　すべてレベル10以上で習得可能。




　今度出てきたのは斧を使った技のようだ。トマホーク（手斧）を投げつける技みたいだな。魔力を使って威力を上げたり、命中補正もされたりするようだ。今回の探索で身につけておきたいけど、学べるのはレベル10以上になっている。

　残りポイントは14あるので、次は防御系を身につけていこう。防御系をぜんぶ習得するにしても必要なポイントは13で足りている。

　ただ、「移動魔法・初級」（５）も気になるんだよね。初級を習得すれば屋内で使えないという制限がなくなり、移動距離も半径一〇キロに延びる。いざというときは魔法で洞窟から脱出も可能だ。

　よし、防御系は「マジックシールド（小）」（３）と「マジックシールド（大）」（４）だけ習得して、「移動魔法・初級」（５）にポイントを振ろう。これでトータル必要ポイントは12で２ポイント余るぞ。こちらはなにかあったときのために取っておけばいい。

　俺なりに考えてポイントを割り振った。さっそく習得したスキルを試してみるか。まずは攻撃系の「バトルアックスの基礎」と「パワーショット」、「アックスファイター」だ。手持ちのアックスを持って素振りをしてみた。

　ビュンッ！　ビュンッ！

　俺の動きに合わせて重いアックスが唸りを上げる。これがヒットすればかなりの打撃になるだろう。体とアックスが円の動きを取り入れて加速していく。

「あら、アキトさんはいつの間にそのような技を？」

「さっき、スキルを習得したんだ」

「すごい、まるで昔から鍛錬に励んでいたような動きですわ」

　そうだよなぁ……、はっきりいってチートスキルだと思う。

「少し手合わせしてみましょうか？」

「オリヴィアさんと」

「いくら動きを習得したとしても、いきなり実戦というのは危険ですよ。訓練で実際の距離感を確認するのは大切ですわ」

　戦闘のプロだったオリヴィアさんが言うのだ、素直に言うことを聞いておこう。

「じゃあ、よろしくお願いします」

「わかりました、どうぞお好きに打ち込んできてください」

　オリヴィアさんの目がすっと細くなり、片手に持った枝が中段の辺りに上げられた。

「うっ……」

　好きに打ち込んでこいと言われたけど、隙なんてどこにもないじゃないか！　さすがは聖戦士のジョブ持ちだけはある……。

　と、オリヴィアさんの持つ枝の切っ先が僅わずかに下がった。わざと隙を作ってくれたのだろう。だけど、俺が持っているのは金属製の鋭いアックスだ。本当に斬りかかって大丈夫か？

「心配はいりません。存分にきてください！」

　そこまで言われたらやるしかないか。オリヴィアさんを信じてみよう。俺はアックスを振り上げ、先端が弧を描くように振り下ろした。

「フンスッ！」

　聞きなれたお嬢の気合と共にアックスの側面を枝で叩かれた。軌道が逸れてアックスは大地にめり込みそうになる。だけど「アックスファイター」のスキルは伊達じゃない。俺はそこから足を踏み出し、軌道を円循環させて連撃に持っていく。

「フンッ！」

　さすがはお嬢、この連撃も軽く避けるか！　だけど、俺のターンはまだ終わらないぞ。

「うりゃあっ！」

　側面に回り込みさらなる攻撃を仕掛ける。だけどお嬢はそれもわかっていて、俺が攻撃しやすい位置にあえて足を運んでくれた。そうやって正しい踏み込み方をレクチャーしてくれているのだ。

　楽しい！

　それが正直な感想だった。オリヴィアさんは目線、呼吸、動きを使って、俺に最適な足捌きを教えてくれているのだ。例えるのなら、それはダンスのレッスンを受けているみたいな感覚だった。

　二人の呼吸がピタリと合い、動きがシンクロしていく。

「そこまでっ！」

　一連の足捌きを終えると、オリヴィアさんは稽古をいったん止めた。

「なかなかのものですわ。こんなスキルをいきなり身につけられるだなんて、キャンパーというのは本当に万能なのですね」

　そうかもしれないなぁ。

「オリヴィアさん、もう少し稽古をつけてもらってもいいかな？　なんだか楽しくなってきちゃって」

　お願いするとオリヴィアさんは輝くような笑顔になった。

「こんなことでよければいくらでもお付き合いいたしますわよっ！」

　お嬢のドリルがイキイキと跳ねていた。




　洞窟は緩やかな斜面を少し上がった、山の断崖に穿うがたれていた。周囲には黒い岩がゴツゴツしていて不気味な雰囲気が漂っている。

「我ながらよくこんなところを通ってきたもんだな。オリヴィアさん、平気？」

　入口から見る洞窟の奥は真っ暗で、その先になにがあるかはまったくわからない。オリヴィアさんは小さく震えていたけど、気丈にも明るい声を出した。

「これくらいどうということもございませんわ。さあ、参りましょう。今日こそは美味しい焙り肉を食べさせて差し上げますからね」

「入る前に先ほど渡したヘッドランプをつけよう」

　ボタンを押すと三万五千ルーメンの明かりが洞窟の地面を照らし出した。

「まあ、ずいぶんと明るいのですね」

「うん、強力なやつを選んだんだ。これならオリヴィアさんも平気だろう？」

　二つのヘッドランプが重なり洞窟はいつになく明るく照らし出されている。

「最初の道を左に曲がる……と」

　俺は元の世界から持参した手帳にルートを書き込んでいく。

「アキトさん、あそこに猫の像がございますわ」

　前を歩くオリヴィアさんが招き猫を見つけた。俺が知っている日本の招き猫より胴体が長い。愛嬌のある顔はなんとなくブチさんに似ている。

「お腹には１と書いてありますわね」

「これが最初の招き猫か。ここを越えると危険だけど、魔光石やケーブマッシュルームを見つけられる確率は上がるんだよね」

「はい、ブチさんはそうおっしゃっていましたわ。３の招き猫のところまでは出現する魔物も強力ではないそうです。油断は禁物ですが」

「時間はたっぷりあるんだ。焦らず慎重に行こう」

　いつ魔物にエンカウントしてもいいように探索速度は極力ゆっくりだ。一歩ずつ慎重に、上下左右を確認しながら洞窟を進む。黒い岩が折り重なり、無数の影が俺たちの方向感覚を狂わせていた。

「アキトさん、今、なにかが光りませんでしたか？」

　オリヴィアさんに指摘されて目をこらす。何度か横に動いて光を当てる角度を変えると、きらりと光るものを見つけることができた。俺たちは周囲を警戒しながら光の元をさぐった。

「これがブチさんの言っていた魔光石だな。色は黄色か……」

　魔光石の中ではいちばんランクが低く、買い取り価格も下がるそうだ。これはカボチャの種くらいの大きさがあるけど資産価値はどのくらいなんだろう？　こんなに簡単に見つかるのだからたいした価値はないのかな。

「なんだかひまわりみたいな色でかわいいよね」

「ええ、髪留めにつけたら映えそうですわ」

「じゃあ、これはオリヴィアさんが持っていてよ」

　俺は地面から魔光石を拾い上げてオリヴィアさんに渡した。

「わたくしがもらってよろしいのですか？」

「オリヴィアさんが見つけたんだから当然さ。それに俺が持っていても仕方がないからね」

　宝石を身につけるようなお上品な暮らしには縁がない。

「では遠慮なく」

　オリヴィアさんは嬉しそうにヘッドランプの明かりに魔光石を当ててきらめきを楽しんでいた。元気なビタミンカラーはオリヴィアさんによく似合う。モノなんて、それにふさわしい人が所有すればいいのだ。

　さらに奥に進むと２の文字が書かれた招き猫が見つかった。ここでは洞窟の天井に穴が開いていて、太陽の光がこぼれている。ヘッドランプのおかげで暗闇は振り払われていたけど、やはり太陽光にはかなわない。オリヴィアさんの表情もさらに和らいでいた。

「少し休んでいこうか」

「そういたしましょう。っ！」

　不意にオリヴィアさんが身構えた。

「岩陰になにかいます、気を付けて！」

　ついに魔物が現れたか！　回り込んでヘッドランプの光を浴びせると、体長が二メートルくらいある巨大なムカデが潜んでいた。俺はアックスの柄を握り直す。

「アキトさんは下がっていてください。これはわたくしが仕留めます！」

「わかった」

　防御を固めて斜め後ろで待機した。ムカデがいつこちらに向かってきてもいいように警戒だけは怠らない。

「覚悟！」

　短い発声と共にドリル令嬢は力強く踏み込んだ。その衝撃に地面が揺れたくらいだ。残像を残した打ち込みは鋭く、巨大ムカデは毒牙を開くことさえできずに頭部を打ち据えられていた。もちろん即死である。

「ふぅ……、撃破でございますわ」

「華麗だ……」

　戦闘系のスキルを習得したおかげで武術への理解が深まっている。そうした目でお嬢の動きを改めて見ると、無駄が一切ないことに圧倒されるのだ。この人は本当にすごい。

「しっかし、大きなムカデだなぁ」

「これがムカデですか！　書物で名前は知っておりましたが見るのは初めてですわ。足がウネウネしていて、なんだかグロテスクですわね」

「うん、でもムカデはすりつぶして生薬にされるなんてことを聞いたことがあるよ」

　たしか漢方薬などにあったはずだ。

「まあ、これがお薬に？」

「なんに効くかまでは覚えていないけどね」

　う～ん、ムカデが薬になるのなら、ひょっとしたらこいつも食べられるのか？　試しに可食判定を使ってみよう。





　名称：マーベル大ムカデ　〇条件付きで可食〇


タンパク質由来の神経毒があるため過熱が必要。

茹でれば海老のような食感があって非常に美味。








「うわあ……」

「どうかなさいました？」

「いやね、可食判定を使ってみたら、こいつは食べられることがわかったんだ。しかもそうとう美味いらしい」

「えっ……」

　お嬢のドリルがピーンと伸びきって、単なる棒になっている。よほどショックなことらしい。

「安心して、俺も食べたいとは思わないから」

「本当ですか？」

　そんな泣きそうな顔をしなくても大丈夫だよ。

「ああ、よほど飢えていたらわかんないけど、とりあえず今は食べたくないもん」

「よかったです」

　本音を言えば少しだけ試したい気持ちもあったんだけど、無理をすることもないだろう。

「ところでアキトさん、ムカデのいる場所にはケーブマッシュルームが生えているとタマさんが言っていましたわ」

　そういえばそんなアドバイスをもらったな。たくさん採って持ってきてくれとも頼まれている。ムカデを解体するよりはキノコを探す方が楽しそうだ。

「よし、探してみよう」

　俺たちは並んで歩きながら通路の隅々を調べた。

「アキトさん、ここ！　見てください」

「おお、これはまさにマッシュルーム」

　ランタンの光が照らし出した壁際に丸いキノコがたくさん生えていた。見た目は俺が知っているマッシュルームにそっくりだ。びっちりとまとまっていて、三十個くらいはありそうだった。

「これがケーブマッシュルームでしょうか？」

「よし、可食判定で調べてみよう」





　名称：ケーブマッシュルーム　◎可食◎


香り高く美味。

炒めて食べてもよし、生のままサラダのように食べてもよい。








「間違いない、これみたいだよ」

「初めてのキノコ狩りですわ。張り切って採りますわよ」

　オリヴィアさんは嬉々としてマッシュルームを収穫しだした。俺も隣にしゃがんでそれを手伝う。

「これだけあったら、ブチさんがベーコンと交換してくれるかもしれないな。そしたら、マッシュルームとベーコンの炒め物を作ろう」

「まあ、それは美味しそうですわね。もっと収穫するためにあちらの方も探してみましょう」

　そう言ってオリヴィアさんがランタンの光を向けたときだった。

「あれ、今なにか光らなかった？」

「そうですか？」

「うん、確かに光ったよ。たぶんこっち」

　おそらく天上の穴から入り込んだのだろう、ここの床には濡れた落ち葉が積もっている。光はその落ち葉の中で一瞬だけ光ったのだ。

「たぶんこの辺だと思ったんだけどなあ……」

　足で落ち葉をかき分けながらライトを当てる。そのとき俺の足がなにか硬いものを踏んだ。

「ん？　……お、魔光石だ！」

　へばりついた落ち葉を落としてみると無色透明の魔光石だった。ただの無色透明ではなく、ほんのり青みがかっている。

　これこそが最高級とされる魔光石だ。サイズはクルミより一回りくらい大きい。きっと資産価値があるに違いない。

「すごいですわ。無知なわたくしでもこれに相当な価値があることはわかります。これだけ大きなものがあればお父さまもさぞかし……」

　呆けたようにオリヴィアさんは俺の手の中の魔光石を見つめている。

「ふ～ん、だったらお土産に持って帰れば？」

「えっ……？　でも、見つけたのはアキトさんですよ」

「俺？　別に要らないよ、こんなもの」

　せいぜい重しくらいの用途しか思いつかない。俺の手元にあっても宝の持ち腐れというものだ。オリヴィアさんが欲しいのなら持っていけばいい。

「要らないとおっしゃられても、これだけの魔光石はそう見つからないのですよ？」

「う～ん……、俺はさ、このキャンパーというジョブのおかげで一生食うに困ることはないと思うんだよね。だから、別にいいや。やっぱりオリヴィアさんが持っていきなよ」

　石を手渡すとオリヴィアさんは小さなため息をついた。

「ありがとうございます。実家は少々物入りなので本当に助かります」

「それはよかった」

　侯爵家とはいえ財政は潤じゅん沢たくじゃないのかな？

「アキトさんは財宝に興味はないのですか？」

「う～ん……、この島にいる限り使いようがないじゃない。せいぜいミニャンたちと食べ物の交換に使うくらいかな。だったらまた探せばいいよ」

「世俗の垢あかにまみれていないアキトさんがまぶしいです」

「そんなことないぞ、キノコは半分こだからなっ！」

　そうおどけると、オリヴィアさんは口に手を当ててつつましく笑っていた。

「なんだか疲れてしまったな。サーベルボアはいったん諦めて、ブチさんたちのところに戻らない？」

「アキトさんがそうおっしゃるのなら構いませんわ」

「じゃあ、移動魔法を使うから手を出して」

「ふぇっ!?」

　ドリルを左右に振りながらオリヴィアさんがワタワタしている。

「ほら、手を繋がないと一緒に移動ができないからさ」

「で、で……そん……た……、また眠……なく……てしま……ます（でも、そんなことをされたら、また眠れなくなってしまいます）」

「え、なんて言ったの？」

「なんでもございませんわ！　て、手を繋げばよろしいんでしょう!?」

「痛たたっ！　そんなに強く握らなくても大丈夫だって」

　なぜか両手で俺の手を握ったオリヴィアさんと魔法を使ってミニャンの集落まで戻った。




　移動魔法でブチさんの家の前に出ると、ブチさんとタマさんが毛を逆立てて驚いていた。

「ウニャァ！　いきなりアキトが現れた」

「ごめん、移動魔法で洞窟から戻ってきたんだ」

「移動魔法？　また便利なものを使うニャンね」

　ものぐさのタマさんは羨うらやましそうに俺を見た。

「まあね。ほら、ケーブマッシュルームがたくさん採れたよ。タマさんにも分けてあげるからね」

　カゴに入った大量のキノコを見てタマさんはぴょんぴょんと飛び跳ねた。

「でかした、アキト。お前はできる子だと思っていたニャン」

「いやあ、それほどでも。それに俺だけじゃなくてオリヴィアさんがいてくれたおかげだよ」

「うんうん、オリヴィアも毛がグリグリのできる子ニャン。これだけあればウマウマのキノコ炒めが大量に食べられるニャ。ブチがベーコンを分けてくれるから一緒に食べるニャ。今夜はパーティーニャ！」

　ブチさんの方を見ると苦笑しながらもうなずいている。ベーコンは分けてくれるようだ。

「それにしても残念ニャ」

　直前まではしゃいでいたタマさんががっくりと肩を落としていた。

「なにが？」

「ケーブマッシュルームには最高の食べ方があるのだけど、それができないのが残念ニャンね」

「そんなのがあるんだ。なにか特別な調味料を使うとか？」

「そうじゃないニャ。ケーブマッシュルームは大ムカデと一緒に炒めると最高の味になるニャンね」

「え……」

「でも、大ムカデはなかなか見つけられないから滅多に食べられニャいニャ。タマも最後に食べたのは五年以上前ニャ。死ぬ前にもう一度食べたいニャンねぇ」

「そ、そんなに美味しいの？」

「大ムカデは主にケーブマッシュルームを食べているから、相性が抜群ニャンよ。はぁ、思い出しただけでよだれが出るニャン……」

　タマさんは喉をゴロゴロいわせてうっとりしている。

「あの、大ムカデならわたくしが仕留めたので洞窟に転がっていますわよ……」

「ニャンだと！　ど、どうして持って帰ってこニャかったニャン!?」

「いやあ、大きかったし、なんだか気持ち悪くて……」

「バカ、バカ、バカ！　アキトのバカああああっ！　シャーッ！」

　シャーッってすごまれてもなぁ……。あんなものを担ぐ気にはなれないもん。

「アキト、場所はどこニャ？」

「ふぇ？」

「大ムカデが転がっている場所ニャ！」

「２番の招き猫から少し奥に入ったところ。通路が広くなって部屋みたいになっているところだよ」

「あそこか！　よし、すぐにタマたちを移動魔法で連れていくニャ」

「ごめん、それは無理だ」

「ニャンで!?」

　タマさんとブチさん、二匹そろって泣きそうな顔はやめてほしい。そんなに美味いのか？

「俺の移動魔法は特定の場所にしか行けないんだよ」

　ベースキャンプの祝福を使った場所だけだ。

「クッ、ニャらば仕方がニャい。ブチ、合図の拍ひょう子し木ぎを打ってみんなを呼び集めるニャ！」

「わかったニャ！」

　ブチさんは集落の真ん中の方へ走っていった。

「どうするの？」

「もちろん大ムカデを取りに行くニャ。ムカデの大きさは？」

「二メートルくらい」

「それなら、全員で分けてもお釣りがくるニャ」

　ものぐさのタマさんがここまで頑張るというからには、マーベル大ムカデはそうとう美味しいのだろう。

「なんだか悪いことをしましたね。わたくしたちがムカデを持って帰ってきていれば、こんな苦労はなかったでしょうに」

「いいニャ、いいニャ。少し運動した方が夕飯を美味しく食べられるニャ。大ムカデはタマたちが回収するから、アキトたちは休んでいるニャ」

　ミニャンたちは徒党を組んで、ニャーニャー言いながら洞窟へ行ってしまった。




　ありがたいことに、大ムカデの解体はミニャンたちがしてくれた。料理もタマさんが腕を振るってくれたのだ。なんと、タマさんはミニャン族の中でも一、二を争う料理上手だそうだ。

　コロコロした体型から食べることが好きなのはわかるけど、技術だってきちんと磨いているらしい。エプロンをつけたその姿は恰かっ幅ぷくのいい一流シェフに見える。

「お待たせしたニャ。マーベル大ムカデとケーブマッシュルームのソテー、チャイブとニンニク風味だニャ」

　料理されたムカデは小さく切り分けられ、海老やシャコのようにプリプリだった。色も薄い紅色をしている。

「これがあの大ムカデ……」

「元の形状は消えていますわね……」

　食べるのを躊躇しているとタマさんが俺たちを急かした。

「料理というのは完成とともに劣化が始まるニャ。すぐに食べるニャ。大丈夫、毒はないし、とっても美味しいニャ。食べないならタマが食べるニャ！」

「わかったよ……」

　俺とオリヴィアさんは同時にフォークを取り上げて大ムカデの切り身に突き刺した。そして恐る恐る口へと入れる。

「うっ、美味い！」

「とってもおいしゅうございますわ！」

　見た目からは想像もできない味だった。ケーブマッシュルームもすごく美味しかったけど、大ムカデの味にはかなわない。

「ニャハッハッ、美味いニャろ？　さあ、英雄たち、これを飲むニャ」

　ブチさんがとっておきの白ワインを勧めてくれた。

「まあ、ワインですか。わたくし大好きですのよ」

　オリヴィアさんもムカデに対して忌避感は完全になくなったようで、美味しそうに食べている。辛口の白ワインにもよく合う味だ。ミニャンたちと楽しく夕飯を食べた。




　パーティーが終わるともう周囲は暗かったけど、今夜は半月がまぶしく光っている。ランタンを片手に帰れば躓つまずくこともないだろう。

「ごちそうさまでした。ムカデがこんなに美味しいだなんて初めて知りましたわ。また洞窟で獲ってきますわね。ヒック！」

「ニャン、ニャン。ぜひそうしてくれニャ」

　固い握手を交わすタマさんとオリヴィアさんを横目に、ブチさんが俺に耳打ちする。

「オリヴィアはだいぶ酔っているニャン。ワインを飲みすぎたかニャ？」

「ん～、三杯くらいだと思うけど、お酒に弱いのかもね」

「アキト」

「なんだ？」

「チャンスだニャン」

「なに言ってんだよ、オリヴィアさんには婚約者がいるの。口説いたらいけない人なんだぞ」

「アキトは真面目だニャぁ」

　ブチさんはばつが悪そうにポリポリと耳の後ろをかいた。

「別に真面目ってわけじゃないさ。ただ、あの人はいろいろと背負っているものがあるみたいなんだよ。その日暮らしのキャンパーとは違うのさ」

　自由に生きられる今の俺とは進むべき道が違いすぎる気がする。

「アキトさーん、まいりますよぉ！」

　ワインのせいか少しはしゃいだ声のオリヴィアさんに呼ばれた。

「それじゃあ、ブチさん、また」

「おやすみニャン」

　ミニャンたちにお礼を言って家路についた。




　ワインのせいでオリヴィアさんはふらついていたけど、いたくご機嫌だった。

「そこに石があるよ、気を付けて」

「平気れすよ、ちゃんと見えております。石なんてハイパーオーラキックで粉ふん砕さいれすよ！　ふぅ……、今夜は飲みすぎてしまいました」

「大丈夫、少し休んでいく？」

「いえいえ、心配は要りません。……でも、少しゆっくり歩いてもよろしいでしょうか？　家では絶対に二杯までしか飲ませてもらえなかったのですが、今夜は三杯も飲んでしまいましたから」

　絶対に、という言葉が引っかかった。

「どうして二杯までなの？」

「よくわからないのれすが、わたくしは三杯飲むと気が大きくなりすぎるそうです。そんなことあるわけないれすのにね。オホホホホホッ！」

　オリヴィアさんは高笑いしているけど、それは怪しいぞ。

「気持ち悪くなってない？　体は平気？」

「アキトさんは心配性ですね。わたくしは元気ですわよ。そうだ、酔い覚ましに海岸の方を歩いて帰りませんか？　お願いします」

　む～ん、そんなふうにかわいくお願いされると断れなくなってしまう。

「わかったよ、じゃあ転ばないようにゆっくり行こう」

「ええ、そうしましょう。なんだかすごく気分がいいんですもの」

　砂浜は月の光で銀色に輝いていた。火ほ照てった体に海風が心地よい。

「ふぅ……波が穏やかないい夜ですわね……」

　海の方を向いたオリヴィアさんの横顔は魅力的すぎて見ていることができないほどだ。ブチさんが変なことを言うからおかしな気持ちになっている。俺は少しだけ視線を逸らして、彼女の横で優しく揺れているドリルを見つめた。

「この島に漂着しなければ、こんなふうに夜の海岸を歩くなんて一生できなかったかもしれませんわ……」

　期限付きの自由をはかなむ令嬢だったが、それでも幸せそうだった。

「あっ」

　流木に躓いたオリヴィアさんが倒れそうになり、俺は慌てて体を支えた。そのひょうしに俺が持っていたランタンが地面に落ち明かりが消えてしまう。

「えっ！　何事ですか!?　どうして突然！　敵襲!?」

　間の悪いことにさっきまで冴え冴えとした光を落としていた月が厚い雲の中に入ってしまっていた。

「大丈夫、敵なんてどこにもいないよ！　すぐにランタンをつけるからね」

　手探りで地面に落ちたランタンを追う。その間もオリヴィアさんは俺にがっちりと抱き着いてきて動きにくい。ラッキーなんて喜んでいる場合じゃないぞ。オリヴィアさんの指が腕にめり込んで痛いくらいだ。この怯え方はやっぱり異常だ。

　雲に隠れていた月が姿を現し、地上に光が戻った。海は何事もなかったかのようにさざめいているけど、オリヴィアさんはまだ歯をカチカチ鳴らして震えている。それでも、周囲が明るくなると同時に体は俺から離した。

「また醜態を晒してしまいました、お許しください……」

「そんなことはどうでもいいけど、体の方はどう？」

「へ、平気です」

　青白い顔はどう見ても平気じゃなさそうだ。ランタンもつけてから砂浜の上にオリヴィアさんを座らせた。

「やっぱり少し休んでいこう」

「はい……」

　オリヴィアさんは膝を抱えて俯うつむいている。

「たしか、オリヴィアさんはアンデッド系が苦手だったよね？」

「アンデッド系というか……ゾンビが怖いのです」

　ゾンビという単語を口にするのも嫌みたいで、オリヴィアさんは絞り出すように喋っていた。

「なにがあったか教えてくれないか？　話せば楽になるかもしれないよ」

「…………」

　しばらくの沈黙の後、オリヴィアさんは重い口を開いた。

「一年ほど前のことでした。そのころわたくしは聖十字槍騎士団という神殿騎士団の一つで中隊長をしておりましたの。自分で言うのもなんですが、家柄もよく、腕も立つので将来の騎士団長と目されておりました」

「オリヴィアさんなら適任だね」

　素直な感想を口に出したつもりだったが、オリヴィアさんは強く首を横に振り、大粒の涙を零こぼしてしまった。

「適任などとんでもございません。わたくしのせいで大勢の部下が命を落としたのですから！」

　オリヴィアさんのせいでそんなにたくさんの人の命が!?

「聞いてくださいますか、わたくしの懺ざん悔げを」

　潮騒が遠くなった気がした。張り詰める空気の中で俺は膝を抱えたオリヴィアさんの隣に腰を下ろす。そして、こちらの準備は整ったという合図として小さく頷いて見せた。

「……それは月明かりもない、真っ暗な夜のことでした……」

　青白い顔をしたオリヴィアさんは呻うめくように話し始めた。










八話　ノッティンガム墓地の悲劇




　神殿騎士団の中核をなす聖十字槍騎士団の演習場は街の東の森の中にあった。ここは騎士団員が常駐するのではなく、演習をする部隊が寝泊まりするのに使われるだけの施設である。今日は訓練をする部隊もなく、当直の中隊が一つ詰めているだけであった。

　外はすっかり暗くなっていて、時刻は夕飯になる頃である。足早に食堂へ向かう騎士ボッツェに同僚騎士のガルンが話しかけた。

「どうした、ボッツェ？　やけに急いでいるじゃないか」

「いや、別にそんなことは……」

　言い淀んで足を止めたボッツェは忌いま々いましそうにガルンに向き直った。

「ふふふ、隠してもわかるさ。どうせ麗しの中隊長殿の近くで夕飯を食べようという魂胆だろう？」

　図星をつかれてボッツェは顔を赤らめる。

「別に俺は……」

「隠さなくてもいいさ。オリヴィア・ハッフルパイモン殿を狙う男は多い。だから、今から急いでも無駄というものだぞ」

「どういうことだ？」

「オリヴィア嬢の近くの席はすでにほかの騎士たちで埋め尽くされているってことさ」

「なに？」

「この目で確かめたのだから間違いない。もう中隊長殿の周りには親衛隊よろしく騎士たちがびっちりと詰めかけているよ。俺もやむなく撤退してきたところさ」

「そうか……」

　がっくりと肩を落としたボッツェにガルンは皮肉な笑みを浮かべた。

「そう気落ちするなって」

「気落ちなどしておらん」

「嘘をつくな、見え見えだぞ」

　ガルンはボッツェの肩を抱く。

「お前の気持ちはよくわかる」

「なんのことだ……？」

「とぼけるなよ。王都でいちばんの美貌の持ち主でありながら性格もいい。おまけにスタイルだって抜群ときている。あれだけ立派な胸をしているんだ、きっと閨ねやの中でも……」

「おい、失礼なことを言うな！」

　好色な笑みを浮かべたガルンをボッツェはたしなめた。

「ふんっ、どうせお前だって同じことを考えているのだろう？　隠さなくたっていいじゃないか」

「わ、私はそんなこと考えておらん……」

　明らかな嘘であったがゆえにボッツェは口ごもった。そんなボッツェを見てガルンは相そう好ごうを崩す。

「みんな考えていることだ、照れるなよ。どんな高位聖職者だってあの魅力には抗あらがえんさ」

「それは……」

「まあ、お前もせいぜい励めばいい。あんなご令嬢を妻にできるのなら、悪魔に魂を売ってもいいくらいだからな」

　ガルンの言うことももっともだと思ったが、ボッツェは肯定しなかった。

「どうせ私とは身分違いだ。ハッフルパイモンは侯爵家だぞ」

「それがそうでもないらしい」

「どういうことだ」

　ガルンは周囲を見回してから声を落とした。

「ハッフルパイモン侯爵だがな、あちらこちらに借金があって首が回らない状態らしいぞ」

「なんと!?」

「侯爵が所有していた貿易船が立て続けに難破して大変なことになっているらしいんだ。なんでも領地を抵当にして作らせた新鋭船まで波に飲まれたとのことだ」

「それじゃあ……」

「ああ、結納金さえはずめば、侯爵は大事な娘を輿こし入いれさせるだろうな。そういったわけで、金持ち貴公子はこぞってハッフルパイモン家へ出入りしているらしいぞ。噂ではレングマン王国のニッサル王子までもがオリヴィア嬢に入れあげているそうだ。金ならいくらでも出すと息巻いているってよ」

「なんと！　あの銀山を所有しているというニッサル王子が？」

「ああ、彼が結納金を出せば借金問題は一気に片づくだろうな」

　それを聞いてボッツェはさらに肩を落とした。

「どうした？」

「どのみち我らでは太刀打ちできんではないか」

「そうだな。貧乏貴族の子せがれでは無理というものだ。我々騎士はおそばにいて、あの美貌を堪能するくらいしかないというわけさ」

　ボッツェがさらなるため息をつくと同時に、通路の扉が乱暴に開かれた。そして、伝令兵が足早に駆けていく。

「なにがあった？」

　ガルンの問いに伝令は悲鳴のような声を上げた。

「ノッティンガム墓地にゾンビが溢れた。地獄のふたが開いたんだっ！」

　伝令はわめきながら二人の横を駆け抜けていく。ボッツェとガルンは真面目な騎士の顔に戻って伝令の後を追った。




　急報を受けたオリヴィアは騎士たちを食堂に集めた。現在、この駐屯地での最上官は中隊長であるオリヴィアであり、騎士たちに指示を出す立場だったのだ。

「原因不明ではあるがノッティンガム墓地に埋葬された死体がゾンビ化している。その数は現時点でおよそ三百。さらに増え続けているそうだ」

　オリヴィアの副官である老騎士グレンが立ち上がった。彼はハッフルパイモン家の直臣で、オリヴィアのお目付け役として騎士団に出向している。

「ゾンビが三百ですか」

「他にもスケルトンやリッチが数体目撃されているそうだ」

「それに対してこちらは騎士が七十名強……。姫様、これは少々厄介ですな」

「うむ、だがノッティンガム墓地には女修道院が併設されており、そこには孤児院もある。彼女たちは修道院に立てこもって救援を待っている。一刻も早く向かわなくてはならない」

「伝令は街の本部にも向かっているのでしょう？　部隊を待った方がよろしいのではありませんか？」

「グレン、それでは手遅れになってしまう。なんとか我々だけでも修道院に合流するのだ」

　オリヴィアは孤児院に何度か寄付へ行っている。顔見知りとなった孤児たちと遊ぶこともあり、特別な思いもある。子どもたちを見捨てることなどできるはずがなかった。

　幼い頃から面倒を見てきたグレンはオリヴィアの性格を知り抜いている。しかも彼女に騎士道のなんたるかを説いてきたのは武術教師でもあったグレン自身なのだ。これ以上の説得は無理と判断したグレンは騎士たちに号令をかけた。

「中隊長のご判断に従おう。全員出撃準備だ。十分後に中庭に集合！」

　どうせ出撃するのならゾンビが増える前がいい。軽装にはなるだろうが、状況的に拙せっ速そくを選択するしかなかった。




　ノッティンガム墓地はさながら地獄絵図だった。幸いなことにアンデッドの群は墓地のフェンスを乗り越えようとせず、すべてが修道院へ向かっている。もっとも、襲われる側にとっては幸いでもなんでもなかっただろうが。

「これより突撃陣形で修道院へ向かう。到着しだい門を封鎖せよ！」

　オリヴィアの命令一下、騎乗した七十二名は一気に墓地へと流れ込んだ。

　勢いよく突撃したオリヴィアたちであったが、彼女たちの前には無数のゾンビが波のようにひしめいていた。

「なにが三百だ。こいつは千以上いるぞ」

「泣き言を漏らすな、ガルン。正面の敵はなんとかする。全員わたくしに続け！　奥おう義ぎ、斬ざん魔ま槍そう波は！」

　魔力を込めた槍が光り、そこから生み出された破光がゾンビたちを蹴散らしていく。

「おお！　さすがはオリヴィア殿だ」

　この秋の流行り病で何千人という民が死んでいたが、埋葬された人々が次々とゾンビ化しているようだった。そのせいでゾンビの増加は留まるところを知らない。

　先行きは暗かったがオリヴィアの武勇は圧倒的で、騎士たちの士気はそれほど下がらなかった。

「修道院の門が見えたぞ！」

　騎士ボッツェが叫んだが、オリヴィアは敵から目が離せない。

「門は？　門はどうなっている!?」

「……少し開いています。そこからゾンビがなだれ込んでいるようです」

「くっ！　だがまだ諦めるのは早い。修道院の中にも立てこもれる場所はある！　女神官と子どもたちはきっと無事だ！」

　オリヴィアは自らを鼓舞するように叫んで馬を進めた。




　修道院の門内に突入した騎士たちは直ちに門を閉鎖した。

「広場のアンデッドをすべて討ち取るのだ！　グレンは防衛の指揮を頼む！」

「はっ、姫様は？」

「ここの敵を打ち払ったら内部へ入る。きっとまだ生き残りがいるはずだ」

「承知いたしました。どうぞお気を付けて」

「守りを頼む」

「姫様」

　行きかけたオリヴィアの背中にグレンが声をかけたが、それは豪胆な彼らしくない憂いを含んだ声だった。

「どうしたの、グレン？」

「その……なにがあってもお気を強くお持ちくだされ」

「わかっています。わたくしは騎士であり聖戦士なのですから」

　オリヴィアは力強く頷いてゾンビの群の中に駆け込んでいった。




　屋敷の中は静かだった。時折ゾンビのうめき声が聞こえるくらいで人間の叫び声などはしていない。

「女神官たちはきっとどこかに隠れているのでしょう……。手分けして生存者を探すのです」

　オリヴィアは真っ直ぐに礼拝堂へと向かった。そこは重厚な扉があり、他には小さな窓しかない部屋である。神のご加護を得るためにも女神官や子どもたちはきっとそこに立てこもるはずだ。オリヴィアはそう信じて真っ直ぐに足を進める。

　途中で何体ものゾンビやスケルトンを打ち払いながらオリヴィアたちはついに礼拝堂の前までやってきた。騎士ボッツェが礼拝堂の扉に手をかけたが扉は動かなかった。

「中から鍵が掛けられているようです」

　ボッツェの言葉にオリヴィアはホッと胸をなでおろした。鍵が掛けられているのなら誰かが避難しているに違いない。オリヴィアは力強く扉をノックした。

「開けてください！　わたくしは聖十字槍騎士団のオリヴィア・ハッフルパイモンです。この付近のゾンビは一掃しました。一緒に避難しましょう！」

　オリヴィアは必死に呼びかけたのだが鍵はしまったままで、中から呼応する声はなかった。

「どういうことでしょうか？」

　ボッツェはいぶかしみながらもう一度強く引いてみたが、やはり扉は動かない。

「怯えて鍵を開けられないのかもしれませんわね。仕方がありませんわ、緊急事態ですので扉を破壊します」

「扉を？」

「少し下がっていてください」

　オリヴィアはクレイモアと呼ばれる大剣を手にして大上段に構えた。

「フンスッ！」

　揺らめくオーラを纏ったクレイモアはドアの継ぎ目に滑り込みかんぬきを破壊した。

「これで入れます。行きましょう」

「す、すごい、さすがは中隊長です」

　ボッツェの称賛の声を無視してオリヴィアは室内に入った。

「誰か、誰かいないのですか？　……ああ！　よかった、みんな無事だったのね！」

　壁際に見知った子どもたちの顔を見つけてオリヴィアは安どのため息をついた。

「あなたたち、怪我はない？」

　だが、声をかけても子どもたちは虚ろな目でオリヴィアを見返すばかりだ。

「どうしたの？　わたくしのことを忘れてしまったのかしら？　騎士団のオリヴィアですよ。ミスティー、前に一緒に花冠を作って遊んだでしょう？　憶えていないかしら」

　顔見知りに声をかけていくが、どの子も一様に青白い顔をしてオリヴィアたちを見返すばかりである。

「中隊長殿、様子が変ですぞ！」

　身構えたボッツェたちの背後から襲い掛かる者がいた。

「グアアアアアアアアアァッ!!」

「うわっ！」

　子どもに気を取られている隙にゾンビ化した女神官たちがボッツェたちの首に噛みついたのだ。

「中隊長殿、こいつらはすでにゾンビ化しています！」

　ゾンビの一体を切り下げながらガルンが叫ぶ。

「そ、そんな……」

　二カ月前に流行り病で死んだゾンビは腐乱しており、すでに人の体を成していなかった。だが、こちらはなりたてのゾンビである。生きているときと様子はさほど変わらない。特に子どもたちは数週間前に見たときと同じ姿をしている。

　それだからこそオリヴィアに躊躇いが生まれた。

「中隊長殿、早くこいつらを！」

　ゾンビに対抗しながらガルンが叫んでいたが、オリヴィアは動けなかった。

「お姉ちゃ……ちゃ……ちゃん」

「ミスティー!?」

　少女の様子は明らかにおかしかったが、オリヴィアは希望を捨てきれない。

「ミスティー、いま助けてあげるからね……」

「だめだ、そいつを殺せっ！」

「だめっ！」

　ガルンが振り下ろした剣をオリヴィアは弾いてしまった。それがすべての始まりだった。斬撃を逃れたミスティーは目の前にいたガルンの首に噛みつく。

「ぐあああああっ！　離れろ、クソガキ！」

　慌ててミスティーを引き離すガルンだったがすでに手遅れだ。そのときにはもう女神官に襲われたボッツェのゾンビ化はほぼ完了していた。

「お、オリヴィア殿のから、から、カラダ、オレガ　クウ……」

　自分の部下が次々とゾンビ化していく中で、気が動転したオリヴィアは一歩も動けないでいた。卓越した武術を身につけていたが、いかんせん実戦経験が足りなかったのだ。

「わ、わたくしは……」

「オリヴィ……アアアアアアアアッ！」

　ボッツェの手が眼前に迫ってもオリヴィアは声も出せずにいた。が、ここで一本の槍がゾンビと化した騎士を打ち倒した。

「姫様っ！」

　門を守っていた老騎士グレンである。グレンは短槍を縦横無尽に振り回して室内のゾンビを一掃した。子どものゾンビが槍に貫かれて倒れていく様をオリヴィアは絶望の眼差しで見ているしかなかった。

「姫様、お怪我はございませんか？」




　オリヴィアは床に散らばる死体を呆けた様子で見つめている。いつも笑顔を絶やさない優しい女神官、愛くるしい子どもたち、そして命令を忠実に守ってくれた部下たち、どれも見覚えのある顔ばかりである。そんな人々が頭部を傷つけられて床に横たわっていた。

「しっかりしてくださいませ、姫様！　表門はこれ以上持ちそうもありません。撤退の御命令を！」

「撤退……」

「姫様！　裏門ならゾンビの数も多くはありません。一刻も早いご決断を！」

　それでも動けないオリヴィアをグレンは抱え上げた。

「御免！」

　グレンは無抵抗のままのオリヴィアを肩に担いで命令を下した。

「全員、撤退するぞ。敵を仕留めようと思うな。駆け抜けることだけを考えよ！」




◆




　月明かりに照らされたオリヴィアさんの顔は青白かった。

「こうしてわたくしは七人の部下を失いました。すべてわたくしが招いた結果でございます」

「それは……それはそうかもしれないけど、だけど……」

　オリヴィアさんは力なく首を振った。

「結果として誰も助けられなかったのです。わたくしの部下はわたくしのせいで無駄死にしました」

　これ以上オリヴィアさんにかける言葉が見つからなかった。

「大量のゾンビは街から派遣された中央軍が鎮圧したので他への被害は免れました。わたくしは査問に掛けられましたが、当時の判断は間違ってはいなかったということになり、罰はありませんでした」

　たぶん、それもオリヴィアさんを苦しめている一因になっているのだろう。

「わたくしは責任を取る形で騎士団を辞めました。戦場であのような醜態を晒して、そのまま隊長として居残ることなどできなかったのです。そしてお父さまに勧められるままに、ニッサル王子との結婚を承諾したのです」

「え、じゃあ自暴自棄になって結婚を？」

「……ハッフルパイモン家は少し困ったことになっておりました。わたくしが嫁ぐことでいろいろと丸く収まると考えたのです」

「もしかして結納金目当て？」

　不ぶ躾しつけかと思ったけど聞かずにはいられなかった。

「恥ずかしながらそういうことです。お父さまは事業に失敗されてハッフルパイモン家の台所事情は火の車ですの」

　なんだか怒りが湧いてくる。

「だからといって、オリヴィアさんが人ひと身み御ご供くうになるのはおかしくない？」

「人身御供だなんて人聞きの悪い。わたくしはわたくしの意思で嫁ぐのです」

「でも、それで幸せになれるの？」

「そんなことはわかりません！　ニッサル殿下はいい人かもしれないじゃないですか！」

「悪い人かもしれない！」

「どうしてそんな意地悪なことばかりおっしゃるんですか!?」

　いつの間にか俺たちの会話は言い争いのようになっていた。少し落ち着こう。俺は大きく深呼吸して声のトーンを落とした。

「ごめん、君は友だちだから不幸になってほしくないだけなんだ。今のままじゃ借金の肩代わりで結婚するようなもんだろう？」

　オリヴィアさんも俺の真似をして大きく深呼吸する。

「ふぅ……。アキトさん、貴族の婚姻などそんなものです。だからあまり深刻に考えないでくださいまし」

　諦てい観かんがドリルの先まで染み渡っている。こんなのは嫌だ。

「でも……」

「どう言われようとも、ここまで育ててくれた両親を裏切るわけにはまいりません。それに一度交わした約束を反ほ故ごにするわけにもまいりませんもの」

　そこまで言われてしまうと、この島に残って一緒に暮らそうとは言い出せなかった。

　もうわかっていることだが、俺はオリヴィアさんが好きだ。だが、俺たちが結ばれるという未来は見えそうもない。

　それならせめてオリヴィアさんには少しでも幸せになってほしかった。

「わかった、このことについてはもうとやかく言わないよ」

「……ごめんなさい。アキトさんが親切でおっしゃってくださっているのは理解しているのです」

「もういいさ。それよりも明日から洞窟探索をしよう」

「洞窟を……。どうして？」

「魔光石を探して少しでも稼かせいでおくのさ。オリヴィアさんの持参金にしてもいいし、ご両親に渡してもいい。たとえ嫁ぐにしたって経済力があるとないとじゃ心のゆとりが違うからね」

「アキトさん……ありがとうございます。わたくしのことをそんなに気にかけていただいて本当に感謝しますわ。でも、そんなに心配なさらなくても大丈夫です」

「どうして？」

　質問するとオリヴィアさんはこれまで見せたことのないような不ふ敵てきな笑顔を見せた。

「いざとなれば、わたくしには暴力がございますから」

「暴力ぅ？」

　た、たしかに腕力でオリヴィアさんに勝てる人はほとんどいないか。

「理不尽なことが続けば、わたくしも腕に物を言わせます。ニッサル王子に好き勝手はさせません」

　それなら王子のいいなりになったり、舅や姑にいじめられたりしないのかもしれない……。

　ただ、オリヴィアさんは優しいから本当に手を出すかは疑問だな。この場を取り繕うためにそんな発言をしただけかもしれないし……。それとも、実はすぐに手が出るタイプ!?

「わかった。それでも魔光石は探そうよ。最終手段を行使する前に予防線はいくらあってもいいだろう？」

「それは……。たしかにおっしゃるとおりですわね。でもよろしいのですか？　アキトさんを危険な目に遭わせるのは嫌です」

「俺のことは気にしなくていい。俺も自分の世界へ帰る道を探すから」

「アキトさんの世界……。ニッポンへお帰りになるのですか？」

「君が島を去ったらね」

「…………」

　オリヴィアさんが不意に背中を向けた。

「どうしたの？」

「なんでもございません！　お、おやすみなさい」

　顔は見えないけどドリルが微かすかに震えていた気がする。オリヴィアさんは鼻をすすりながらテントの中へ入っていってしまった。











オリヴィアの日記　７




　アキトさんがニッポンに帰ると聞いて、世界が闇に沈んだかのような錯覚を覚えました。それは大量のゾンビに囲まれるよりも辛いことでした。

　島を離れれば二度と会えないかもしれない。それでもアキトさんにはこの空の下のどこかにいてほしいと願わずにはいられないのです。そこにいてさえくださればまた会えるかもしれないという希望が持てるのです。

　それだけでわたくしは今後の人生を歩んでいける気がいたします。でも、そのわずかな望みさえ消えてしまうのでしょうか……。

　アキトさんにはこの島に残っていてほしい。この島でこれまでどおりゆったりと笑っていてほしいというのはわたくしのわがままです。とても口には出せません。

　これまでも波乱の人生を送ってきましたが、わたくしはまた大波に立ち向かわなければならないようです。ニッサル王子に嫁ごうというのに、こうも心惹かれる人に出会ってしまうとは……。

　わたくしはいっそ貝になりとうございます。そして、海の底に沈んでマーベル島の夢をみながら静かに生を終えたいのです。












九話　洞窟




「おはようございます！　今日もいい天気ですよ。お顔を洗ってきてはいかがですか？」

　目覚めるとやけに元気なオリヴィアさんがいた。昨日のことが嘘のように溌はつ剌らつとしている。いや、眼のふちが腫れている。あれは涙のあと？　きっと元気なふりをしているだけなんだろうな……。

　そうやって昨日のことをなかったことにしているのかもしれない。思うところはいろいろあるけど俺もその態度に倣ならうことにした。

「うん、そうするよ。身支度が終わったら朝食にしようね」

　ポイントは７あるから豪華な朝ご飯にしようか。俺がオリヴィアさんにしてあげられることなんてたいしてないけど、せめてこの島にいる間は楽しく、不自由なく過ごせるようにしてあげたい。

　明日にはレベルアップするのだから今朝は豪華に食料ガチャ・ゴールドを回してみよう。と、その前に、ここらでまた自分のレベルとスキルをおさらいしておくか。





　固有ジョブ　キャンパー（レベル４）

　保有ポイント　７

　個人スキル　天賦の才：毎日５ポイントをプレゼント


キャンプの申し子：二日間キャンプをすればレベルが上がる。

キャンプアイテムの交換






　習得済みスキル

『基礎体力向上』




『ベースキャンプの祝福』

「マジックシールド（小）」「マジックシールド（大）」




『キャンプ飯』

「下処理のプロ」「可食判定」




『キャンプ道具の応用』

「バトルアックスの基礎」「パワーショット」「アックスファイター」




『免疫力向上』

「応急手当の知識」「自己治癒力アップ」「回復魔法基礎」




『移動魔法・初歩』

「移動魔法・初級」






　だいぶスキルが増えてきた。こうして見ると『基礎体力向上』のツリーをまったく上げていなかったことに気がつく。

『基礎体力向上』からは「持久力アップ」→「パワーアップ」→「瞬発力アップ」→「レンジャークラス」と、本来なら最初に身につけなくてはならない身体能力の向上が得られるのだ。

　洞窟で魔光石探しをするのなら、これらのスキルは間違いなく必要になる。よし、明日は体力系を中心にスキルを獲得していこう。オリヴィアさんのために少しでもたくさん魔光石を集めておきたいもんな。俺にはそれくらいしか……。

「どうされたのですか？　難しい顔をして」

　ステータスボードを睨んでいたらオリヴィアさんに心配されてしまった。

「ちょっとスキルについて考えていただけだよ。それよりご飯にしようよ。今日は豪勢な食材が出現する食料ガチャ・ゴールドを回すからね」

「まあ、それは楽しみですわ」

　ステータスボードを操作すると、いつものように食料の入った箱が現れた。だが、いつもならクリーム色だけど、今日出てきた箱は金色をしている。

「なんだか、すごいのが出てきたぞ」

「これは純金でしょうか？」

「まさか、たんなるメッキだよ」

　いずれにせよ中の食材を取ると箱は消えてしまうので関係ない。大事なのは中身だ。

「さて、なにが出るかな……」

　箱を開けると、中から出てきたのは一本のボトルだった。

「これはっ！」

　なにやらオリヴィアさんが驚いている。

「知っているの？」

「ええ、一度だけベルスクア大公のサロンで見たことがございますの。これはとても希少なデザートワイン、ベーレン・アウテックでございますわ。なんでも一年に千本しか生産されないという話を聞きました」

　希少な酒が出てきたか。

「それはうれしいけど、朝ご飯にはならないなぁ……」

　困っているとオリヴィアさんに笑われた。

「どうしたの？」

「だって、ベーレン・アウテックを手に入れてがっかりなさっているのですもの。そんな人は滅多にいませんわ」

「まあそんなものだよ。俺の故郷ではこれを猫に小判っていうんだ」

「あら、ミニャンたちが聞いたら怒りそうですわね」

「だろうね。タマは金貨の価値くらいわかるニャン、って叱られそうだ」

　俺のモノ真似は思ったより似ていて、二人してしばらく笑った。

「さて、もう一回食料ガチャ・ゴールドを引いてみるか」

「よろしいのですか？」

「うん、今朝はリッチな朝食を食べたい気分なんだ」

　俺は黄金の箱をもう一つ呼び寄せた。

「今度はオリヴィアさんが開けてみてよ」

「わたくしが？　わたくしは不幸を呼ぶ女かもしれませんよ……」

「そんなことはないさ。俺が今日まで生き延びられたのはオリヴィアさんに出会えたからだよ。そうじゃなかったら、森の中でデビルラットに殺されていたはずさ」

　スキルを発動させる前に、ステータスボードの存在すら知らずに死んでいたと思う。

「……わかりました。それではわたくしが開けてみましょう」

　オリヴィアさんは緊張した面持ちでふたを開けた。

「お、でっかいソーセージだ。説明書きがあるぞ」

　商品の上に透かし印刷の施された豪華なカードが載っている。





　王室御用達ハインベッグソーセージ三種


あらびき、ガーリック、バジルのソーセージ。

口に入れた瞬間に広がる芳醇な香りと、ジューシーな肉の旨味をお楽しみください。各十本入り。








　高そうなお中元みたいだな。炭火で焼いたらきっと美味しいだろう。

「こんなにたくさんあるからタマさんとブチさんにも分けてあげよう」

「それがよろしゅうございますわ。さっそく参りましょう」

　腰を浮かしかけたらブチさんの声が聞こえてきた。

「その必要はないニャ」

　お次はタマさんの声だ。

「こちらから来たニャ。美味そうなソーセージだニャ。タマにも食べさせようとは殊勝な心掛けニャ」

　大きなカゴをぶら下げたブチさんたちが立っていた。ミニャン族は歩くときにまったく足音を立てないから気がつかなかったよ。

「おはよう。こんな朝早くからやってくるなんて、なにか用？」

　タマさんは機嫌がよさそうに喉をゴロゴロ鳴らしている。

「たまには海岸で朝ご飯を食べようということになって、せっかくだから二人も誘うことにしたニャ」

　ブチさんが見せてくれたカゴの中には美味しそうなものが詰まっていた。焼きたての大きなパン、まだホカホカと湯気を立てているオムレツ、色の濃いオレンジ、ミルクの入った瓶、コーヒーのポットなどだ。

「今日は穏やかないい海風が吹いているニャ。海岸でこれを食べればきっと美味いニャ」

「いいね。焚き火でソーセージも焼こう」

「そうこなくっちゃニャ！　さっそく出発だニャ、ソーセージがタマを待ってるニャ！」

　タマさんに急かされながら俺たちは砂浜へ移動した。




　砂浜までやってくるとオリヴィアさんがさっそくやる気を見せた。

「それではわたくしが火を焚きましょう。アキトさん、ライターをお貸しください」

　ドリル令嬢がうっとりとした表情で手を出してくる。本当に焚き火が好きなんだね。

　最近はもう手慣れたもので、枝の組み方なんかも堂に入っている。よく乾いた『マイ焚きつけ』をいつも身につけているくらいの念の入れようだ。

　オリヴィアさんがライターを擦ると、すぐに赤々とした火が揺らめきだした。

「アキト、早くソーセージを焼くニャ！」

「イタタ、わかったから腕に爪を立てるなよ、タマさん」

　枝をナイフで削って串を作り、それにソーセージを刺して焼いた。

「タマは三種類ぜんぶ食べるニャ！」

「ブチはあらびきとガーリックだニャ！」

「オリヴィアさんは？」

「わたくしはバジルをお願いします」

　やがてソーセージの脂がとけだし周囲にいい匂いが広がった。

「た、たまらん匂いだニャ。タマだけにたまらん」

「くだらないダジャレはいいからお皿を用意してよ」

「任せるニャ」

　みんなでワイワイ準備をしていると、遠くの方からこちらを見ている生物に気がついた。あれはアシカンのトビーじゃないか。俺はトビーに向けて大きく手を振った。

「おーい、トビー！」

　それに対してトビーは前脚を小さく振って挨拶を返すのみだ。アシカンには照れ屋が多いそうだから、きっとトビーも遠慮しているのだろう。よし。

「先に食べていて。俺はトビーを誘ってくるから」

「食べることならタマにお任せニャ。お代わりとトビーの分のソーセージも焼いとくニャンよ」

「頼むね」

　猫舌と食欲の対立に顔を歪めるタマさんにソーセージをお願いして、俺はトビーを呼びに行った。

「おはよう、トビー」

「おはよう……」

「なにしているの？」

「日向ぼっこ……」

　相変わらずトビーは言葉数が少ない。だけど、こちらを拒否している感じでもないようだ。少しだけ戸惑っている感じではあるけれど。

「よかったら一緒に朝ご飯を食べないか？」

「うっ……、だけど、俺……」

　ひょっとして焚き火が怖いのかな？　前にブチさんが教えてくれたよな。

「火に近づかなければ平気だよ。美味しいソーセージがあるんだ。ほら、ここまでいい匂いが漂っているだろう。それともソーセージは嫌い？」

「た、食べたことがないからわからない」

「じゃあ食べてみようぜ」

「う、うん。でも、俺は半人前のアシカンだし……」

　そう言ってトビーはモジモジしだした。ホタテ貝の貝殻をかぶっているのを恥ずかしがっているようだ。人間の俺にはわからないけど、アシカンにとっては大切なことなのだろう。

「半人前って帽子のこと？」

「うん。みんな海の中を泳ぎ回って帽子を見つけてくるんだ。俺も頑張っているけど見つけられなくて……」

「アシカンにはどんな帽子が人気なの？」

「ちょっと前までは船長帽子が人気だった。こういうやつ……」

　トビーは砂の上に帽子の絵を描いてくれた。画伯とからかわれた俺なんかよりずっと上手だ。

「へぇ、絵が上手なんだね」

「そ、そんなこと……」

　ビチッ！　ビチッ！

　褒められてうれしいのか尻尾で砂浜を叩いているぞ。なんだかかわいいな。

「で、今はどんなのが流行っているの？」

「今は麦わら帽子。軽くて涼しいの……」

「ふーん」

　たしかカタログで見た気がするな。防水素材を使った高級品だと３ポイントはするんだけど、麦わら帽子なら１ポイントで交換できたはずだ。

「ちょっと待ってな」

　うん、やっぱりあった。ステータスボードは他人から見えないのでトビーは不思議そうに俺を見つめている。いや、不審者を見る目だ。

　それもそうか、空中をフリックしたりクリックしたりしていたら、ヤバい奴と思われても仕方がない。でも、これは通報案件じゃないぞ。さあ、これを見て驚いてくれ。

「ほい、麦わら帽子だよ。トビーにプレゼントするね」

「うえええええっ!?」

　突如空中に現れた帽子にトビーは目を白黒させている。

「こ、これは」

「麦わら帽子ってこれだろう？」

　大きなつばと赤いリボンが付いた一般的な麦わら帽子だと思うけど、違ったのかな？

「そ、そうだけど……」

「よかった。サイズはどうかな？　トビーの頭に合わせてＳサイズにしてみたんだ。かぶってみてよ」

「い、いいの？」

「もちろんだよ。そのためにアイテム交換したんだから」

　トビーはおずおずと麦わら帽子を受け取り、神妙な面持ちでかぶった。

「お、よく似合ってるよ。オリヴィアさんが鏡を持っているから後で借りて見てみるといい」

「似合ってる？　そ、そう……」

　ビタンッ！　ビタンッ！　ビタンッ！

　尾びれで強く地面を打つから砂が舞い上がっているぞ。でも、喜んでくれているみたいでよかったな。

「おーい、アキト、トビー。次のソーセージが焼けたニャ。早くしないとタマがぜんぶ食べてしまうニャンよ！」

　火のところでタマさんたちが呼んでいる。
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「行こうよ、トビー」

「うん！」

　新しい友人を迎えて、俺たちは砂浜で楽しい朝食を取ることができた。




　朝ご飯を食べ終わると洞窟に向かった。残っているポイントは２だけだから、今日のパワーアップは諦めるしかない。昨日も問題なかったのだから入口周辺ならいけるだろう。そう考えて入ったのだけど魔光石はまったく見つからなかった。

　ブチさんの話では一度見つかると、同じ場所ではしばらく出現しないらしい。

「明日はもう少し奥まで入ってみようか」

「ですが、奥は魔物も多いと聞きました。アキトさんが心配です」

「平気、平気。明日はレベルも上がるし、またスキルを獲得するよ」

　前回は２番の招き猫の先まで行っている。明日は体力系のスキルを習得して３番の招き猫の辺りまで探索してみるとしよう。




　目が覚めると雲行きが怪しかった。もう間もなく雨になるだろう。夜はもう明けていたけど、オリヴィアさんはまだテントの中だ。低気圧の日はなかなか起きられない人が多い。オリヴィアさんはあれで繊細なところがあるから、こんな日は辛いのかな？

　俺は大雑把な人間なのでそういうのはあまり気にならない。起きて、さっそくステータスボードをいじりだした。





　固有ジョブ　キャンパー（レベル５）

　保有ポイント　８

　個人スキル　天賦の才：毎日６ポイントをプレゼント


キャンプの申し子：二日間キャンプをすればレベルが上がる。

キャンプアイテムの交換








　レベルが５に到達したからだろう、毎日もらえるポイントが６になっている。地味だけど、これはうれしい上昇だ。だって、その分だけ多く食料ガチャを引けるからね。

　問題はポイントルーレットだ。これで大きな数字を引き当てないと、思うようにスキルは習得できない。「持久力アップ」（２）、「パワーアップ」（３）、「瞬発力アップ」（４）、「レンジャークラス」（５）のすべてを獲得するとなると14ポイントが必要になる。

　そろそろ自分のテントや服も欲しいので20ポイントくらいは取っておきたい。幸い替えの下着は持っていたので、これまでなんとかやりくりできた。

　会社に泊まり込むことが多かったから鞄に入っていたんだよね。人生はなにがあるかわからない。こんなところでブラックな職場が役に立つとは思わなかったよ。

　なんとか洗濯をしつつやってきたけど、そろそろ限界を感じている。今日こそは身につけるものをまとめて一式手に入れたい。祈るような気持ちでスタートボタンとストップボタンを押した。

　結果は……35！　最高得点の36とはいかなかったけど、これだけ出れば上出来だ。まずは３ポイントを消費してＴシャツや下着、靴下を手に入れた。次はそろそろプライベート空間が欲しい。

　年がら年中外にいるというのは精神衛生上よくないものだ。いつ、どんな姿をオリヴィアさんに晒すかわかったもんじゃない。アルバトに見られて変な噂を立てられても困る。というわけで自分用のテントを手に入れることにした。

　小さいテントでもいいのだけど、広めのテントを手に入れてオリヴィアさんに使ってもらうとしよう。俺はオリヴィアさんのお古でいいや。

　カタログをめくっていくと、使いやすそうなのを見つけた。





　ベルテント


防水に優れ、快適な居住空間を提供するテント。直径六メートル。

必要ポイント７








　ベルテントとはサイド部分が立ち上がってベルのような形をしたモノポールのテントだ。この形は世界中のあちこちにあり、中でもモンゴルのゲルが有名である。

　手に入れたテントは直径が六メートルある。これなら中に家具だって置けるな。ストーブの煙突を通す穴もついているから寒くなっても使えそうだ。

　これでオリヴィアさんも楽に着替えとかができるだろう。ついでだから野外用折り畳みベッドであるコットも手に入れておくか。お嬢様がいつまでも地面に寝ているのは辛いだろう。オリヴィアさんはぜんぜん弱音を吐かないけどね。





　コット


折り畳み式簡易ベッド。

魔力循環調整機能付き。五時間の睡眠で八時間寝るのと同じ効果が得られる。

必要ポイント３








　会社員時代にこんなアイテムがあったらどんなに重宝したかわからない！　まあ、それももう過去の話だ。今はのんびりとこれを使うとしよう。カタログを見ていたら自分も欲しくなり、このコットは二つ手に入れた。

　手に入れた備品をチェックしていたらオリヴィアさんが起き出してきた。

「おはようございます。今朝はなんだか気分がすぐれなくて……」

「天気が悪いからじゃない？　もうすぐ雨が降りそうだよ」

「あら、ほんとに」

　空を見上げるオリヴィアさんのドリルが儚はかなげに揺れている。俺の視線に気がついたオリヴィアさんにまたもや注意されてしまった。

「アキトさん、そのように見つめられては恥ずかしいですわ」

「ごめん……」

　叱られたけど、前よりは優しめだった。

「ところでそれはなんですの？」

　オリヴィアさんが新しいアイテムに気づいて興味を示す。

「大きなテントを用意したんだ。雨が降る前に組み立てるからオリヴィアさんが使ってよ。前のよりはずっと広いから使い勝手は上がっているはずだよ」

「それはいけません。今度こそアキトさんが使わなくては」

「俺はそっちの小さいのを使うから平気だよ」

　それでも遠慮するオリヴィアさんを宥めてベルテントを設営した。

「ずいぶんと立派なテントですわね。これなら二人でも住めそうですわ」

「えっ？」

　思わず聞き返したら、真っ赤な顔で全力否定されてしまった。

「ち、違います！　アキトさんと二人でここに住むというのではなく、住めそうだなと感じただけであって、ここを二人の寝室にするとか、居間にするとかいうのを考えているわけではなくてですね……」

「わかった！　わかったから」

「あ、あう……」

　真面目なオリヴィアさんをなんとか落ち着かせた。

「それよりも、朝食にしよう。今日は洞窟の奥の方まで行くんだから、ちゃんと食べておかないとね。昨日のソーセージとブチさんがくれたパンが残っているよ」

「それではわたくしがソーセージを焼きますわ」

「じゃあ俺はパンの用意をするよ」

　二人で手分けして朝ご飯の準備を済ませた。




　朝食を済ますと俺は再びステータスボードに向き合った。残っているポイントは27ある。これを使ってスキルを習得していこう。

　基本的には体力系をコンプリートしたいんだけど、ベーシックスキルの最後である『次元収納』も気になっている。より正確に言うと『次元収納』を習得した後にベーシックスキルがどう伸びていくかが気になるのだ。

　体力系コンプリートに加えて『次元収納』を習得すると、必要ポイントは26になる。残り１ポイントでは夕飯のおかずが心配だ。昨日みたいに大ムカデとケーブマッシュルームを見つけられれば問題ないけど、いつでも食料を発見できるとは限らない。

　考え抜いた末、「レンジャークラス」（５）は後日習得することにして、「持久力アップ」（２）、「パワーアップ」（３）、「瞬発力アップ」（４）と『次元収納』（12）を覚えることにした。これで必要ポイントは21で６ポイントの余りができる。

『次元収納』から伸びるツリーはこんな感じだった。

　収納六〇リットル（10）冷蔵と冷凍が可能になる　→　収納一〇〇リットル（12）　→　収納二立方メートル（15）状態保存魔法　→　収納八立方メートル（20）　→　収納極大（25）

「よし、これでいいだろう」

　ステータスボードから顔を上げるとぼんやりと俺を見つめるオリヴィアさんと目が合った。

「ごめん、待たせた？」

「い、いえ、そんなことはないです。ただちょっと見とれていただけで……ハッ！　ゲフンゲフン！　な、なんでもございません。どうぞ存分になさってください」

　観察でもされていたかな？

「もう終わったよ。それじゃあ洞窟へ向かおうか」

　自分のアックスを掴んで驚いた。昨日よりもずっと軽く感じたのだ。体力系を獲得したのがこんなに効いているのか！　ビュンビュンと振り回してみたけどあまり負荷はかかっていないようで、思いどおりに斧が動く。

「まあ、また逞しくなられましたわね」

「これなら洞窟の奥でもやれそうだよ。それと、今回から荷物は俺がぜんぶ持つからね」

「どういうことでしょうか？」

「次元収納のスキルを獲得したんだ」

「はあっ!?　三万人に一人の超レアスキルですよ!?　どうしてアキトさんが……」

「キャンパーだからじゃない？」

　よくわからないけど。

「キャンパーというのはいったい……。ちょっと驚きすぎて言葉が出てまいりませんわ」

「でもそんなにたくさんの荷物を収納できるわけじゃないんだ。せいぜい四〇リットルまでだよ。中くらいのリュックサックくらいかな」

「それでもすごいと思いますが……」

　これでパワーアップは完了だ。魔物が出てきてもある程度は戦えるだろう。

「じゃあ、移動魔法を使うから手を出して」

「は、はい……」

　手を繋ぐのは三回目だったと思うけど、いまだに抵抗があるんだなあ……。軽く繋いだ指先がいつもより熱く感じるけど、気のせいか？　俺たちは移動魔法で洞窟の入口まで飛んだ。











オリヴィアの日記　８




　わたくしは愚かです。別れのときは近いというのにベルテントでアキトさんと暮らすことを夢想してしまいました。

　もう日記の中でくらいは自分の気持ちに正直にいましょう。わたくしはアキトさんに心惹かれています。いけないとはわかっていても感情が抑えられません。はたしてアキトさんはわたくしのことをどう思っていらっしゃるのでしょう。

　もうすぐ島を去るわたくしにも、アキトさんは無償で優しくしてくださいます。そのたびに申し訳なく思う反面、このまま甘えてしまいたいという衝動にも駆られます。相反する気持ちがない交ぜになってわたくしを混乱させるのです。

　ようやくわたくしも物語の中で読んだ文章の意味を実感できるようになりました。甘い悲しみとはこういうことなのでしょうね。

　今日のアキトさんは逞しく、洞窟内でも危なげなく魔物と戦っていました。初陣とは思えない活躍ぶりに目を瞠みはったものです。

　魔光石は少ししか見つからなかったけど、二人で探検するのは本当に楽しゅうございました。ですが、それももう終わりです。船が参りました……。












十話　幽霊船




　今日は３番の招き猫まで足を運んだ。ついに俺も魔物と対峙したけど、余裕を持って討伐できた。巨大なミミズのような化け物で動きが遅かったから怖くはなかったな。これが苦手なカマキリだったらこうも上手くはいかなかっただろう。

　その大ミミズだが「可食判定」を使ってみたけど、生臭くてどう調理しても食べられないことがわかった。大ムカデのようにはいかないようだ。なんでもかんでも食えるというわけじゃないんだね。

　その代わりこんなものを見つけた。





　名称：ピンクゴールド岩塩　◎可食◎


世界でもっとも美味と評価される幻の岩塩。

最高の調味料。








　少し舐めてみたんだけど、中毒になりそうなくらい美味かった！　しょっぱいんだけど、角がなくてマイルドな味わいなのだ。

　塩の粒を口の中に放り込みたくなるくらい美味いんだよ。そんなことをしたら高血圧になってしまうけど、我慢するのが大変なくらいだった。

　塩キャラメルとかスイーツに使ってもいいんじゃないかな？　塩の入ったバニラアイスクリームとかを作ったらタマさんが大喜びしそうだ。

　魔光石は大豆くらいの大きさのものを二つだけ見つけた。色は青と緑だ。どれくらいの価値があるのかはわからないけど、少しはオリヴィアさんの役に立ってほしい。

「今日はこれくらいにして戻ろうか？　無理をするのもよくないだろう」

「そうですわね。この美味しい岩塩をタマさんたちにお分けしたいですものね」

「そうそう、また明日来ればいいさ」

　そう言ったのだけど、その明日は来そうになかった。ミニャンの集落に移動した俺たちはブチさんから人間の船が島に近づいていることを教えてもらったのだ。




　岩塩を届けに行くとタマさんが嬉しそうに教えてくれた。

「アキト、人間の船が来るニャ！　明日には到着するから美味しいものが食べられるニャンよ！」

「船が？　予定より早くない？」

「きっといい風が吹いたニャ。タマのために風の妖精シルフィーが頑張ったに違いないニャ」

　オリヴィアさんが帰るのなら一刻も早い方がいいに決まっている。だけど、俺は複雑な心境だった。

「タマさん、どうして船が来ているとわかるのですか？　砂浜から船が見えるのでしょうか？」

　オリヴィアさんの疑問ももっともだ。もし船が見えるのなら船影を確かめたい。

「違うニャ。アルバトからの情報ニャ」

「アルバトぉ～。ガセネタなんじゃないの？」

「うんニャ、コロッケと引き換えに情報を教えてもらったニャ。あいつらはなによりコロッケが好きだから嘘はつかないニャ」

　ちょっと信じられないけど、明日になればわかることだ。

「どうしたニャ、二人とも浮かない顔をして？　船を待っていたんじゃニャいのか？」

「そ、そうだよ。うん、よかったね、オリヴィアさん」

「え、ええ……」

　オリヴィアさんは曖昧な笑顔で頷いた。

「さて、もう少しで日も暮れるし夕飯の準備をしよう。一緒に食べられるのは最後になるかもしれないから今晩はご馳走を作るよ」

「だったらタマも行くニャン！　アキトはなにを作ってくれるニャンかね？　楽しみニャ」

「行ったら、だめニャ」

　はしゃぐタマさんをブチさんが止めた。

「なんでニャ！　タマもご馳走が食べたいニャ。ミニャン差別はよくないニャ！」

「タマ、アキトとオリヴィアは今日でお別れニャ。そっとしておくニャ」

「ニャ……」

「そんなに気を遣われるとかえってやりにくいよ。タマさんも来ていいんだぜ」

「いいから、二人で夕飯を食べるニャ」

　ブチさんに促されて俺たちは二人でベースキャンプに戻った。




　ポイントは６あったので食料ガチャ・ゴールドを引くと牛肉の塊が出てきた。

「おお、ついに焙り肉が食べられるね」

「本当はわたくしが仕留めた獲物を差し上げたかったのですが……」

　オリヴィアさんはあいまいな笑顔だ。

「いいよ、いいよ。美味しい岩塩もあるんだからこれを焼いて食べよう」

「遠慮なくいただきますわ」

「そうだ、今夜はベーレン・アウテックを開けようか？　肉だから赤ワインの方が合うかもしれないけど、せっかくだからさ」

「だめです」

「どうして？　ワインは好きだったはずじゃ……」

「お酒を飲んでしまったら、きっとわたくしは感情の赴おもむくままに振舞ってしまいます。でも、それではだめなのです……」

　オリヴィアさんは悲し気に首を横に振っている。彼女を苦しめるのは俺の本意じゃない。

「わかった。じゃあ、このワインはオリヴィアさんが持っていきなよ」

「そんな、いけません。非常に価値のある物なのですよ」

「だからさ。これは貴族の家にあっても恥ずかしくない逸品なんだろう？　だったらハッフルパイモンさんの家に置いておけばいいさ。もちろんオリヴィアさんが飲んでしまってもいい」

「アキトさん」

「俺が持っていても仕方がないものさ。それよりなにかいいことがあったらこいつの栓をあけてよ」

　俺はベーレン・アウテックの瓶をオリヴィアさんに押し付けた。俺が飲んでもやけ酒になるだけだ。こうした方がずっといい。

「さあ、肉を焼こうよ」

　スキル「下処理のプロ」を使って肉を熟成させた。アミノ酸の分解を促し、旨味を増幅させるのだ。この技とピンクゴールド岩塩があれば最高の焙り肉ができるだろう。きっと、最後の晩餐にふさわしい料理になるはずだ……。

「さて、もう少しでできるけど、そろそろ暗くなってきたね」

「ええ、灯りが焚き火だけでは少し心許ないです。ランタンをつけましょうか？」

「それもいいけど、今日はいいものを用意したんだ」

「いいもの？」

「そう、これだよ。よっこらせっ！」

　隅に置いておいた丸太を持ってきた。直径は五〇センチ、高さは七〇センチある。

「これがいいものですか？　立派な丸太ですが、このままでは火はつきませんよ」

　さすがは焚き火好き、いきなり太い木には着火しないことくらいとっくに学んでいるな。

「これは完成品じゃないんだ。仕上げはオリヴィアさんに頼もうと思ってね。オリヴィアさん、斬手刀でこれに切り込みを入れてほしいんだ」

「切るのではなく、切り込みですか？」

「そう、薪を作るんじゃないんだ。俺が作りたいのはスウェーデントーチなんでね」

「なんでしょう、それは？」

　スウェーデントーチは垂直に立てた丸太に切り込みを入れて内部から燃やす焚き火だ。切れ目から焔が噴き出てとても美しい。今夜はこれをいくつか焚いて楽しもうというわけだ。

「根元から拳二つ分くらいのところまで切り込みを入れてよ。ケーキを六等分する感じで」

「承知いたしましたわ」

　オリヴィアさんは手刀を青く光らせ、すぐに作業を完了させた。普通はチェーンソーとかでやるんだぞ。それをこんなに短時間に、素手でやるんだからすごいよね。

「次に１ポイントを消費して着火剤を入手。これを切れ目に流し込むよ」

「赤いゼリーのようですね」

「食べちゃだめだよ。お腹を壊しちゃうからね」

　着火剤を流し込んで、切れ目に木端を詰めれば完成だ。ぜんぶで四つのスウェーデントーチを作った。

「さあ、オリヴィアさんが火をつけて」

「はい……」

　小枝の先に着火剤を塗った簡易松たい明まつがスウェーデントーチに命を吹き込んでいく。やがて切れ目から焔が立ち上り、夕暮れの穏やかな風に揺れ出した。

「きれい……」

「ああ、俺も初めてやってみたけど、これはいいものだな」

　こんな素敵な夕べを過ごしているのに、明日にはお別れなんて嘘みたいだ。

「さあ、肉を焙ろう。ついにこの島で焙り肉が食べられるんだ。景気よく焼こうよ！」

　俺は努めて明るく振る舞ったけど、夕焼けに染まる海は美しすぎて、本当は泣きたかった。










　あっという間に夜が明けた。昨晩のうちに接近していたのだろう、船はもうマーベル島の沖合に停泊していて、荷物を満載した小型のボートが砂浜に向かってきている。

　いよいよ、オリヴィアさんともお別れか……。

「それではいってまいります」

　オリヴィアさんは船長と乗船交渉をしに行くのだ。

「気を付けて。オリヴィアさんなら心配はいらないと思うけど、用心はしてね」

　船には荒くれ者の船員がたくさん乗っているのだ。不ふ埒らちな考えを起こす奴がいても不思議じゃない。

「大丈夫ですわ。それでは船長にキャピタル王国まで運んでもらえないか聞いてきますわ」

　他の船員より立派な服を着た男がボートから降りてきた。きっとあれが船長だろう。

「もし、ここからキャピタル王国までわたくしを運んでいただきたいのですが」

　船長は驚いたように俺たちを見ている。

「こいつは驚いた、まさかこの島に人間がいるとはな」

「嵐で船が難破してしまいましたの。わたくしはハッフルパイモン侯爵の長女でオリヴィアです。どうかわたくしをキャピタル王国まで連れていってください」

「うぇっ！　アンタがあのオリヴィア嬢か!?　まさか生きていたとはな」

「わたくしのことをご存じなのですか？」

「チェルニック号が難破したという話は寄港地で聞いたぜ。救命艇で助かった船員がいたんだ。その船に外国へ嫁いでいくアンタが乗っていたというのも聞いたけど、この島に流れ着いていたとはなあ……」

　船長は感慨深げに頷いている。

「どうかお願いします。わたくしをキャピタル王国まで連れていってください。お代は必ず父が払います」

「う～ん……助けてあげたいのはやまやまなんだが……」

「だめなのですか？」

「よそ者は絶対に乗せたらだめだと船主に厳命されているんだよ。いくら船長でも船主様の命令には逆らえないんだ」

「どうしてですか？」

「そいつはこの島のお宝のせいさ。アンタたちは知っているかい？」

「魔光石のことですか？」

「それさ。ここの猫たちは食い物と魔光石を交換してくれる。はっきり言って、こんなぼろい商売はないってわけだ。ただみたいな仕入れ値で価値の高い宝石が手に入るんだからな。だから、外部の連中にはこの島のことは絶対に知られたくないってわけさ」

　なるほど、商売を独占したいんだな。だから用心に用心を重ねる意味で、オリヴィアさんを運びたくないのだろう。

「そこをなんとかお願いできないでしょうか。わたくしはこの島のことを誰にも言いませんし、お金なら父が言い値で支払いますので」

「それなんだけどさ……」

　船長は大きなため息をついた。

「なんでしょう？」

「聞いているぜ。ハッフルパイモン侯爵は貿易で失敗して大きな借金があるそうじゃないか」

「そ、それは……」

「疑うわけじゃないけど、お嬢様をお連れしても、侯爵に支払う金がなければこちらは丸損だ」

「わたくしが戻りさえすればお金はなんとかなるのです！」

「いずれにせよ、船主の許可を取らなきゃお嬢様を乗せられないよ。次に来るときまでに船主にアンタのことを聞いてみるから、それまで待っていてくんな」

「そんな……、それでは間に合わないのに……」

　オリヴィアさんは何度もお願いしていたけど船長は取り合ってくれなかった。

　悲しみに沈むオリヴィアさんを見るのは辛かった。彼女は自分を犠牲にしても家族を救おうと考えている。でもそれは正しいことなのか？　いや、正しいとか正しくないという理屈の問題じゃないのだろう。オリヴィアさんは優しいのだ。

　それでも俺はこう言わずにはいられなかった。

「いっそこの島に残らないか？　俺は君が――」

「いけません！　どうぞ、それ以上おっしゃらないでくださいませ……」

　苦しそうにそう言われてしまうとなにも言えなかった。なんとか他の手立てを考えるしかない。俺は気分転換に海岸へ出ることにした。




　一人で海岸をブラブラしていると三羽のアルバトとトビーが言い争いをしていた。

「帽子を手に入れたからって偉そうにすんなよ！」

「うるさい、アホウドリ！　オイラのことはほっといてくれよ」

「アホウドリって言うな、ザーコ！」

　またアルバトが他人に絡んでいるな。あいつらは人に喧嘩を売らないと気が済まない性分らしい。トビーは友だちだし止めに入るとしよう。

「おい、やめないか！」

　俺が行くとアルバトたちはビクリと体を震わせた。

「なんだよ、業ごう突つく張ばり人間。まだ俺たちの卵を狙っているのか？」

「あれは冗談だって。お前らの卵なんて気持ちが悪くて食指が動かないよ」

「ザーコ、どうせ卵を食べるのならロックの卵でも盗ってきやがれ！」

　そういえばタマさんたちもロックの卵は美味しいと言っていたな。

「ロックの産卵場所ってどこだっけ？」

「ここから北へ行ったところだよ。アキト、本当に行くのか？」

　トビーが心配そうに訊いてくる。

「いや、今のところ用事はないよ。タマさんがアイスクリームやプリンを食べたいと言い出したらわからないけどね」

「そうか……。アキトがどうしても行きたいときはいつでも言ってくれよ。オイラが背中に乗せてやるからな」

　トビーと話していたらアルバトがくちばしを挟んできた。

「行ってこい、今すぐ行ってこい！　行って幽霊に呪われてこい、ザーコ！」

「幽霊に？」

「いま、あそこの岩礁には船が引っかかっているのさ。気持ちの悪い船だからきっと幽霊船だぜ、ザーコ」

「係留が外れて流されてきたのかな？」

「話を聞けよ、ザーコ！　幽霊船って言ってるだろう！」

「証拠でもあるのか？」

「甲板をゾンビがうろついているのを見たんだよ。それだけじゃない、スケルトンなんかもいたんだからな！」

　ゾンビか……、オリヴィアさんには言わない方がよさそうだ。

「ロックの岩まで船を見物に行ってこい。行って幽霊に呪われてこい、このザーコ！」

　なんだその言いぐさは。でも、船か……。

「船があったら、オリヴィアさんをキャピタル王国まで運んであげられるかな？　いや、たとえ船が手に入っても動かし方がわからないか……」

　沖に停泊していた商人の船も帆船だった。あんなものの動かし方は皆目わからない。それに一人じゃ動かしようがない気もする。

「ザーコ、そこのお友だちに引っ張ってもらえばいいじゃねーか」

「トビーに？　トビーだけじゃ無理だろう？」

「オイラ一人じゃ無理だけど、仲間に頼めばなんとかなるぞ。アシカンは船の知識も豊富なんだ」

　アシカンは操船技術にも長けているそうだ。

「じゃあ、キャピタル王国まで行けるの？」

「もちろんさ」

「だけど遠いんだろう？　なんだか悪いよ」

「それなら問題はない。オイラの仲間はみんなこの麦わら帽子に憧れているんだ。アキトが同じものを用意してくれたらきっと力になってくれるさ」

「仲間って、何人くらいいるの？」

「百人はいる。アシカンは力持ちだから、それだけいれば大きな帆船だって引っ張れるぞ」

　ということは、オリヴィアさんをキャピタル王国まで連れていける！　でも麦わら帽子百個だと必要ポイントは１００か。これから毎日ポイントをプールしていけば不可能ではないな。

「百個の麦わら帽子を用意するのに十日くらいはかかると思うけどいいかな？」

「かまわないさ。とりあえず船の様子を見に行ってみる？　オイラが背中に乗せてあげるよ」

「それじゃあお願いしようか。危なくなったら移動魔法で逃げ出すとしよう」

「え、アキトは移動魔法が使えるの!?　すごい！」

「ザ、ザーコ……でもないのか……」

　やっぱり『移動魔法』や『次元収納』は特別なんだなぁ。あのアルバトさえも一目置いている感じだ。

「さっそく明日にでも俺をロックの岩まで連れていってくれるかい？」

「他でもないアキトの頼みだ。もちろんだよ！」

　アルバトの言うとおり本当にゾンビがいるのなら、準備を怠ることはできない。一日待ってスキルを充実させてから偵察にのぞむべきだろう。

　それと、このことはオリヴィアさんには内緒だ。変な期待をさせたり、心配をかけたりしてはいけないからね。

　その夜は俺もオリヴィアさんも口数が少なく、二人とも早めにテントに入ってしまった。




　早朝に目覚めた。

「おはようございます……」

「おはよう……」

　テントを出たところでオリヴィアさんに出くわしたけど、俺たちの挨拶はどこかぎこちない。

　やっぱり隠し事をしているせいかな？　本当はここにいてほしいのに、俺は彼女のために船を手に入れようとしている。しかもその事実を告げることができない。複雑な思いが口を重くしている。

「今日の予定は？」

「船に乗せてくださるよう、もう一度船長を説得してみます」

　おそらく船長は考えを変えないだろう。やはり俺が船を手に入れなければ……。

「俺も少し出かけてくるよ。お昼にまたここで」

　バナナだけの軽い朝食を済ませてオリヴィアさんは出かけてしまった。さて、トビーのところへ行く前に俺も準備をしておくとするか。

　今日はレベルが６になったのでルーレットが回せるのだ。

　緊張で肩に力が入りすぎていたのかもしれない。ストップボタンを押すタイミングがだいぶずれて、出てきた数字は11だった。あまりよくはないけど、こんな日もある。前日からの持越しなど合わせると26ポイントになった。これなら「移動魔法・中級」（10）の習得に問題はない。

　中級を習得したことによって移動距離は一〇キロから五〇キロ、同行者数は一人から二人、登録ポイントも五カ所から十カ所に増えた。これでマーベル島全域をカバーできるようになったぞ。ついでに前回取り損ねた「マジックウォール」（６）も習得しておこう。




　海岸ではすでにトビーが待ってくれていた。アシカンは義理堅いので待ち合わせの時刻もきっちり守る。すぐ横には昨日のアルバトもいたけど、こちらは興味本位で見物に来ただけらしい。

「お待たせ、トビー」

「もう準備はいいのかい？」

「ああ、ばっちりだ。いつでも行けるぞ」

「よーし、ロックの岩場に出発だ！」

「ザーコ、どうなっても知らないからな！」

　アルバトに見送られて、俺たちは怪鳥ロックの産卵場所に出発した。




　二十分ほどトビーの背中にしがみついていると、水平線の先に大きな岩山が見えてきた。

「アキト、あれがロックの産卵場所だよ」

「大きいなあ。ところで、このまま進んでも平気かな？」

「ロックが卵を産むのは春の終わりなんだ。だからこの時期はなにもいないはずだよ」

　それを聞いて安心した。俺だって巨大な鳥に喧嘩を売りたいわけじゃない。幽霊船とやらを調査するだけでいいのだ。

「ロックはいいとして、やっぱりアンデッドたちが心配だな」

　トビーが震える声で訊いてくる。

「ゾンビって泳ぐのかな？」

　映画やアニメで観たゾンビは泳がなかったな。走るのはいたけど……。

「たぶん泳げないと思うよ。もし泳げるのなら獲物を求めて船から離れていると思うんだよね」

「なるほど……」

「トビーは船にも詳しいんだろう？」

「ああ、どんな帆船だって動かせるぞ」

　トビーは真っ黒で大きな鼻を自慢げにうごめかした。

「だったら、外部から様子を探って、あの船が使えるかどうか見極めてくれないかな？」

「わかったよ！　早速近づいてみよう」

　さらに進むとだんだん岩の形がわかるようになってきた。

「あ、アキト。左の岩陰に船があるよ。アルバトが言ってたのはきっとあれだよ」

「おお、あれか！」

　思っていたより小さい船だった。二本のマストが立っているけど、帆は降ろされているようだ。アルバトが言っていたとおり不気味な雰囲気がある。

　でもこの船を手に入れれば、オリヴィアさんを故郷へ送ってあげることができるのだ。あの人の憂いが少しでも晴れるのなら危険を冒す価値はある。

「キャラベルと呼ばれる船だよ。割と浅いところにも入っていけるんだ」

「岩に引っかかっているという話だけど、使えそうかな？」

「ざっと見た感じでは船体に傷はなさそうだよ。もう少し近づいてみないとわからないけど」

「慎重に行ってみよう」

　さらに船に近づいてみたけど、ゾンビのうめき声などは聞こえてこなかった。

「船の方は問題なさそうだ。アキト、どうする？」

「そうだなぁ……」

　俺の耳には波と船の軋む音しか聞こえてこない。

「ひょっとしてアルバトが嘘をついた？」

「あいつらならやりかねないよ。アルバトはほら吹きでも有名だもん。オイラだって何回も騙だまされているんだ」

　やっぱりそうか。俺を脅おどかすために嘘をついたんだな。

　船体からは縄梯子が海に垂れていた。これを上っていけば甲板にたどり着けそうだ。

「ちょっと上の様子を見てくるよ」

「一人で大丈夫かい？」

「いざとなったら逃げだすさ。トビーも異常を見つけたら俺のことは構わずに逃げてね」

「わかったよ」

　俺はアックスを掴んで縄梯子に足をかけた。




　甲板にゾンビの気配はなかった。

「どう、アキト？」

　海面から心配そうにこちらを見上げているトビーに手を振った。

「やっぱりアルバトにかつがれたんだよ。ゾンビなんて一匹もいないぞ」

　それとも海を泳いでどこかへ行ったか？

「こんにちは！」

　大きな声で呼びかけたけど返事はなかった。

「誰もいないみたいだ。俺は船内を探ってくるよ」

「気を付けて。ゾンビに知能はないけど、やつらを操る死霊術師やリッチは危険だから」

「わかった。異常を感じたらトビーはすぐにマーベル島へ向かって泳ぐんだ。俺は俺で移動魔法を使うからね」

「了解。無理しちゃだめだからな！」

　アックスを握り直して後方のキャビンの扉を開けると、細い通路が続いていた。手前の扉から順番に開けて中を確認したけど、やっぱり人もゾンビもいなかった。

「いよいよわけがわからないぞ。本当に係留がほどけて流れてきたのかも……」

　どの部屋も窓は開いていて新鮮な空気が入ってきている。ゾンビがいれば腐敗臭がしそうなものだけど、そんなのはない。ただ、壁や扉に引っかき傷が目立つ。これはやっぱりなにかあったのだろうか……。

　部屋を一つずつ確認していちばん奥までやってきた。きっとここが船長室だろう。開けてみるとこれまでの部屋よりずっと大きく豪華な造りで、ソファーや食卓、奥には大きなベッドもしつらえてあった。

「へぇ、お風呂まであるんだ」

　立派な部屋だったけど人はやっぱりいなかった。

「おや、これは……」

　窓に向いたところに小さな机があり、その上に航海日誌が置いてあった。この世界に来たときからなぜか言語は習得できている。おかげでオリヴィアさんや聖獣たちとも意思疎通は可能だったわけだが、どうやら文字もきちんと読めるようだ。

　この船がどうしてここにあるのか手掛かりが掴めるかもしれないから、読んでみよう。最新の日誌はどうなっているかな？　俺は後ろの方からページをめくることにした。





　火の季　上の候　四日

　部下たちはほとんどゾンビにされてしまった。生き残ったわずかな仲間と船長室に立てこもったが、ここが突破されるのも時間の問題だろう。それもこれもアハーバックの亡霊の仕業だ。財宝に目がくらんで奴の墓を暴いたのが運の尽きだった。

　せめてアイシャに虹の腕輪を渡してやりたかった。娘よ、愚かな父を許してくれ。






　航海日誌はここで終わっている。つまりこの船は亡霊に襲われて、乗組員は全滅したってことか？　まずい、もしかしてアハーバックの亡霊とやらはまだこの船内をうろついているかもしれないぞ。

「トビー、逃げろ！　うっ……」

　叫びながら通路へ出ようとした瞬間に目の前が暗くなった。体に力が入らなくなり、その場に倒れこんでしまう。そして俺は意識を失ってしまった。




◆◆◆




　アハーバックはこの海域で鳴らした海賊だった。この男に襲われた商船は数知れず、沈められた軍艦は百に上るという伝説が残っている。数々の王国や海軍が彼の命を狙ったが、アハーバックはずる賢く、冷酷残忍で、常に追手の裏をかいて生き延びていた。

　だが、諸行無常は世の常だ。名うての海賊も連合国で形成された大規模討伐部隊に包囲されて最期のときを迎えた。

　しかし稀代の悪党は往生際も悪かった。アハーバックは自らの肉体を差し出して悪魔と契約を結んだのだ。

「足りねえ……、まだぜんっぜん遊び足りねえっ！　悪魔よ、この体をくれてやる。その代わり俺の魂を解放しろ。永遠にこの世界をさまよい続け、世に混乱をもたらす存在にしてくれええええええっ！」

　こうしてアハーバックは幽体となり、適性のある者に取り憑くことで蘇ることができるようになった。ただ、アハーバックに取り憑かれた者の寿命は短くなり、半年ほどで肉体は朽ちてしまう。ゆえに、アハーバックはその都度、適合する体を探さなければならない。

　アハーバックは財宝を餌にとある商船の船長をおびき出し、彼に取り憑いていたが、その体も半年前に朽ちてしまった。飼っていたゾンビもすべて腐り、なすすべもなくロックの産卵場所に漂っていたのだが、そこへアキトがやってきたというわけだった。

　アキトの肉体を乗っ取ったアハーバックは満足げに笑った。

「こいつはしっくりと馴染む体だ。保有魔力量も多い。悪くねえ……」

　アハーバックは入念にアキトの体をチェックしていく。

「よしよし、これだけの魔力があれば一日に五体のゾンビを召喚できるぞ」

　悪魔との契約でアンデッドモンスターを呼び出せるようになっている。この船を操作するには最低でも二十人の乗組員がいればよい。四日もあればことは足りる。

「さっそく五体ほど召喚するか。こんなところはさっさと離れて、久しぶりに略奪行為に耽ふけりたいねぇ……」

　邪悪な笑みをたたえながらアハーバックはゾンビたちを召喚した。




◇◇◇




　息せき切って走ってきたトビーを見てタマとブチはびっくりした。アシカンは二足歩行ができるのだが、それは非常に恥ずべき行為とされている。陸地の奥深くには入らないのが分別のあるアシカンだというのが彼らの主張だ。

　トビーは真面目なアシカンである。それがミニャンの集落まで走ってきたのでタマとブチは驚いたのだ。

「どうしたニャ？　イワツバメの巣でも見つけてタマに持ってきてくれたニャか？」

「違うっ！　ハアハア……、アキトは？」

「アキト？」

「アキトは戻ってる!?」

「いや、ここには来てないニャ。ベースキャンプとやらにいるんじゃニャイか？」

「ベースキャンプにはいなかったんだ！」

　トビーはタマたちに状況を説明した。

「オイラはアキトの声が聞こえた瞬間に海に潜ったんだ。そこから必死に泳いでいま戻ってきたところだよ。アキトは移動魔法で先に戻ったと思っていたんだけど、どこにもいないんだ！」

　興奮するトビーを冷静なブチが宥めた。

「落ち着くニャ。とにかくオリヴィアにも知らせに行こう。あのこはまだ浜にいるはずニャ」

　三人は連れ立ってオリヴィアのいる浜を目指した。




　オリヴィアはボートに運び込まれる積み荷をぼんやりと眺めていた。あれから何度も説得を試みたが、船長はついに乗船許可をくれなかった。次の船は早くても二十日後になるそうだ。

　自分が戻ってニッサル王子の結納金をもらわなくては実家が破産してしまう。そう考えると気もそぞろだった。なんとか密航する手立てはないか、追い詰められたオリヴィアはそんなことまで考えている。そこにトビーたちが駆け込んできた。

「オリヴィア、大変だ。アキトが！　アキトが！」

　アキトの名前を聞いて物思いに沈んでいたオリヴィアの脳は覚かく醒せいした。

「アキトさんがどうしたのですか？」

「アキトがゾンビにされてしまったニャ！」

　オリヴィアはゾンビという単語に弱い。その上、アキトがゾンビにされたと聞いてほとんど気を失いそうになってしまった。

「ど、どういうことですの？　ま、まさか……アキトさんが……」

　崩れ落ちそうになるオリヴィアをブチが励ました。

「タマはおっちょこちょいニャ。まだアキトがゾンビになったとは限らないニャ！」

「でも状況を鑑かんがみればだニャ……」

「ニャにが鑑みればニャ。難しい言葉を使ってごまかすニャ！」

「にゃぁ～……」

　ブチは腕を組んで思案する。

「とりあえずアルバトに様子を見てきてもらうニャ。空からなら安全だろう」

　トビーは心配そうだ。

「あいつらがオイラたちの願いをきいてくれるかな？」

「コロッケを十個も包んでやれば大丈夫ニャ。あいつらもコロッケには弱いからニャ」

「でもアキトは船室の中に入っていったんだ。空からじゃなにも見えないかもしれないよ」

「う～む、それは困ったニャ。となると救出隊を編成するしかニャいか……」

　叱られてしょげていたタマがトビーに訊いた。

「そもそもなんでアキトは幽霊船になんて行ったニャ？　一人で行くなんて無茶ニャンよ」

「アキトはオリヴィアのために船を手に入れたかったんだ。船があればオリヴィアを故郷まで送り届けることができるって言ってた」

　それまで無言のまま俯うつむいていたオリヴィアが顔を上げた。

「わたくしのために……あの人はどこまで……」

　オリヴィアは立ち上がってトビーに頼む。

「トビーさん、わたくしをその船まで連れていってください」

「それはいいけど、オリヴィアはアンデッドが苦手なんだろう？　アキトがそう言ってたよ」

　アンデッドと聞いてオリヴィアは再びガクガクと震え出した。脳裏によぎるのはゾンビ化した子どもたちとかつての部下の面影だ。

　オリヴィアは恐怖を振り払うように髪をかきむしる。整えられた髪はくしゃくしゃに乱れたが、二本のドリルは凛として尚、そのままに威厳を保っていた。

「それでもわたくしは行かなければなりません！」

「無理ニャ！　流行り病に罹かかったみたいに体が震えてるニャ。ブチが救出隊を編成するから任せるニャ」

　止めようとするブチをオリヴィアは押しのけた。

「いいえ、わたくしは行かなければならないのです。なにか武器になるものは……」

　自分の荷物を探ったオリヴィアの手に硬いものが触れた。それはアキトから贈られたベーレン・アウテックの瓶だった。透明な瓶の中には琥珀色の液体が揺らめいている。

　オリヴィアの手が輝き、斬手刀が瓶の首を斬り落とした。

「な、なにをするニャ？　空き瓶で戦うニャンか？」

　タマの質問には答えず、オリヴィアはゆっくりと瓶に口を近づける。そして――。

「ゴク……ゴク……ゴク……、ゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴクゴク」

「にゃぁ！」

「……ぷはあああああああっ！」

　瓶の中身を一気に飲み干したオリヴィアの目は据わっていた。

「…………」

「オ、オリヴィア……大丈夫ニャンか？」

「……ゾンビでもリッチでも連れてこい、でございますわっ!!」

　豹ひょう変へんしたオリヴィアを見てトビーもミニャンたちも腰を抜かした。

「愛する人を守れずになにが聖戦士か！　わらくしがアキトしゃんをお助けするのれす。今日からわらくしは愛戦士になります。トビー、わたくしを島に！」

「わ、わかったけど、動けるの？　フラフラみたいだけど……」

「たとえどんな状態でも愛戦士は戦うのれす！　さあ、わたくしをあの方のもとへ運んでくらさいまし……ヒック！」

　愛用の枝を手にトビーの背中に乗ったオリヴィアが水平線の彼方へ遠ざかっていく。

「ブチたちも救出隊を組織するニャ。タマはボートの用意を」

「わかったニャ」

　マーベル島はいつになく騒がしかった。
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　右手に枝を持った美女が甲板に飛び込んできたのでアハーバックは面食らった。だが、よく見ればむしゃぶりつきたいようないい女である。警戒も忘れ、相好を崩して近づいた。

「この船になんか用かい、お嬢ちゃん」

「アキトさん、お助けに参りました。ご無事でなによりれす」

　顔は真っ赤だし、目はとろんとしていることから見て目の前の女は酒を飲んでいるらしい。この酔っぱらいは俺が体を乗っ取った男の仲間のようだとアハーバックは理解した。

（だったら少しからかってやるかな。存分に遊んでから犯して、それから殺してしまおう）

　存在自体がゲスなアハーバックはそう考えて、にこやかに話しかけた。

「ありがてえ、ちょうど帰ろうと思ってたんだ。そっちから来てくれて助かったぜ」

「…………」

「どうしたんだい？」

　目の前の酔っ払いは疑うような目つきでアハーバックを眺めた。

「おかしいれす。アキトさんはそんなぞんざいな喋り方はしません……」

　アハーバックは慌てたが、表面はなにもなかったかのように取り繕う。

「し、失礼。ちょっと別人になり切るという遊びをしておりました。さあ、元の私に戻りましたよ」

　アハーバックとしては完璧な演技をしたつもりだったが、目の前の美女はますます疑わし気に彼を見つめた。

「……それもおかしいれす。アキトさんはそこまで他人行儀じゃございませんわ。あなた、本当にアキトさんれすか？」

　オリヴィアがいっこうに騙されないのでアハーバックはだんだん白けてしまった。

「ああもういいや！　そうだよ、俺はお前の仲間なんかじゃねえぜ。伝説の海賊アハーバック様だ」

「アハーバックれすって!?　お尋ね者のゴーストじゃないれすか！」

　アハーバックは嬉しそうに顔を歪めた。

「こんな嬢ちゃんまで知っているとは、俺の悪名も天下に轟とどろくようになったもんだぜ」

「さてはアキトさんの肉体に憑ひょう依いしましたね。許せない！　アハーバック、覚悟しなしゃい。このオリヴィア・ハッフルパイモンが成敗いたしましゅ！」

　威勢よく啖たん呵かを切ったオリヴィアを見て、アハーバックは腹を抱えて笑い出した。

「お嬢ちゃんが？　その棒きれで？　あーはっはっはっはっ！　お前たち出てこい！」

　アハーバックが呼びかけると船内から五体のゾンビが現れた。無論、アキトの魔力を使って召喚したゾンビである。

「ひっ！」

「ゾンビを見てちびっちまったかい、お嬢ちゃん？　安心しな、まだ殺さないから」

　ゆっくりと迫るゾンビにオリヴィアは硬直してしまっている。

「久しぶりに肉体を手に入れたんだ。お嬢ちゃんにはたっぷりと楽しませてもらわないとな。ゾンビども、嬢ちゃんを押さえつけろ！」

　これからされることに思いが及び、オリヴィアの中でムラムラと怒りの炎が燃え上がった。

「ふざけないで！　誰がお前となど……ヒックッ！」

「そう冷たいことを言うなよ。だいたいこの肉体はお前の恋人なんだろう？　だったら別にいいじゃねえか」

「ア、アキトさんは恋人ではありましぇん。た、ただ、た、た、た、大切な人であって、そういう関係では……」

「ふーん、でも好きなんだろう？　だったらいいじゃねーか。俺様とやろうぜ」

「屁理屈を並べないで！　それにわらくしとアキトさんが結ばれるのは許されないことなのれす」

「別にいいじゃねえかよ。難しく考えるなって。好き同士の男と女だぜ、やることは一つじゃねえか」

「バカ、バカ、バカ、アハーバックの大バカ！　そうできれば苦労はないのれす。わらくしだってアキトさんと結ばれたいんでしゅ！　れも、人生は自分の意志だけでどうこうできるほど単純じゃないんれすよ！　わらくしは愛戦士で哀戦士なんれす！」

　アハーバックはきょとんとした顔でオリヴィアを見た。

「愛戦士？　それがお前のジョブか？」

「そう、わらくしは哀戦士れすよ」

「ふ～ん、なんだかわからねえが、戦士の一種ってことだな。道理で威勢がいいわけだ。酔っぱらっているとはいえ、単身乗り込んでくると思ったら戦闘系のジョブ持ちかい」

「とにかく、アキトさんから出ていきなさい！」

「けっ、そうはいかないぜ。お遊びはここまでだ。ここからは楽しい残虐行為の時間だぜ。さあゾンビども、仕事に取り掛かれ！」

　迫りくるゾンビがオリヴィアの正気を狂わせる。だが、ここでオリヴィアが倒れればアキトが助かる道はなくなってしまうのだ。

「もう同じ過ちは繰り返しましぇん！」

　己の過去を断ち切るようにオリヴィアの枝が一閃した。武器強化でマジックコーティングされた枝は高速の連撃で次々とゾンビどもを打ち倒していく。聖剣・乱舞ホーリーラッシュと呼ばれるオリヴィアの得意技だ。常人の目では剣の軌道を追うことさえ不可能な神速の技であった。

「な、なんだと!?」

　オリヴィアの剣の冴えを見てアハーバックは慌てふためいた。これほどの遣い手を見るのは伝説の海賊といえども初めてだったのだ。

　組織戦や謀ぼう略りゃくを使えばオリヴィアを討ち果たすことは可能だったかもしれない。だが、ここにいるのはオリヴィアとアハーバックだけである。正々堂々、一対一の戦いではアハーバックに勝ち目がないことは明らかだった。

　だが、まだ絶望的とまではいかない状態である。アハーバックは気を取り直して叫んだ。

「おいおい、いいのかい？　その危ねえ枝を振り回せば、お嬢ちゃんの大事なアキトさんも死んでしまうんだぜ！」

「肉体を斬ればそうでしょう……。ならば、その穢けがれた魂を斬るまで。くらえ、破魔の剣エクソシズム・ソード」

「な、それは聖なる者が使う技！　ぎゃあああああああっ！」

　閃光がアキトの体を貫き、アハーバックがのたうち回る。

「なんなんだよぉ！　おめえのジョブは愛戦士じゃなかったのか？　なんでこんな技が使えるんだよぉ!?」

「はっ？　わらくしのジョブは聖戦士ですよ……ヒック！」

「なんだと!?　さっき愛戦士って言ってただろうがっ！」

「それは気持ちの問題で、本業は聖戦士でございましゅわ」

「それを早く言えってんだ……。クソ……が……」

　こうして邪悪な魂は聖戦士（自称：哀戦士）によって滅ぼされたのだった。




◇◇◇




　目が覚めるとオリヴィアさんが心配そうに俺の顔を覗き込んでいた。

「あれ？　ここは……」

「よかった。気がつきましたのね。本当に心配したのれすよ」

「えーと、俺、船の中を探索していて、急に目の前が暗くなって……」

「まったく……わたくしなんかのために危ないことをなさって、あなたという人は……う、うぅ……」

　オリヴィアさんが泣いている。な、なにか声をかけなくては……。

「オリヴィアさん……なんかごめん、助けてくれたんだよね」

「それはもういいのれす。おかげでわたくしも過去を克服できた気がしましゅから。うっぷっ」

「あの……、すごく酒臭いんだけど……」

「なんれすか？　飲んじゃいけませんか？　アキトさんはゾンビにされたっていうし、さよならをしなければならないし、わらくしは好きれもない男と結婚しなけりゃならないし、もう、飲まずになんてやってられましぇんよ！」

「はあ……」

「頑張って救出したんれすから、ご褒美をくらさい！」

「ご褒美というと？」

「もうれすね、わらくしは眠くて死にそうなんれす。ベッドまで運んでくださいましぇんか？」

「かまわないけど、抱っこしていいの？」

「いいのれす！　では、よろしくお願いしましゅ……」

　うわっ、立ったまま眠りだしたぞ。俺は慌ててオリヴィアさんの体を抱きとめた。こんなになるまで飲んで、頑張ってくれたんだな。船のことは後にして、とりあえずテントでオリヴィアさんを休ませてあげよう。

　抱き上げたオリヴィアさんのドリルが俺の手首をくすぐった。それだけで切ない気持ちになる。もう間もなく彼女はマーベル島を離れてしまう。この温もりは今この瞬間だけのものなのだ。そう思うと愛しさと切なさがいっそう増した。

「おやすみ、オリヴィアさん。ありがとう」

　一瞬だけこのまま口づけしようかと思ったけど、俺はそのままオリヴィアさんをベッドへ運んだ。










最終話




　出航は目前に迫っていた。聖獣たちによって準備は整えられ、いまやオリヴィアさんが乗り込むばかりである。

「元気でニャ。これはタマが作った特製クッキーだニャ。旅の途中で食べるといいニャ」

「水には気を付けるニャ」

　ミニャンたちと言葉を交わすオリヴィアさんは笑顔だ。その表情にはなにかを吹っ切ったような清々しさがある。もう覚悟は決まっているようだ。だから俺も自分の気持ちは顔に出さないように努めた。

「アキト、いい風が吹いてきた。いつでも行けるよ」

　麦わら帽子をかぶったトビーが告げに来る。トビーはこのたびの航海で船長を務めるそうだ。

「オリヴィアさん、そろそろ時間だ」

「ええ」

　オリヴィアさんはつかつかと歩いてきて、俺のすぐ近くで立ち止まった。

「アキトさん、本当にありがとうございました。あなたがいなかったら、わたくしは生きていたかも怪しいものです。いつかきっとこのお礼をいたしますわ」

「それはお互い様だよ。その気持ちだけでじゅうぶんさ」

「そうはまいりません。あちらでのゴタゴタのカタがついたら、必ず戻ってまいります」

「はっ？　それはどういうこと？」

　オリヴィアさんがマーベル島に戻ってくる？　聞き違いじゃないよな！

「ここのところずっと考えていたのです。やはりわたくしはニッサル王子に嫁ぐことはできません。このままの気持ちで嫁いでも、自分はおろか、ニッサル王子までをも不幸にしてしまうと思うのです。だから、なんとか婚約破棄ができないかお願いしてみるつもりです」

「婚約破棄なんてできるの？」

「わかりません。できないときは死んでお詫びをするつもりです。そうなりましたら、この島に戻ってくるという約束は守れなくなってしまいますが……」

　オリヴィアさんは晴れ晴れとした笑顔でとんでもないことを告げてくる。

「だったら俺も行く！　力になれるかもしれない」

　ありったけの勇気を出してそう提案したんだけど、あっさりと拒否されてしまった。

「いけません。わたくしはこれ以上アキトさんに頼りたくないのです。これはわたくし自身が乗り越えなければならない試練なのです」

「オリヴィアさん……」

「わたくし、心だけはここに置いてまいります。マーベル島とアキトさんのおそばに……」

「だめだ！　なにがあっても死ぬなんて解決法は――」

「アキトさん、失礼いたします！」

　俺の言葉を遮さえぎってオリヴィアさんが一歩前に出た。達人の踏み込みは神速の域にあり、俺はなんら反応できない。その状態からキスをされた……。頭の中が真っ白になると同時に腹部に強烈な波動を感じる。

「パラライズウェーブでございます。ごめんなさい、アキトさん……」

　そうか、俺はマジック系の当て身をくらったんだな、そう理解したときにはもう気を失っていた。










　それから毎日海岸へ出て、海ばかり眺める生活が十日ほど続いた。見渡す海上にはなにもなく、ただただ美しい光景だ。

　なんにもやる気も起きなくて、ポイントルーレットもきちんと回せていない。先日はついに０を出してしまうくらいやる気が失われていた。もっとも、なんら痛つう痒ようは感じていない。どうせ食料ガチャくらいしか使い道はない。

　スキルも獲得せず、新しいギアを見る気にもなれないのでポイントは確実に貯まっている。今確認したら97あった。トビーたちに帽子をプレゼントしなくてはならないのでちょうどよかった……。

「またここにいたニャンね」

　海を眺めていたらタマさんがやってきた。手にはカゴを提げていて中にはコロッケが入っていた。

「揚げたてニャンよ。アキトも食べるか？」

「ありがとう、でもいいよ。食欲がないんだ」

　我ながら情けないとは思うけど、とてもそんな気分にはなれない。なにより悔しいのは、今の俺は動きようがないという事実だ。せめてトビーたちが戻ってきてくれれば、船を使ってキャピタル王国まで行けるのにな……。

「オリヴィアがいないとやっぱり寂しいかニャ？」

「胸に刺さっていたドリルがすっぽり抜けてしまった気分だよ」

「それは即死だニャ……。まあ、元気を出すニャ。大丈夫、オリヴィアならきっと――」

　タマさんがなにか喋っていたけど、俺の注意は海上の一点に引き付けられていた。正体不明の物体が波しぶきを上げながらこちらに向かってくる。あれは……。

「なんニャ！　シーサーペントの襲来かニャ!?」

「いや、違う。あれは！」

　海風が微かな音を運んできた。

「アキトさーーーーーーーーーん！！！！」

「オリヴィアさん！」

　まさに白いワンピースを纏ったオリヴィアさんが海の上を走っている。え、本当にドリルフットは海の上も走れるんだ!?　エリマキトカゲみたい……。

「ハア、ハア、ハア……」

　砂浜に上がったオリヴィアさんはしばらく息を切らせていたけど、すぐに元気な笑顔に戻った。

「船の上からアキトさんが見えたので走ってきちゃいました」

　普通は走れないんだけどね。

「元気そうでなによりだよ。それで、どうなったの？」

「婚約のことでございますね。あれはあちらから破棄されました」

「はっ？」

「実は、実家に戻ると今後のことを話し合うためにニッサル殿下がいらしていたのです。そこでわたくしは正直に、マーベル島でアキトさんと暮らしていたことを話しましたの。そうしたら、そんなふしだらな娘はいらないと言われまして」

「ええっ！」

「ニッサル殿下はわたくしとアキトさんのことを邪じゃ推すいされてしまったようでして……」

　なるほど、わからなくはない……。

「疚しいことはなにもない。アキトさんは誠実で優しくて、どんな紳士より立派な方でしたと力説したら、ますます怒ってしまわれました」

「それで破談に？」

「ええ。まあその方が都合はよかったのですが」

「でも、お父さんの借金はどうする？　破談になったら結納金は手に入らないんだろう？」

「それも解決いたしましたわ」

　そんな都合のいいことが起こるのか？

「ほら、アキトさんが譲ってくださった無色透明の魔光石がありましたでしょう？　なんとあれは国宝級の品物で、当面の借金を返せるくらいの値段がつきましたの」

「それはよかった！　ゴルフボールより大きな宝石だから、高値がつくとは思ったけど、まさかそこまでとはね」

　人生なにが幸いするかわからないものだな。しかし魔光石にそれほどの価値があるとは思わなかったよ。商船がこの島のことを秘ひ匿とくしたがる理由がわかった気がする。

「ただ、問題もありまして……」

　と、それまで元気に喋っていたオリヴィアさんが力なく肩を落としてしまった。ドリルも張りを失い、しょんぼりとしおれている。
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「どうしたの？」

「新たな借金ができました」

「はい？」

「婚約破棄ができたまではよかったのですが、違約にともなう弁済が生じまして、それが結納金額の三倍返しと決まりました」

「つまり、ハッフルパイモン家の借金が三倍になったってこと!?」

「いえ、これはわたくし個人の借金ですわ。返済猶予に一年をいただきましたので、頑張って稼がなくてはなりませんわね」

「稼ぐってどうするつもり？」

「もちろん洞窟に潜って魔光石を集めるのです。頑張ればきっと一年で返済できますわ！」

　明るく笑うオリヴィアさんを見ているとそれも可能な気がしてくる。

「わかった、俺も一緒に洞窟へ入るよ」

「お力をお貸しいただけるのですか？」

「まあね。キスのお礼をまだしていないからね」

「あれはっ！！！！」

　真っ赤になるオリヴィアさんの手を取った。

「とにかくベースキャンプに戻ろう。そこで作戦会議だ」

「はい！」

　水平線の向こうに低い雲が立ち込めている。夜は雨になるかもしれない。テント周りの溝を掘り直して、乾いた薪に雨がかからないようにして、今のうちに夕飯のパスタを水にふやかして……。

　頭がすっきりして、次にやるべきことが見えてきた。これでいい。だって二人のキャンプはまだまだ続くのだから。










あとがき




　このたびは『異世界のんびりキャンプ』をお買い上げいただき、ありがとうございました。また、本書を作るにあたってご尽力していただいた皆様、並びに素敵なイラストを描いてくださった片かた桐ぎり先生にも感謝の意を表します。ありがとうございました。




　寒いですね！　本書の発売は春だとうかがっておりますが、今これを書いているのは厳冬期です。それも十年に一度の寒波が到来するとか言われていて、戦々恐々としている毎日です。本当に南の島へ逃げ出して、キャンプでもして過ごしたい気分です。

　年に何回かラノベ作家仲間とキャンプへ行くのですが、自分が好きなのは初冬か晩春の頃です。死と再生の狭間みたいな空気を感じるのが好きなのです……。ちなみに友人たちからの共感はまったく得られておりません！

　あいつらときたら、情緒も侘び寂びも、なんにもわかってないくせに、俺よりヒット作をたくさん産みだしやがって！　世の中はどうなっているんだ!?　こんなことが許されていいのだろうか！　ハッ！　ゲフンゲフン……、し、失礼しました。ちょっと取り乱してしまいました……。

　冗談はともかく、この寒さを乗り切ればそろそろ梅の花の季節ですね。私が住んでいる地域はだいたい二月くらいにピークを迎えます。

　観賞するなら桃、香りなら梅の花が特に好きです。重版を重ねて、コミカライズをして、アニメ化が決まり、さらにはハリウッド映画になって、私の著書利用料が十億円くらいになったら梅園を買いたいくらい梅の花が好きなのです。

　でも、ない袖は振れません。今年は梅の盆栽でも買ってお茶を濁すといたしましょう。いつか私が梅園を買えるよう、今後とも応援のほど、よろしくお願いいたします。




長なが野の文ぶん三ざぶ郎ろう










異世界キャンプＳＳ　１『タマの蜂蜜大作戦』




　水浴びからの帰り道、ミニャンのタマさんが声をかけてきた。

「ちょうどいいところに来たニャ、アキト。いいものをやるからついてくるニャ」

「いいもの？　なんか怪しいなぁ……」

　今日のタマさんは悪い顔をしている。これは猫がいたずらをするときの顔だ。

「そ、そんなことニャいニャ。タマは友だちに美味しいものを食べさせたいだけの純真なミニャンだニャ。信じるニャ！」

「本当に？」

「これを見るニャ！」

　タマさんがカゴから取り出したのは焼きたてのマフィンだった。まだカマドから出したばかりのようで、マフィンはホカホカと美味しそうに湯気を立てている。

「おお、美味そう！　いただきまーす！」

「待つニャッ！　これはまだ完成品ではないニャ。どうせなら至高のマフィンを食べるニャン」

「至高のマフィンとは大きく出たね。で、それはどういうものなの？」

「マフィンの上に蜂蜜をかけるニャン」

「なーんだ、それだけ？」

「バイオレンス・キラービーの蜂蜜をバカにするニャッ！　この世の中であれほどマフィンに合う蜂蜜はないニャンよ」

　グルメのタマさんが大騒ぎするくらいだから、きっと美味しいのだろう。

「でも、名前が凶悪すぎない？」

「うむ、正式名称はバイオレット・ビー。マーベルスミレの花の蜜だけを集めるミツバチニャンよ。でも、あまりの凶暴さにみんなバイオレンス・キラービーと呼ぶニャンね」

「なるほどぉ……、って、君はバカ猫か？」

「失礼ニャンね！」

「いや、命を懸けて蜂蜜を取りに行くのは愚かだろう？」

「そんなことないニャン。バイオレンス・キラービーの蜂蜜は命を懸ける価値があるニャンよ」

　なんだかんだで言い包められて、俺も一緒に蜂蜜を取りに行くことになった。




　連れて来られたのは巨木の下だった。太い枝には二メートルはある巨大な蜂の巣がぶら下がっている。蜂たちは大きな羽音を立てて動き回っており、非情に凶暴そうだった。

「本当に大丈夫なの？」

「タマを信じるニャンよ。先日、一羽のアルバトがいたずらで蜂の巣に石を投げたニャン」

「自殺行為じゃないか」

「そうニャン。そのアルバトは蜂に刺されまくったけど、海まで逃げて一命をとりとめたニャン」

「愚かだな」

「まことに愚かニャン。だけど、奴のおかげで巣に穴が開いたニャン。その結果、蜂蜜が滴り落ちるようになったニャン！」

　それを地上で受け止めようというのがタマさんの計画だった。

「ゆっくり動くニャ。音も立てたらだめニャンよ。蜂たちは敏感ニャン」

　俺たちはほふく前進で巣の真下へ近づいていく。

「ところで、どうして俺がこれにつき合わなければ……」

「シャーッ！　声を出したらだめニャン。蜂に気づかれるニャン」

　俺は諦めてタマさんに従うことにした。

　巣の真下まで来るとタマさんはボールを二個出して、一つを俺に手渡した。巣は十メートル以上上にあり、風の影響で落ちる場所が多少変わるようだ。地面にこぼさないように受け止めなければならない。

　しばらく巣を眺めていると蜂蜜が一滴垂れてきた。タマさんは器用に体をひねってボールに蜂蜜を受けている。

　お、俺の方にも垂れてきたぞ！　手を伸ばしてうまくボールの中にキャッチすることができた。こんな感じで俺たちは三十分くらいかけて蜜を集めた。まったく気の長い話だけど、一滴ずつしか垂れてこないから仕方がない。そろそろ帰りたいなあ、と思ってタマさんを見ると首の後ろの毛を逆立てていた。

　何かと思ってよく見ると、タマさんの鼻先にバイオレンス・キラービーが一匹ホバリングをしているではないか！

「アキト、逃げるニャン！」

　俺たちは同時に駆けだしていた。ヴォンヴォンと迫る羽音に追い立てられて後ろを振り返る暇もない。このままでは蜂の餌食になってしまうぞ。

「もうだめニャン……。アキト、すまニャい……」

「まだ、諦めるな！　今、俺が……」

　すかさず大地に手をついて『ベースキャンプの祝福』を展開した。これは効果の低い魔法結界で、魔物の侵入をわずかに防ぐことができるスキルだ。

　蜂はしばらく結界の周りを飛んでいたが、やがて諦めて巣に帰って行った。

「助かったニャ……」

「まったく、タマさんのおかげでひどい目にあったよ」

　俺はその場に座り込んで天を仰いだ。

「まあまあ、そう言わずに食べてみるニャ」

　タマさんが先ほどのマフィンを渡してきた。逃げる途中でほとんどこぼれてしまったけど、ボールの底にわずかな蜂蜜が残っている。俺は言われた通りたっぷりとハチミツをつけてマフィンを頬張った。

「どうニャ？」

「蜂蜜を越えた蜂蜜の味がする……。こんなに美味しいマフィンは初めてだよ！」

　タマさんは目を細めて小さくニャァと鳴いた。
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